
        
            
                
            
        

    








































自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？ 2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　CONTENTS









前回のあらすじ

生徒会選賭、開幕

宝石鑑定ゲーム

ディストピアゲーム

桃貝ハウスの侵略者

突然ですが、お姉ちゃんと結婚します。～そうですか、拳銃ならここにあります～

フェイクポーカー

妹の、妹による、妹のための遊戯

思い出の夏、スイレンの少女

砕城の産んだ怪物

兄なる者






●前回のあらすじ






　戦争が時代遅れの産物と化し、あらゆる争いが遊戯で決する新時代──。

　国家や大企業の命運を左右する裏側のゲーム、《黒の採決ブラツクバウト》で五年間無敗を誇ほこり、伝説となった少年、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、終わりなき戦いの日々に嫌気がさし、引退を決意した。

　普通の日常に憧あこがれて私立獅し子し王おう学園に入学し、そこで妹の砕城可か憐れんと再会する。しかし紅蓮は、可憐の口から衝撃の事実を聞かされる。

「ここは評価、生活、人間関係──あらゆることが、遊戯で決まる学園なんです」と。

　二度と遊戯をしたくない紅蓮は、目立たないためにランク決め試験で手を抜き、最下層のＦランクに認定される。

　しかし転入早々、ロシアンルーレットで命を落としかけていた桃もも貝がい桃もも花かを、お節介から救ってしまったことがきっかけで、クラスを牛ぎゆう耳じる金髪お嬢様、楠くすの木き楓かえでに目をつけられる。

　そしてある日、楓が紅蓮に遊戯を仕掛けてきた。適当にあしらうつもりだった紅蓮だが、楓が可憐を巻き込んだために考えを改める。人格の歪ゆがみと引き換えに圧倒的な「読み」を可能とする共感覚モードになった紅蓮は、楓を徹底的にたたきつぶしてしまう。

　そうして紅蓮の「日常」は終わりを告げた。

　詐さ欺ぎ同然の手口で紅蓮を獅子王学園へ招いた理事長、獅子王創はじ芽め。学園に君くん臨りんする最強、帝王と呼ぶべき生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜や。うさんくさいクラスメイト、白王子朝あさ人と。そして何よりも愛する兄の活躍をこの目で見たいと願う妹、砕さい城じよう可か憐れん。

　実力者たちの注目を一身に集めてしまった紅ぐ蓮れん。

　そんなとき、紅蓮に敗北したことをきっかけに敗退を重ね、隷徒に堕おちてしまった楓かえでの姿を紅蓮は目の当たりにする。生徒会会計、Ｓランクの時とき任とうミミの隷徒として虐しいたげられ、調教され、教室で悔しさに涙する楓の姿を見た紅蓮は、《黒の採決ブラツクバウト》で破滅させてきた者達たちの末路を思い出す。こんな光景を見せられたら、気分良く日常生活を送れるわけもなかった。

　紅蓮は、大勢の隷徒を虐げて悦に入る時任ミミをつぶすために、本気の遊戯を挑むことに。そして圧倒的な力でミミを倒し、大勢の隷徒を解放した。

　ミミを倒したことで得た莫ばく大だいなＧＰをすべて可憐に譲渡し、紅蓮はふたたびＦランクとなり、束つかの間まの平穏を手に入れた。

　しかし、そんな平和は長くは続かない。

　時任ミミ失脚によって空いた生徒会の一席──これを埋めるために、全校を巻き込んだ遊戯……生徒会選せん賭きよが始まろうとしていた。

　望まずして学園の秩ちつ序じよをかき乱す台風の目となった紅蓮を中心に。

　ふたたび、嵐が巻き起ころうとしていた──






●生徒会選賭、開幕






「……ふ、ふふ、ふふふっ……」

　朝の教室。

　スマートデバイスの画面に表示されたカレンダーを眺めて、砕城紅蓮はほくそ笑んだ。

　猫のような癖っ毛、長身でほのかに筋肉がついた頼もしい身体からだつき。だが、その体重はここ最近激減しつつあり、ぴったりにあつらえた制服がややダブつきはじめている。

「まだだ……まだ、笑うな、俺……！」

　とはいえ、喜びは隠し切れない。

　黒板のかわりに巨大液晶パネルが設置され、授業が動画配信される時代になろうとも、どこか浮ついた朝の雰囲気は、漫画などで描かれる昔の教室の光景と何ら変わらず──

「今日、どっか寄ってく？」

「支給されたら速攻行こうぜ。授業はあとでＷＥＢで見りゃいいしさ」

「あっ、あたしも行くーっ☆　せっかくの支給日だもんね！」

（よし！　確定！　間違いない！）

　同級生達が浮かれる空気に、紅蓮は完全な確信を抱き──ニッと笑ってつぶやいた。

「今日は、待ちに待った支給日……！」

　カレンダーの日付を何度も確かめ、にやける口元を無理やり抑える。

　毎月一日、学園統括ＡＩ、ＳＬＳＡＩSchool Life Support Artificial Intelligence──通称ＳＡＩにより配布される学園通貨ＧＰゲームポイント。

　担任教師による出席確認により振り込まれるそれを求め、学問に向かう姿勢を重視しないこの学校でも出席ログイン率は病欠以外ほぼ１００％となる。

「最低ランクのＦじゃ支給額も知れてるが……それでもとりあえずひと息つけるな。まず、家賃を払って……余りがこれだけだから、今日は缶詰かカップラーメンでも……！」

「もう。お兄様、そのような不ふ摂せつ生せいをされては困ると申し上げているではありませんか」

　電子生徒手帳を兼ねているスマートデバイスの家計簿アプリを熱心に操作している彼に話しかけたのは、銀色に輝く美しい髪を目元でまっすぐに揃そろえた少女だった。

「お兄様がひとこと命じてくださりさえすれば、すぐにでも可か憐れんが養って差し上げます。愛情とお金をたっぷりこめた極上のお料理を毎食お届けいたしますよ？」

「それは嬉うれしいが、兄として一か月くらい自前の収入でやりくりしてみたかったんだよ。家事を全部お前に頼ってたんじゃ、威い厳げんも何もないからな」

「お兄様のそうした禁欲的な姿勢は素敵ですけど……可憐としては、お兄様にぜひ頼って頂きたいと思います。……とてもとても、寂しいですから」

「うっ……」

　つぶらな瞳をうるませ、そっと後ろから肩に手を回してくる、実の妹──。

　砕さい城じよう可憐のぬくもりに、紅ぐ蓮れんは良心を突かれて痛みを覚えた。

「まあ、俺もそれに関しては残念ではあるんだが」

　柔やわらかな胸が固いブレザー生地ごしにふにゃりと揺れ、シャンプーがほのかに香る。

　普通の男子高校生なら、誰でも即座に堕おちるだろう極楽の中、紅蓮は渋しぶい顔をした。

「お前が隙すきあらば俺を甘やかそうとしたのがいけない。可憐の飯がうますぎて、言われるまま食っていたら……５キロ太ったんだ」

「だからって私のお世話を受けつけず、食べるものに困って激ヤセなんて。極端にも程があります！」

「ちょっとだけ我が慢まんってのが人間、一番つらいんだよ。禁煙も禁酒も、一気に断たてば案外平気らしい」

「そもそもですよ、お兄様。可憐は栄養学的にきちんと計算してお食事を提供していました。失礼ながら、体重増加の原因は、お兄様がコンビニや購買部に行くたびにご購入なさるお菓子類による間食が大きな原因だと思います。……どうするのです、そのおもちゃ」

「うっ……だが、チョコレートにこんな精巧なフィギュアがついてくるんだぞ!?　是ぜ非ひとも全部集めたい。これもささやかな日常の楽しみのひとつだろう」

「その調子で食費を削けずられていてはお体を壊しますよ、もうっ！」

　ぷんすか、と頰ほおをふくらませた可か憐れんのあごが、紅ぐ蓮れんのつむじをぐりぐりと押す。

　背後から彼女にのしかかられつつ、机の中にこっそり隠した珍動物の精巧なフィギュアを指先で弄もてあそびながら、紅蓮はしみじみと思った。

（『日常』ってやつは──ほんとに、楽しいことに満ちてるな）

　コンビニに売ってるささやかなお菓子のおまけ。

　じゃれつく妹とのくだらないやりとり。

　教室に満ちた知らない生徒達たちのざわめきに耳を澄ませるだけでも癒いやされる。

　そこには何の利害もない。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくすべてに裏と表があり、全身全霊を賭かけて誰かを騙だまし、偽いつわり、出し抜かねば死ぬような、おぞましい裏世界の法則が、ないのだ。

（危うくＳランクにされかけ、奴ど隷れい志願者に追い回された時はどうなるかと思ったが）

　順位は相変わらずＦランク、２６９７位。

　一発逆転を夢見て時折地に堕おち、学園から姿を消けす者がいるためにわずかながら順位は上がってしまったが、常に最下位をマークしたまま。

　不敗の五年──絶対勝利のチケットと称された最強の遊戯者、砕さい城じよう紅蓮が獅し子し王おう学園に転入してからおよそ一か月。

　彼は新生活にも慣れ、日々の楽しみを見つけつつあった。

「もともと、私がＳランクとして支給されているＧＰは、すべてお兄様のものです。本来ならすべて差し上げるべきなのに、どうして受け取ってくださらないのですか？」












「贅ぜい沢たくを覚えると気が緩む。うまいものを食うと生活を豊かにしたくなる。そうなると、どんどん欲しいものが増えてきりがない。──普通にやるのが、一番隙すきを作らない」

　それに。

「Ｓランクなんぞになったら、ただでさえ面倒くさい勝負事の申し込みが増えてたまらん。毎回毎回【拒否】をタップし続け、食い下がる奴を追っ払うのは面倒すぎる」

「Ａランク以下の有う象ぞう無む象ぞうなどＧＰを運んでくるミツバチも同然。お兄様の圧倒的な実力で蹴け散ちらせばよいではありませんか」

「実際に食い荒らしてるお前が言うと説得力が違うな……」

　元Ｓランク七位、時とき任とうミミを撃破する大番狂わせを演じた後、獲得した莫ばく大だいなＧＰを妹である可か憐れんに譲って身を退ひいた紅ぐ蓮れんの行動は、学内ＳＮＳに大波乱を巻き起こした。

　何らかの思惑があるのでは、と慎重な姿勢をとる者。

　妹である可憐の影に徹するつもりか、と警戒する者。

　そして──軽率にも、兄に施ほどこされてＳランクに昇のぼった奴だと可憐を侮あなどる者。

　そんな読みの足りない連中は、可憐の手によって完かん膚ぷなきまでにたたきのめされていた。

「彼らは所しよ詮せん、ＣランクからＢランク程度のミジンコですし♪」

「ミジンコ言うな。同じ学校の生徒だぞ……」

「遊戯と法則を完全に把握し、裏の裏まで想定して二流。法を超えた領域に触れて一流、そしてすべてを超越し、運命を傅かしずかせるお兄様こそが、超一流」

　ふふっ、とふっくらした唇に微笑ほほえみを浮かべてから、可憐は紅蓮の耳元にささやく。

「お兄様の領域には至れませんが、それでも二流どころに敗れる可憐ではありませんよ。いずれお兄様が昇る階段のお掃除と思い、雑魚を間引きさせて頂きます♪」

「……心底余計なお世話だ。そんな階段、絶対に昇らんぞ？」

「ふふっ♪　今やお兄様は台風の目。学園ＳＮＳの伝説です。その名を狙ねらい、虎こ視し眈たん々たんと真の強者が機を伺っている。ほら、このようなスレも立っていますよ」

　背後から密着しながら、可憐は自分のデバイスを紅蓮の眼前につきつける。

　表示された学内ＳＮＳの自由掲示板には、どうやら有名な生徒たちの顔写真が掲載され、匿名の書き込みが傾向や対策を分析しているようだったが……。

「最強の穴馬ダークホース、格上喰いジヤイアントキリング、幼女潰しバイパーマツシユ……おい、こいつら俺の写真に何書き込んでるんだ」

「学園最強スレの検証によってつけられたお兄様の異名ですね。現在この三つに絞りこまれ、有志によって広まりつつあるところです♪」

「くっ……何だ、このクッソ恥ずかしい感覚は……！　すさまじく全身が痒かゆいぞ！」

「喜んで頂けてうれしいです、お兄様！　張り切って考えた甲か斐いがありました！」

「お前が考えたのかよ!?　よせ、やめろ！　俺を羞しゆう恥ちで殺す気か!?」

「大丈夫ですよ、紅ぐ蓮れんさま。桃もも花かが考えた三番目のやつとか、バッチリお似合いです！」

「お前らの『似合う』は、母親キャラが薦すすめるＴシャツ以上に信用ならん！　……っと、桃もも貝がいじゃないか。また、突然出てきたな」

　突如会話に割り込んできた明るい声に、紅蓮はのそりと視線を向けた。

　紅蓮を覗のぞき込こむようにして、ひとりのふくよかな女子生徒がにこにこと微笑ほほえんでいる。

　棉わた飴あめのような不思議な光沢のある髪をロリポップめいたツインテールにまとめた、甘い顔立ちの少女──桃貝桃花だ。

「おはようございます、紅蓮さま、可か憐れんさま！　今朝はちょっと肌寒く、段ボールの中でお着替えするのに手間取りましたけど、桃貝桃花、今日も元気にご奉仕しますっ！」

　彼女は隷徒である。

　一般的な獅し子し王おう学園生徒としての権利を主人に売り渡し、破産しながらも辛かろうじて学籍を保っている実質的な奴ど隷れい階級。

　退学寸前のところを紅蓮に買い取られた彼女は、今現在も獅子王学園学生寮の廊下に、段ボールとダクトテープで手製の巣を作って住んでいる。

「……そろそろ部屋でも借りてやりたいところだがな。考えてみりゃ、可憐に全部渡す前に手続しておくべきだった。すまん、桃貝」

「いえいえー、住めば都ですっ。管理人さんに害虫駆く除じよ業者を呼ばれたときは大変でしたけど、無事追い返せましたしっ！　家賃がタダだと思えば天国ですから！」

　ぴょこん、と桃花が勢いよく頭を下げる。

　すると、可憐は兄の頭を抱きしめたまま、ひどく冷酷な視線を向けて。

「スズメバチより生命力が強い分タチが悪いですね……。まったく、お兄様の気まぐれにも困ったものです。いつまでも放し飼いではそろそろクレームが届きますよ？」

「そうだな。……次は材木を買ってきて小屋を建てるところからはじめよう」

「いいですねえ！　まだ隙すき間ま風が吹きこんできてけっこう寒いので、お手伝いします！」

「おう。一度やってみたかったんだ、日曜大工。次の休みの予定は決まりだな！」

　うきうきとそう宣言したあと、ふと紅蓮は桃花をじっと見つめた。

　ほぼ形だけとはいえ、隷徒の衣食住の面倒を見るのは主人である紅蓮の義務だ。

　主人の生活が厳きびしければ、当然、隷徒の生活にも影響する。

　紅蓮が可憐の援助なしで切羽詰まった暮らしをしている時、桃花はほぼ同じ暮らしをしていたはずだ。

「どうかしましたか、紅蓮さま？」

「いや……桃貝、お前ずいぶん元気だな。俺よりは多く食ってるとはいえ……」

「欲しがりません勝つまでは！　屈くつ辱じよくを果たすまで、桃花は常にアドレナリン全開なんです！」

「果たすのは雪せつ辱じよくな？　屈くつ辱じよくを果たしたら意味ないからな？」

　血色もよく、肌もツヤツヤとして元気のいい桃もも花かに、紅ぐ蓮れんはげんなりとつぶやいた。

　いくら紅蓮が自分の食費を削けずっていたとはいえ、大していいものを食べてもいないのに、有り余るほどの元気さはどうしたことか。

　この田舎娘の恐竜じみた生命力と、精神的なタフさを目の当たりにすると、紅蓮としては女の子というよりも物珍めずらしい動物として扱あつかわざるを得ない。

「と、いうわけで紅蓮さまっ！　先生がくるまでに、軽くひと勝負しましょう！」

　桃花はふんすーと鼻息荒くそう言った。

　紅蓮と桃花は一日に一度、かんたんな遊戯で勝負する約束をしている。桃花が勝てば、紅蓮は彼女に遊戯のノウハウを教え、成り上がるためのサポートをすることになるのだ。

　もっとも、紅蓮に勝てるようならば、最初から教わることなど何もないのだが。桃花はいまいちそのことに気づけていないようだった。

「ほー、珍しいな。昼じゃなくて朝に挑むか。何か勝算でもあるのか？」

「ふふふ。紅蓮さまは最近、朝ごはんを食べていません。が、桃花はしっかり食べています。その分、アドバンテージがあるはずっ」

　ふふん、と豊かな胸を張ってふんぞり返る桃花。

　それを見た可か憐れんが、しみじみとつぶやいた。

「桃花さんにも、異名をつけておきましょうか。さしずめ、風車の騎士ドン・キホーテですね」

　幼い頃絵本で読んだ、風車を怪物と勘かん違ちがいして突撃していく騎士の姿を思い出す。

　胸をそらして大威い張ばりの桃花とその姿が重なり、口元に立派なヒゲが見えた気がして、紅蓮は必死で笑いをこらえる。

「……おい、やめてやれ。似合いすぎる……」

「なんだかおしゃれな感じでバカにされた気がします。けど何かカッコいいですね？」

「世界の名作くらい読めよ、桃もも貝がい。……まあいい。で、勝負方法は？」

「これです──コイントス!!」

　そう言って桃花が差し出した右手には、小さなコインが一枚。

　グッと左手を胸元に寄せ、握りこぶしを作って勢い込む彼女に、紅蓮は言う。

「学園が貸し出してる遊戯用のコインか……。表裏は？」

「はいっ！　こっちの虫かごっぽい建物が裏、ヒゲのおじさんが表です！」

「で、そいつを投げてどっちの面が出るか当てろ、と。……ま、いいか。どれ」

　虫かごじゃない、神殿だろ……と思いつつ、紅蓮はコインを受けとり、改める。

　ギリシア様式の神殿と、誰とも判わからぬギリシャ人が彫り込まれた銀のコインは、重量やバランスを計算して設計された特注品だ。

　コイントスとは、指で弾はじいたコインを手の甲で受け止めると同時にもう片方の手で覆い隠し、表か裏かを当てる単純な遊戯。長らく賭と博ばく者に愛されてきた基本中の基本の遊戯だ。

　が、

（──コイン一枚表裏、50％の運うん否ぷ天てん賦ぷに賭かけるほど）

　今の桃もも貝がい桃もも花かは、甘くない。

　そんな確信をもって砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、ほんのわずかに『眼』を不気味に赤く輝かせる。

「……！」

　一秒に満たない刹せつ那な、気づいた者は間近でただ兄を見つめていた妹、可か憐れんのみ。

　遊びであろうと、取るに足らない弱者を相手にしていようと、それが遊戯であるならば自動的に顔を覗のぞかせる、本能に深く絡みついた最強と不敗の呪のろい。

「では、桃花が投げますね。紅蓮さま、よろしいですか!?」

「ああ。さっさと済ませてくれ。……ほら」

「わ、わわっ!?」

　ピン、と紅蓮がコインを弾はじいて返すと、桃花はキャッチしようと右手を伸ばす。

　が、間に合わない。微妙に外れた軌道を描いて飛んだコインはチャリン！　と床で弾み、

「机の隙すき間まに入っちまったな。悪い桃貝、拾ってくれ」

「う～……。わかりましたあ。机、ちょっと持ち上げますね？」

「ああ」

　両手を使い、桃花は軽々と机をわずかに持ち上げてコインを拾う。

　その間近に寄って様子を見ていた紅蓮は、さも感心したようにつぶやいた。

「相変わらず腕力は最強だな。フィジカルモンスターめ」

「うう……ほめられた気がしないです。じゃあ紅蓮さま、勝負しますよ!?」

「ああ。さっさと終わらせよう」

　そっけなく紅蓮が了承すると、桃花は緊張の面持ちで両手を合わせた。

　祈るように何度も組んだ手を振り、念をこめ……！

「むにゅっ……！　い、いっきますっ!!」

　パッと手を放し、コインを右手で握り直し、指で高らかに撥はね上げる！

　何度も練習したのだろう。クルクルと空中を回るコインを、桃花はバシリと受け止めて。

「さあ、どっち!?」

「表」

　高らかに宣言した桃花に対して、紅蓮はさらりと答えた。

「むむ。即答ですか」

「こんなくだらない遊戯、長考したところで勝敗は変わらん。いいから早く開け」

「ふ、ふふふ……」

　桃花の普段は柔にゆう和わなその目がぎらりとした光を放った。

　机に肘ひじを乗せてあくびをする余よ裕ゆう綽しやく々しやくな紅ぐ蓮れんの姿に、桃もも花かは勝利を確信したようにニッと笑う。

「残念、裏でした～っ!!　やった～!!　桃花の勝ちです!!　ついに勝ちました～!!」

「もう一度よく確認してみろ。どっちが裏でどっちが表だ？」

「負け惜しみですか？　虫かごっぽいのが裏で、ヒゲのおじさんが表……ふええっ!?」

　手の甲に載ったコインを見た桃花が驚きに声をあげた。

「あら」

　桃花の横から結果を覗のぞき込こんだ可か憐れんがフッと鼻で笑う。

「皇帝の肖像──結果は表。お兄様の勝ちですね、桃花さん？」

「そ、そんなぁ～っ!!　どうしてですかあっ!?　絶対負けるはず、なかったのにぃっ!!」

「それが原因だ、バカ貝。何度も言うが、お前に遊戯は向いてないぞ」

　のんびりと腕を組み、突っ伏すようにだらけながら、紅蓮は一瞬だけ鋭するどく目を光らせ。

「お前、コインを三枚持ってただろ？　普通のコインが一枚。そして、両面が表のコインと裏のコインを一枚ずつ。可憐、桃もも貝がいの両手を改めてみろ」

「はい、お兄様。まったく……素直が取り柄だと思っていたら、狡ずるい真ま似ねを覚えましたね。そろそろペットにも躾しつけが必要になってきたかもしれません」

「ひいっ!?　あうううう……。にゃ、にゃぜわかったんですかあっ!?」

　きつく握りしめていた両手を開かせると、汗ばんだコインが二つ、音を立てて落ちる。

「普通のコインと両裏のコイン……お兄様の仰おつしやった通りですね」

「タネ明かしは簡単だ。あらかじめポケットの中に両表と両裏、二種類のコインを重ねて忍ばせておく。もちろん、見なくてもどっちがどっちかわかるようにあらかじめ上下を記憶しておく。両手に何もないことやコインにイカサマがないことを確認させた後、右手を俺に突き出して視線誘導し、左手から注意を逸そらした隙すきにその二枚を左手に入れる」

「うぐ……」

「で、大げさにお祈りなんぞするふりをして、左手のコインを右手に移した。これでまあイカサマの下準備は終わりだな」

「うぐぐ……」

「あとは俺が選んだ方と逆の結果になるように、あらかじめ記憶していたコインの上下に基づいて、手を開ける段階で入れ替えればいい」

「はうっ!?」

　図星を突かれるたび、健康そのものといった桃花の顔色が青ざめていく。

　その哀あわれなさまを当然の如ごとく見下して、紅蓮は淡たん々たんと続ける。

「対抗策は簡単だ。お前が仕込んだコインの上下を、逆にしてやればいい」

「え。でも、コインは最初、桃花のポケットの中にあったんですよ。いつの間に……？」

「何のためにコインをわざと外して投げたと思ったんだ。お前の意識を逸そらして、近づくためだろうが」

　あくまでも、つまらなそうに。

　紅ぐ蓮れんは床に落ちたコインを拾いあげ、熟練の手品師じみた仕草で操あやつってみせる。

「ポケットの上から上下を入れ替えるなんて、そう難しいことじゃない」

「そんな……いくらなんでも、そんなの気づかないわけ……」

「指二本で、五秒。ちゃんとした手品師ならそれぐらいあればやれるだろうな」

「まあ♪　では、お兄様では？」

　いたずらっぽく可か憐れんに微笑ほほえみかけられ、紅蓮はつまらなそうに答えた。

「指一本。二秒あれば充分だ」





　＊






「うう……。こんなのズルいです、イカサマです～、インチキですっ!!」

「先に仕掛けておいてどの口で言いやがる。あのな、コイントスなんぞ練習すればバカでも狙ねらった側が出せるようになるんだ。イカサマグッズなんぞ作ってるヒマがあったら努力しろ。あと、俺の机から離れろ、鼻水がつく。ああ、こら……！」

「ふえん！　ぐすっ、ぐすっ……」

　机に突っ伏して泣きべそをかく桃もも花かを紅蓮がもてあましていると、

「桃花さんにしては頭を使った作戦ですね。それにこのイカサマコインは学校の備品ではないようです。彼女にこんな物を作れるだけの技術力があるとは思えませんが……コインは畑で採れませんし」

　汚れた机をウェットティッシュでかいがいしく拭ふきつつ、可憐が疑問を投げかける。

「……それはあるな。ついでに言えば人を雇やとって作らせる金や、持ってる奴を探して買うコネや社会性、友達もいないぞ。見た目はかわいいのにぼっちだからな、桃もも貝がい」

「ひ、ひどいですぅ……。いえ、だいたい合ってますけど……」

「ならいいだろ。ま、答えは言わなくてもわかるが。──なあ、おい？」

　瞳をうるませる桃花から視線を外し、紅蓮は椅い子すに体重をかけて背中をそらした。

　やや斜め後ろの席へと、厳きびしめの視線を向ける。

「お前のしわざだろ、楠くすの木き。妙な入れ知恵をしやがって」

「お見事ですわね、紅蓮さま。さすがこのわたくし……楠木建設令嬢にして元Ｃランク、楠木楓かえでを屈服させた方だけのことはありますわ！」

　声をかけたとたん、紅蓮は後悔した。

「……お前、今思いっきり出待ちしてたろ」

「そ、そんなことはございませんわ！」

　思いっきりキメ顔で現れといて何言ってやがる。

　金髪の少女は、バッと音高くレースつきの扇子を広げると、優雅に口元を隠しながら、ほほほ……と笑う。

　かつて転校してきたばかりの紅ぐ蓮れんに挑み、完かん膚ぷなきまでに敗れ、どん底まで堕おちながら、その紅蓮の手によって救われた彼女は、今や紅蓮の熱心な追っかけとなっている。

「お前もいい加減他の連中みたいに自由になれよ。時とき任とうの机になってたあいつなんか、どこかのサークルで姫になってたぞ。あの生命力を見習ったらどうだ」

「フッ、志の低い！　わたくしは下々の場の姫に甘んじる気はありませんわ。それよりも、高みに昇のぼる貴方あなたを間近で見届けたい……それこそがわたくしの望みですわ！」

「あー、そうかい……。ったく、面倒な」

　はあ、と癖のある前髪をいじりながらため息をつく紅蓮を、じとっと可か憐れんが睨にらむ。

「お兄様が甘やかすからいけません。インランモモイロガイだけでも生態系を乱すというのに、あのキンイロホルスタインは明らかに侵略性外来種です」

「まあ、小遣いをやったのは失敗だったかもしれんな。……まさかＦランクに復帰した後も、延々と俺につきまとってくるとは思わなかった」

　以前の戦いのあと、失脚したＳランク７位、時任ミミの資産はすべて紅蓮が手にし、すぐに妹である可か憐れんへ譲渡した。その時、かなりの数にのぼる隷徒が解雇され、本来ならばそのまま退学となるところだったのだ。












　事実、何人かはその道を選び、獅し子し王おう学園を去っている。

　が、したたかな者は学園に残り、再三の懇こん願がんにもかかわらず隷徒を受け入れない紅ぐ蓮れんではなく、他の者を主人として生き残りを図った。

「あの時頂いた１００ＧＰのおかげで、わたくしはＦランクに復帰できました」

　最後まで紅蓮のもとに残り──

　そして、最も早く一般生徒に復帰したのがこの楠くすの木き楓かえでである。

「敗れ、落ちぶれたわたくしをカモとし、肉体を目当てに勝負を挑んでくる有う象ぞう無む象ぞうども。彼らをたたきのめし、ＧＰを稼ぐなどたやすいこと。感謝していますわ、紅蓮さま」

「それなら桃もも貝がいに知恵をつけて喧けん嘩か売るのをやめろ。そのままなら一秒で勝てるところを、今日は二倍疲れるはめになった。面倒でしかたないだろうが」

「お許しくださいませ。わたくしの策がどこまで通用するのか──それを確かめたい気持ちは、とても抑えられませんわ」

「あの１００ＧＰは虫よけのためにくれてやったんだよ。なんで隷徒を脱出してからも、俺につきまとうんだ」

「つれないことを仰おつしやらないでくださいまし。ランクこそＦに上がりましたが、心は常に、貴方あなたの隷徒ですもの！　プロフィールもご覧あそばせ」

「『砕さい城じよう紅蓮さまの隷徒ですわ！』……ってアホか！　お前の勝手な性癖のせいで俺まで変な目で見られるだろうが！」

　得意げに胸をそらした自称隷徒こと楠木楓に、紅蓮は激しくツッコミを入れて。

　しかしふと、楽しげな笑みをもらす。

「バカな連中だ。まったく」

　Ｆランク、２６９７位──砕城紅蓮。

「このような低俗なメスの一匹や二匹、ご命令くだされば可憐がすぐに駆く除じよしますよ？」

　Ｓランク、７位──砕城可憐。

「う～……。桃もも花か、くじけませぇん……！　がしん、しょ～たんっ!!」

　圏外。論外。隷徒──桃貝桃花。

「……いつの日か必ず、貴方に並び立ってみせますわ。紅蓮さま」

　Ｆランク、２６２０位──楠木楓。




　四者が揃そろった１年７組の教室に波乱が訪れたのは、その直後だった。





　＊






「敗北は、喜びだ」




　スマートデバイスに映し出された男は、獅し子しの如ごとく咆ほえた。

　どこでもない場所──獅し子し王おう学園が誇ほこる最先端のＶＲ、ＡＲ技術を以もつて構築された仮想現実空間は、もはやその精度において、ほぼ現実と変わらない。

　緑の草原を暴風が吹きぬけ、白亜の城じよう塞さいの尖せん塔とうに君くん臨りんする男の髪をぶわりとたなびかせ、凄すさまじく傲ごう慢まんで、凄まじく血に飢うえた獣の如き迫力を寸分違わず再現していた。

　獅子王学園生徒会長。絶対強者。Ｓランク首席第１位──白しろ王おう子じ透とう夜や。

　いかなる者の挑戦もねじ伏せる絶対的な強さにより挑戦者を失い、公式の場から姿を消けして久しい彼が、城塞の頂点に制服姿のまま立ち、無限に広がる草原を睥へい睨げいしている光景は、まるで流は行やりのファンタジー映画の一幕のようだ。

「嘆くべきは敗北に非あらず。最大の敵は諦てい観かんであり、停滞であり、怠たい慢まんだ。叶かなわぬと知りながら、血と臓ぞう物もつにまみれても立ち向かう勝利への執しゆう念ねんこそが、次代の獅子を産む」

　透夜の指が虚空を貫つらぬく。

　その指は画面の向こう側にいる数百、数千の有う象ぞう無む象ぞうへと向けられていた。

「怠慢なる豚どもよ、獅子となれ！　勇ゆう敢かんにして貪どん欲よくなる獅子よ、豚を喰くらえ！　それこそが我が獅子王学園における唯一無二の法である！」

　一いつ喝かつ。

　獅子は気高く吼ほえ猛たけり、熟練の指揮者の如く壇だん上じようで両手を広げた。

「さて。──生徒会役員、時とき任とうミミの無様な敗戦は諸君の記憶に新しいだろう。が、俺はそれを喜びと考える。円卓に紛れ込んだ豚が排はい除じよされ、新たな獅子が生まれようとしているのだ。これを僥ぎよう倖こうと呼ばずしてなんと呼ぶ？」

　鬼神の如き荒々しい笑みに、カメラの視点が大きく寄る。

「故に、獅子王学園生徒会、会長──白王子透夜の名において宣言する」

　殺気と愉ゆ悦えつの混じり合った鋭するどい目を見開き、獅子の帝王は高らかに咆ほう哮こうした。




「──生徒会選せん賭きよの、開幕を！」




　その瞬間、仮想空間を演出するシステムが反応する。

　白亜の城塞が燃え上がり、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。

　どこからともなく現れた兵士たちが血みどろの争いを繰り広げ、空が焼け、無数の煙がたなびく中、透夜は満足げに笑って。

「この補欠選挙の参加資格は全生徒にある。ランク、隷徒、そんなものはどうでもいい。強者たれ、敵を喰くらえ、強くあらんとする者は前に出よ。強き者は堂々と、賢き者は狡こう猾かつに、己が力のすべてを尽くして、我が生徒会の席を求めよ！」

　大地が燃える。世界が燃える。

　白亜の城じよう塞さいはもはや陥おち、黒い煤すすと鮮血と炎ほのおにまみれた透とう夜やの君くん臨りんする尖せん塔とうもまた、音を立てて崩れはじめていた。その崩落の最中にあり、奇跡の如ごとく立ち続けた彼を──

　──支え続けるは、黄金の玉座。

　生徒会の紋章が刻きざまれたそれに立ち、狂える生徒会長は傲ごう慢まんに笑う。




「楽しませろよ？　──豚ども」





　＊






「……これが生徒会選挙の告知でいいのか、この学校……？」

　突如教室で鳴り始めたスマートデバイス。

　電子生徒手帳の着信に驚き、教室の生徒全員が確認した画面で強制的に再生された謎なぞの動画に、紅ぐ蓮れんは心からそう言った。

　普通、生徒会選挙の告知と言えばでかい模造紙にチープな感じの手書きで文字を書き、美術部員か漫画研究会あたりに書かせた微妙な絵をつけて掲示板に張り出すとかだろう。

　それが、この学園では生徒会長主演の三分動画だ。

　ハリウッド並みの映像技術が使われているだけに迫力は凄すごいが、技術の無駄遣いという気がしないでもない。

「学園が誇ほこる最新設備の中でも、最も優れたクオリアシステム分枝──本来なら大企業間の利害調整や国家間の遊戯にすら使われるＶＲシステムですから。映画並みのクオリティが簡単に作れますし、ある意味有効活用ではないでしょうか」

「あんな派手な演出はいらんだろ……」

「まあ、細かいことはよいではありませんか。それよりも、お兄様。空席となった生徒会役員の補欠選挙──面白くなってきました。ね♪」

　ウキウキと目を輝かせる可か憐れんを見下ろし、紅蓮はげんなりと顔を歪ゆがめた。

「お前、またいらんこと考えてないだろうな」

「さあどうでしょう？　ただ、強ければランクなど関係ないというこのルール……まるでお兄様を指名しているかのようでしたね♪」

「ふざけんな。もしそうだったら公こう私し混こん同どうもいいところだ」

「そうですわね。ですが、強いからこそ許される。それがここ……獅し子し王おう学園ですわ」

　バッ、と音を立てて扇子を開き、楓かえでが口を挟んだ。

「これは、まさにわたくしが復権する好機!!　これから学園は怒ど涛とうの蹴落とし合いに揺れ、大混乱となるでしょう。最後に笑うのは、このわたくしですわ！」

「混乱……ですか？　えーっと、わかりました。何かすごいことは伝わりました！」

「この子は明らかにわかっていませんわね」

　桃もも花かの適当な受け答えに、楓かえでは毒どく牙がを抜かれたような顔になる。

　楓、桃花、そして可か憐れんがそれぞれの表情を浮かべる中、紅ぐ蓮れんは。

「まあ、適当にやりたい奴は頑張れ」

　まったく興味がなさそうに肩をすくめ、あくびをもらした。

「俺は桃もも貝がいの小屋でも造ってるよ」

「日曜大工などしている場合ではありませんよ、お兄様！　学園の豚どもに実力を見せ、お兄様に対する評価を正当なものに改めましょう！」

「いらん、迷惑だ。ようやく学内ＳＮＳの炎上も収まってきたばっかりだってのに、何が悲しくて弱小部活を潰つぶしたり、持ち物検査を率先してやる組織の雑用なんぞに──」

「獅し子し王おう学園生徒会は文字通り、学園の支配者ですお兄様。そんな、いつもご覧のアニメのようなのほほんとした業務はおそらく存在しませんよ？」

「ますます興味が失うせた。会長をメガネでお下げの優等生美少女に変えてから出直してくれ」

「もうっ。お兄様の素敵なところをもっともっと見たいという可憐のわがまま……聞いてくださらないのですか？」

　ふにょん、と柔やわらかな胸で紅蓮の肘ひじを挟みつつ見上げてくる可憐に、

「その手に乗るか。いっそのことお前がなれよ、Ｓランク７位なら大本命だろ？」

「私が……ですか？」

「ああ。何度も言うが、俺にその気はない。だが、可憐がなると言うんなら……正直やめとけとは思うが、邪魔する気はないな。好きにしろ。だが、俺は降り──」

「──るのは、無理だと思うよ？」

　その時、横から刺すように割り込んできた声の主に、紅蓮は片方の眉まゆを上げた。

「いたのか、朝あさ人と。お前の兄貴の恥ずかしい映像、もう少し何とかしろよ」

「僕が言って聞くような人じゃないよ、兄さんは。で、ね」

　感情の読めない穏やかな笑顔で笑いながら、生徒会長白しろ王おう子じ透とう夜やの弟にして、紅蓮の真後ろの席に座る少年──白王子朝人は、スマートデバイスをタップする。

「今、学園ＳＮＳで生徒会選せん賭きよの告知が出たよ。全校生徒が強制参加、棄権する権利はなし、文字通りのサドンデス。脱だつ落らく者はペナルティでＧＰを失い、その額は脱落者が増える毎に吊つり上あがっていく。序盤に敗退しかねない弱者からは必要以上に搾さく取しゆしないあたりは、生徒会主催の遊戯のわりに良心的かな？　まあいずれにせよ、リスクを負って上を目指すか、安い税金を払って卑屈な豚に甘んじるかを問われる──生き残りゲームだね」

　雪のように白く、金属のように滑なめらかな銀の髪。あたかも冬の精霊のようにさえ見える整った顔立ち。

　静と動、針と剃刀かみそり。タイプは違えど、兄の面おも影かげを宿す美び貌ぼうに好奇心を浮かべ、子どものように純粋な声音で、朝あさ人とは表示された告知画面を楽しそうに読み上げていった。




「選せん賭きよの遊戯は──『ディストピアゲーム』」




　それは複雑な遊戯ではない。むしろ、極めてシンプルなものだ。

　毎日スマートデバイスに表示される『禁則事項』を守り、いつもと同じ学園生活を営む。

　ただし、期限は二週間。

　二週間以内に全校生徒から十人にまで絞れなければ。

「すべての生徒からＧＰを徴収。その上で再選賭だってさ。徴収額はランクに応じて上下するみたいだけど、具体的な額は記述されてないね」

「それのどこが選挙だ!?」

　民主主義のかけらもないルールに、心底呆あきれて紅ぐ蓮れんは叫ぶ。

「ＧＰ没収のルールは危機感を煽あおり、淘とう汰たを加速させるためのものでしょう」

　ルールを確認していた可か憐れんが言うと、紅蓮は苦々しげに答えた。

「貧しい民のことなんざかけらも考えてねえな。実社会だったら暴動が起きるぞ」

「ハハ。飢うえて暴動を起こせば警備システムに捕らえられて退学、文字通りの豚箱行き。おまけにこの学園の上位の選良に手を出したとなれば、人生にさよならバイバイじゃないかなぁ」

「飢えさせておいて暴れたら法的に抹まつ殺さつか。好きな手管じゃねーな」

「あはっ、でも、いいねえ。楽しい日常が過ごせそうだよ。当面、ネット上から現実まで。学園は情報戦の舞台になりそうだ」

　誘うような視線を向ける朝人の笑顔を、紅蓮は面倒くさそうに受け止めて。

「いい迷惑だ。こんなもんに強制参加させやがって」

「任意にしたら間違いなく君は参加しないだろうからね。兄さんも意地が悪いな、よほどキミのことを気に入ったみたいだ。もはやラブレターだよ、これは」

「気色悪い」

「まったくです。お兄様に色目を使わないでください、変態が感う染つります!!」

　可憐は、朝人の視線から紅蓮を隠そうとするかのように割り込んだ。

　紅蓮はそんなふたりから視線を外すと、のそりとあたりを見回した。

　早くも教室の生徒たちは疑ぎ心しん暗あん鬼きのこもった目でお互いをマークし、探り探りの会話といびつで気まずい沈黙を漂わせている。

（……学内ＳＮＳはもっとストレートだな）

　自分のデバイスで確認すると、タイムラインは選せん賭きよの話題で埋め尽くされていた。

『来るとは思ってたが、想定以上に早かったな……。本命は砕さい城じよう妹か？』

『はぁ？　ヘタレ兄貴の腰巾ぎん着ちやくだろ、あんなん。こないだ【潰つぶす会】結成されてたし』

『普通に役職なしのＳランクかＡランクが昇格じゃね。──もう選賭トトカルチョサイトオープンしてたぞ。ＵＲＬはコチラ！　→ＣＬＩＣＫ!!』

『ま、お前ら凡人は黙って見てろってこった。見てろ、生徒会の椅い子すは俺が頂くぜ！』

（──どいつも、こいつも）

　世間話にヨタ話、アクセス稼ぎに便乗イベント。

　獅し子しの檻おりに平気で突っ込もうとする、馬鹿ばかりで。

「ま、せいぜい勝手にやってくれ」

　そうつぶやくと、紅ぐ蓮れんは机に突っ伏して目を閉じ。

　授業が始まるまでの間、すやすやと眠りについた──。





　＊






　──放課後。

「よし。今日の授業、なかなかおもしろかったな。学生の本分はやっぱ勉強だわ」

　夕暮れの光が差し込む教室で、紅蓮は疲れをほぐすように大きく伸びをして言った。

　生徒会選賭の告知がなされたあとの反応は顕けん著ちよだった。

　すぐに現れた担任教師によって、月初のＧＰ配布が完了すると、ほぼすべての生徒が少しでも選賭の情報をつかもうと動きはじめ、ある者は授業ガン無視でデバイスを操作し、ある者は即座に教室を飛び出していった。

　いつにも増して誰も聞いていない授業中、教育に燃える担任教師の怒声がひびく中で、紅蓮だけはノートに手書きできちんと板書をとり、勉強を楽しんでいたのだ。

「可か憐れん、そろそろ帰るぞ。幸いＧＰも入ったことだし、今日は何かうまいものを──」

「申し訳ありません、お兄様。実はこれから、別件が入っておりまして」

　作ってくれ、と言いかけた時、すまなそうな返事を聞いて、紅蓮は耳を疑うたがった。

　これまでの学園生活で、この妹が兄の頼みを断ったことなど一度もない。まさか。

「別件？　まさか……アレか、可憐!?　お前にも、とうとう春が……青春学園ラブコメ的なイベントがついに発生したってことか？　いいなあ……!!」

「違いますよ、お兄様。生徒会室に呼び出されているんです」

「生徒会室に？」

「Ｓランクに昇格したものの、生徒会に挨あい拶さつをしに行っていないからでしょうか。今日は絶対に来るようにと、厳げん命めいされているんです」

「選せん賭きよが告知されたばかりのこのタイミングで、か？」

　妹のラブコメ妄想に一瞬上がりかけたテンションを極限まで引き戻し、冷静に思考する。

　ただの呼び出しならこれまでに何度でも機会があったはずだ。

　単なる挨あい拶さつではなく、恐らく何らかの思惑があっての呼び出し──秘密会談、と考えるべきだろう。

「時とき任とうを潰つぶしたから恨みを買ったのかもしれないな。可か憐れん、気をつけろよ」

「お任せください♪　私の髪の毛一本、血の一滴まですべてはお兄様のものなのですから。もし大それた欲望を抱いているようでしたら、思い知らせてさしあげます♪」

「ああ、うん……わかった。が、遊戯ゲームを吹っかけられても断ってくればいいからな。無理にあいつらと遊ぶことはない、とっとと済ませて帰ってこい」

　きゃっ♪　とかわいらしく身をくねらせる妹にそう告げると。

「……お気をつけなさい、可憐さん。生徒会は、危険ですわよ？」

「そうですよ、可憐さま。ついこの間まで隷徒にされて裸で学校を歩き回っていた楓かえでさんが言うんですから、ほんとに気をつけたほうが……って、いひゃい!?」

「余計なことを言わないでもらえるかしら、桃もも花かさん!?　わたくしが言いたいのはそんなことではなく、あの異能力者──時任ミミですら、生徒会の中では下位だと言うこと」

　本気の畏おそれをにじませて、楓は己が肩を抱いて震えていた。

　思いっきりつねられて赤くなった頰ほおをもちもちと撫なでつつ、桃花はそんな楓に言う。

「でも、ぶっちゃけ楓さんより可憐さまのほうが全然強いので心配いらないのでは……」

「……そうかもしれません。が、油断大敵という言葉もございますわ。紅ぐ蓮れんさまも同行なさってはいかがでしょうか？　もちろん、わたくしもご一緒に！」

「お前は俺の手の内を見たいだけだろうが。桃もも貝がいへの入れ知恵といい、貪どん欲よくなのはいいが、あんまり過ぎると怒るぞ。それに、可憐なら大丈夫だ。──だろ？」

　信頼をにじませる流し目に、にっこりと花開くような笑顔で可憐は答えた。

「もちろんです、お兄様。ご心配なく、夕食には帰りますから」

「ああ。──ひさびさの手料理、期待してるぞ」

「ふふっ。でも、こうして心配して頂けるのは嬉うれしいものですね。もしかして、生徒会室でピンチになれば、お兄様の本気がまた見られるのでしょうか。それなら……」

「……楠くすの木きみたいなこと言ってないで、さっさと行ってこい」

「はい♪」

　一礼すると、可憐はそのまま教室を出て行った。

　金庫室めいた堅けん固ごな扉が閉まるのを見届けると、紅蓮は軽く頭を搔かく。

「……ん。さて、帰るとするか。スーパーに寄って、適当な食材を買うぞ。桃貝」

「はぁい、紅ぐ蓮れんさま。荷物持ちなら任せてください！」

　ごっはんー、ごっはんー♪　としっぽをふる犬のような桃もも花かを連れ、紅蓮もまた鞄かばんを手に帰り支度をはじめると、それまで状況を静観していた楓かえでがぽつりとつぶやいた。

「……本当に、よろしいんですの？」

「よろしいも何も、俺が関わる問題じゃない」

「わたくしの時も、そうでしたわ。生徒会を甘く見て、のこのこと格付け審査会に出向き、徹底的に食い散らかされた。──この純潔以外の誇ほこり、すべてを踏みにじられたのです」

　元生徒会会計、時とき任とうミミの傷跡は楠くすの木き楓にいまだ深々と刻きざまれたまま、癒いえていない。

　紅蓮は楓の苦く衷ちゆうを知っていた。

　いや、知らない者はこの学園にはいないかもしれない。

　学内ＳＮＳを少しでも覗のぞけば、未いまだに開示されたままの彼女の個人情報すべてと、何もかもさらけ出した写真がいくらでもある。

　最大の苦境を脱してはいる。だが、楓はいまだに、欲望の渦のただ中にいるのだ。

（もし、可か憐れんがそうなったら）

　──俺は、俺でいられる自信がない。

　今のように日常を謳おう歌かするような心の余裕は、根こそぎ奪われて。

　すべてをたたき潰つぶし、打ち砕き、あの告知の映像の如ごとく、この学園すべてを焼き払っても止まるまい。愚おろかな代償行為、八つ当たりに過ぎぬとしても、絶対に自分はやる。

　それを、わかっているからこそ。




「高校生にもなって、妹の用事に兄同伴とか過保護にも程があるだろ」




『日常』の『正論』に紅蓮はすがる──。

　遊戯者としての、怪物としてのルールに従わない。

　それが、闇から光の場に足を踏み出した砕さい城じよう紅蓮の選択……なのだが。

「可憐の心配なんかしていない。あいつには危険を避ける知恵は充分にあるし、たとえ相手が生徒会でもうまく立ち回るさ。ド変態の時任はもういないわけだし──」

「まあ。ご存ぞん知じありませんの？」

　パラリ、とトレードマークの扇子を広げて口元を隠しつつ、楓は言った。

「時任さんが隷徒を束ねる立場にあったのは事実ですが、他の方々も似たり寄ったり──と、言いますか、生徒会全体から見れば常識人の枠に入ると噂うわさされていますわよ？」

「ちょっと待て。美少女美少年リアル奴ど隷れいハーレム成り上がり主人公ロリが常識人か!?」

「実際に確かめたわけではありませんので詳細は不明ですが、学内ＳＮＳなどの噂を総合するとそのような感じですわね。心配なら、ご自身で確かめられてはいかがかしら」

「くっ……。帰るぞ、桃もも貝がい！　心配させようったって、その手に乗るか！」

　ネチネチと不安を煽あおってくる楓かえでを振り切るように、紅ぐ蓮れんは小走りに歩き出す。

「えっと、紅蓮さま。デバイス、机にお忘れですよ？　それだと教室のドアが開き──」

「おごっ!?」

　開くと思っていたドアにしたたかに頭をぶつけて、かなり派手な音がした。

　しばし、冷たい扉に額ひたいをつけたまま紅蓮はその場に固まって。

「──想像なさいませ。可か憐れんさんが裸に剝むかれ、首輪につながれるありさまを！」

「ぐ、ぐ、ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ…………!!」

　ぎりっ、と力強く奥歯を嚙かみしめる。

　だめだ、その手に乗るものか。不安に乗じた揺さぶりなど慣れ切っている。

　一度心のスイッチを入れさえすれば、たとえ世界が滅びようと紅蓮は指先ひとつ震えることなく、たとえ拷問されようと平然と遊戯の場にいられるだろう。

　だが、そうでない今、誘導された妄想は、豊かな想像力と、かつて見た楠くすの木き楓の痴態という絶好の素材をもとに勝手に構築されていき、紅蓮の脳内に鮮やかな像を結んだ。




『申し訳ありません、お兄様……可憐は、この方の隷徒になってしまいましたぁ♪』




　うぎゃあああああああああああああああああ!!




　辛かろうじて表情を変えぬまま、だらだらと脂汗をかき、青ざめる。

　いや、まさか、可憐にかぎってありえない。

　だが、ああ、もしそうなったらどうするか。

　とりあえず学園を滅ぼすのは確定としても精神的外傷に耐えきれる自信がない。死ねる。

「これは、かなり効いていますわね……さあ、桃もも花かさん、最後のひと押しを！」

「うーん……そんなにお悩みなら、可憐さまの帰りを待てばいいような気がします。たしかに、可憐さま抜きで買い物に行っても、何を買えばいいのか悩みますよね。夕飯の献立も聞いてませんし」

「……あなたに少しでも期待したわたくしがバカでしたわ」

「な、なんでですかー!?」

「空気が読めないにも程がありますわよ！　状況把握能力というものがありませんの!?」

「やかましいっ!!」

　じゃれ合うふたりに、紅蓮はキッと向き直った。

　若干涙目、扉に激突したおでこに真っ赤な跡をつけながら。

「俺は、お前らにいくら煽あおられようと……絶対に様子を見に行ったりしないからな!!」






●宝石鑑定ゲーム






「……結局、来ちまった……」

　数十分後、紅ぐ蓮れんは生徒会室の前に立っていた。

　夕飯の買い物は桃もも花かと楓かえでに任せた。

　あれだけ心配してないと断言した手前、気まずいには気まずいのだが。

「それはそれとして、家族だ。……放ほうっておけるわけないだろ、まったく」

　我ながら甘くなったものだ、と思うが。

　可か憐れんは唯一心を許せる家族なのだ。冷静ではいられない。

（一緒に過ごしたのなんて、ほんの一時のことだったのにな）

　だが、その記憶こそが『裏のゲーム』の修羅場で、紅蓮を救ってくれた宝石で。

　可憐と再会して、その想おもいは同じだと思ったからこそ──。

「シスコンと言いたくば言わせてやる……！　くそ、生徒会の連中、この中で可憐に何か妙なことをしてるんじゃないだろうな。放課後の生徒会室とか、いかがわしい！」

　紅蓮は透視せんばかりの勢いで生徒会室の扉を睨にらみつけ、入念に隙すき間まを探し、ついには耳まであてて中の様子を窺うかがった。

「まあ、聞こえるわけないか……っ、と!?」

　ドアが突然開き、体重を預けていた紅蓮が大きく体勢を崩すと。

「わ、悪い。わざとじゃないっ!!」

　制服をまとった胸に触れるギリギリで踏みとどまり、紅蓮は逆に尻しり餅もちをついた。

　廊下に座り込んだローアングルで見上げた相手と、はっきりと目が合う。

「あ……」

　花のような唇がわずかにほころび、かすかな声を届けてきた。

　滑なめらかなロングヘアの隙間から、うっすらと覗のぞく透明感のある瞳、整った美び貌ぼう。

　虚うつろな表情には驚きの色さえなく、不思議な目で紅蓮を見下ろす、その首に。

　きらりと、獅し子し王おう学園の校章が刻印された首輪が、きらめいていた。

（……隷徒、だと？　どうして生徒会に。時とき任とうの隷徒は、全部解放したはずだが）

　疑問が浮かび、紅蓮はしゃがみこんだまま彼女を冷徹に観察する。

　すらりと伸びた長い脚、短めのスカート。

　少なくとも以前の楓のような虐待はされていないのだろう、肌は白いものの健康そうな体つきだ。胸も腰も豊かで女らしく、ひょっとすると可憐や楓、桃花にも匹敵するか、あるいは超えているかもしれない。

　極端なアングルのせいだろう。ミニスカートの際からほんのわずかに明るい色が覗いた気がして、

「……変態さん？」

「っ!!　待て、誤解だ。そんな気はない!!」

　ローアングラーの疑惑をかけられそうになった紅ぐ蓮れんが声を上げると。

「何の騒ぎだ！」

　生徒会室の中から別の女子生徒が駆け寄ってきた。彼女は、紅蓮に目を留めて。

「──ん？　おい、そこのお前！　一般生徒が生徒会室に何の用だ？」

「あー……」

　見つかったか。まあ、これだけ騒いでいれば当然だ。

　逃げるわけにもいかず、素直にお縄につこうと立ち上がった紅蓮は、不思議なものを見た気がして。

「あれ？　あんた──」

　瞬まばたきしながら、後から声をかけてきた女子生徒の顔を見つめた。ぼうっと突っ立っている隷徒の少女の顔をもう一度見返して。

（似てる。雰囲気は全然違うが。顔立ち──素の骨格が、似てるんだな）

　紅蓮の鍛え抜かれた観察眼がそれを見破る。

　女子生徒は、ポニーテールを高らかに結い上げ、ややきつめの鋭するどい視線を紅蓮に向けている。












　背丈は隣の隷徒より高いが、全体的に体つきはほっそりとしていた。

「このお声は……お兄様!?　もしかして、可か憐れんを迎えに来てくださったのですか!?」

　聞き慣れた声に安あん堵どして、紅ぐ蓮れんは生徒会室のドアから中を窺うかがう。

　二人の女子生徒を越えた向こうには、壁一面がガラス張りになった解放感あふれる一室。

　床には生徒会の印が刻きざまれた絨じゆう毯たん、窓を背にした正面には巨大な円卓。その最奥部にはあの選せん賭きよ告知で姿を現した獅し子しの王、生徒会長──白しろ王おう子じ透とう夜やが鎮ちん座ざしている。

　そして、円卓にずらりと座ざしているのは、恐らくは生徒会役員であろう者たち。

　そこからわずかに離れた室内に、可憐の姿があった。

　ちょうど入り口に立つ二人組、可憐、そして円卓を挟んで白王子透夜。その目が一瞬、紅蓮のほうをちらりと見たかと思うと、端正な唇がニヤリと雄々しく笑みを刻む。

（……まずいな）

　危険信号を感じ、紅蓮は平静を装って声をあげた。

「……見つかっちまったか。可憐。帰るぞ」

「呼び捨て……お兄様……そうか、お前が砕さい城じよう紅蓮か。時とき任とうを倒したという」

　ハキハキとした言葉遣いで、ポニーテールの女子が扉に手をかけた。

「今は砕城可憐に大事な話をしているところだ。家族とはいえ遠慮してもらおう。では」

「まあ、待て。妹を案じる兄の気持ち──尊とうといものだ。そうは思わんか、静しず火か？」

「ッ……！　会長、お戯れを」

　一瞬だけ顔を強こわ張ばらせて、静火と呼ばれた少女が振り返る。

　すると、長い髪を後ろに立つメイドにブラッシングさせながら優雅に座っていた透夜は、愉快げに紅蓮を手招いた。

「入室を許す。貴様にも関係のある話だ。来るがいい、砕城紅蓮よ」

　さすがに名指しで招かれては無視もできない。

　す、とまったく同じタイミングで左右に避よけ、一礼したふたりの女子の間を抜けて、靴が沈み込むほど豪ごう奢しやな絨毯を踏み、紅蓮は可憐の隣まで足を進めた。

「さて、ついでだ。転校生に、我が生徒会の面々を紹介しよう。──やれ」

　愉快げに命じる帝王に、誰も異論は許されない。




「──生徒会副会長、Ｓランク２位、フラヴィア・デル・テスタ。よしなに」




　口火を切ったのは、修道服によく似た衣装を着た大人っぽい娘だ。

　年長者らしい物腰から、三年生だろう。

　一見したところ貞てい淑しゆくな神の使徒に見えるが、スカートには深いスリットが入っており、タイツに包まれた見事な脚線美がどうしようもない色香を醸かもしていた。




「佐さ賀か臣とみ仁じん。生徒会書記、Ｓランク５位。──よろしく」




　次に声をあげたのは、フレームの尖とがった眼鏡をかけた瘦やせぎすの男だ。

　入念に櫛くしを入れ、ツーブロックにきっちりと整えた髪。

　その規律を示すかのようにピンと背筋を伸ばし、冷徹な目で紅ぐ蓮れんを観察している。




「由ゆ留る木ぎ由ゆ良らだおー☆　ちょり～すっ、ヨロシクぅ♪　あ、Ｓランク６位。第二書記！」




　いかにも軽い雰囲気の女子高生が、円卓に素足を乗せていた。

　ギリギリまで切り詰めた超ミニスカートに濃い化粧。いかにも遊び人の風情だが、その奔放な仕草と美び貌ぼうには、ネコ科の動物めいた強きよう靭じんさと美しさが漂っていた。




「大おお星ほし大たい成せいだ。時とき任とうっちをツブしてくれた恨み、忘れてねェから。──覚えとけよ？」




　生徒会庶務と書かれたプレートが置かれた席に座る男は、Ｓランク８位。

　学生というより街金の取り立てが似合いそうな強こわ面もてで、派手な金色に髪を染めている。

　黄金のアクセサリーで十本の指と胸元を飾り、シャツをはだけて筋肉を誇こ示じする姿は、露骨に周囲を威圧し、金と暴力で君くん臨りんする筋すじ者ものの風情である。




「──。聖せい上じよう院いん、姫ひめ狐こ──」




　機械音声じみた不思議な声がし、一瞬生徒会室が静まり返る。

　生徒会監査、Ｓランク３位。個性溢あふれる他の面々と比べて異様なほど普通な制服姿だが、目元を黒い布で完全に覆っている。

　あたかも忍者、あるいはＣＧで造形された無機質な人形のようだった。




「これに、そこにいるＳランク序列４位、生徒会会計──御み嶽たけ原ばら静しず火かと」




　長身のポニーテールの女子が一礼し、

　隣にひっそりと立つ少女が隷徒の首輪を示すようにくっと首をもたげる。




「その隷徒、御み嶽たけ原ばら水みず葉はを加えた面々が、我が円卓。獅し子し王おう学園生徒会、執行部だ」




　ククッ、と嘲あざ笑わらうように白しろ王おう子じ透とう夜やは言い、

「以前まではもうひとり、小さいのがいたのだが──貴様が潰つぶしたからな。あの小型犬は小うるさかったが仕事はできた。おかげで雑務が滞とどこおって迷惑至極といったところだ」

「…………!!」

「震えるな、家具。俺の髪ひとすじすら傷つけたなら、学籍は消えると知れ？」

　シャッ、シャッ、と櫛くしが滞りなく長髪を梳すく音を聞きながら、紅ぐ蓮れんは口を開いた。

「悪趣味な学園は、トップの趣味も最悪だな」

　機械のように丁寧に主の髪を梳くメイド姿の娘。

　口を銀のマスクで覆われ、決して口が開けぬように固定された少女──時とき任とうミミは、隷属の首輪をはめられたまま、怒りと屈くつ辱じよくに煮えたぎる目で、じっと透夜を見つめている。

「この家具か？　傷物だが、捨てるには惜しくてな。まだ多少は楽しみが残っている」

「あんたも、それにそっちの姉妹もそうだが。生徒会では、身内を隷徒にするのが流は行やってるのか？　だとしたら、教育に悪い。可か憐れんは引き取らせてもらう」

「お兄様、そんなに私のことが心配だったんですね？　……ふふ、嬉うれしいですっ♪」

　空気を読まずにニコニコと微笑ほほえみ、腕にしがみついてくる妹に。

「当然だろ。馬鹿」

「ふふふっ♪　お照れになっているのですね、お兄様。はぁ、なんてお可愛かわいい……！」

「イチャつくのは後にしろ。会長の御前だぞ！」

　後方から一いつ喝かつ。

　ポニーテールを高く結い上げた侍さむらいガール、御み嶽たけ原ばら静しず火かが苛いら々いらと床を小刻きざみに踏んで。

「こちらから呼び出す手間が省けた、砕さい城じよう紅蓮。何、硬くなるな。ちょっとした余興だ」

「トランプ手品でもやってみせろってか？」

「児じ戯ぎとしてそう外れてはいないな。俺は強者の香りを嗅かぐのが好きだ。貴様ら兄妹きようだいから香る、背筋を震わせるような芳ほう香こうに、たまらなくそそられる……！」

　故に。

「──これは、味見だ。砕城可憐」

　そう言い切る白王子透夜に、可憐は微笑みで応じた。

「買いかぶって頂いて恐縮ですが、お兄様に比べれば私などまだまだですよ？」

「獅し子しと獅子の仔こを比べて仔を侮あなどるような愚者などいるのか？　貴様と貴様の兄へ向ける期待は別物だ」

「そうですか。お兄様への正当な評価、さすがの慧けい眼がんといったところでしょうか」

「もちろん、貴様もこの余興に付き合うと言うのであれば、歓迎するぞ。砕城紅蓮」

「誰がやるか。可憐も断っていいぞ」

「いえ──。せっかくなので、試させて頂きます。私の『今』を」

「おい、可か憐れん」

　紅ぐ蓮れんの制止も聞かず、可憐は前に出る。

　透とう夜やがフッと笑んだ。

「客観的なデータ……ＳＡＩのログを閲えつ覧らんしただけでは味わいきれぬ、遊戯者の生の闘気。是ぜ非ひとも味わいたい。開戦前の前菜としてな」

　パシッ!!

　音高く指を鳴らして、学園の覇は者しやたる白しろ王おう子じ透夜が命じる。

「──始めろ！」

　いつのまにか姿を消けしていたふたりの隷徒──時とき任とうミミと、御み嶽たけ原ばら水みず葉はが大きなラックを押して、棺かん桶おけのように大きな宝箱を運んでくる。

　まるでゲームの地下迷宮で発見されるような重厚な宝箱。煌きらびやかな装飾に彩られたその宝箱の、仰々しい南なん京きん錠じようが外されると、中には磨き上げられた無数の宝石が、無雑作に放ほうり込まれていた。

「会長、これは……!?　私は、聞いていませんが」

「今、やると決めた。それとも静しず火か、貴様は俺の楽しみに異を唱えるつもりか？」

「い、いえ……。ただ、会長ほどのお方が、あのような新参者相手に遊ばれるなど……」

「貴様ら生徒会役員の無能と怠たい慢まんこそが問題だ。相応の実力がありながら俺に挑みもせず、ただ椅い子すを温めているばかり、実に退屈極まる。だからこそ」

　そう、だからこそ。

「──期待しているぞ、砕さい城じよう可憐。お前の遊戯者としての資質、示してみろ」

「……くっ」

　嫉しつ妬とを滲にじませ、悔しげに唇を嚙かむ静火は、生徒会役員の中で最も明らかな反応を示していた。

　ある者は無言。ある者は忙しく指で卓をたたき、ある者はただ苛か烈れつな視線を向ける。

　その行きつく先は、整えられた遊戯の場──。

　常人ならば、まずその輝きに目が潰つぶれるだろう。

　親指の爪つめより大きな蒼あおいダイヤ、女王の血を固めたかのような美しいルビー、王朝の宝物庫に迷い込んだかの錯覚を起こすほどの莫ばく大だいな財宝を示して、透夜は命じる。




「『そこから最も価値ある品を選べ』。──シンプルな『遊び』だろう？」




　そう命じる透夜に、可憐はふむ、とあごに手をかけて言った。

「シンプルなのはいいですが……これは遊戯というより、宝石鑑定士の仕事では？」

「単純な知識量、真しん贋がんの目利き、状況の判断、いずれも強者に欠かせぬ資質だ。普通の遊戯における成績などは、データを見ればわかる。俺が見たいのは貴様という遊戯者の本質──もっとも旨うまく、そそられる部位をさらけだせ」

「なるほど。事前の準備も許されない中で、無理難題を押しつけられる。そんな無む茶ちや苦く茶ちやな状況を突破できてこそ真の遊戯者、と」

「フ……」

　ひとことの否定も口にせずに笑う獅し子し王おう学園の絶対王者を前に。

　可か憐れんはしとやかに微笑ほほえむと、丁重に礼を捧ささげて。

「承うけたまわりました。砕さい城じよう可憐、お兄様の名代としてこの試験──」

　奇術師の如ごとき手並みで純白の手袋を取り出し。

　キュッ、と唇で端を嚙かみ、しなやかな手にピッタリと嵌はめながら続けた。

「完かん璧ぺきに、終わらせてみせましょう」

　熱く、冷たく、そして鋭するどく。

　傲ごう慢まんに言い放った瞬間、生徒会メンバーの空気が変わった。

　ある者は怒りに目を剝むき、ある者は冷静にその言葉を聞き流し、ある者は鼻で嗤わらう中。

　紅ぐ蓮れんだけは、妹の放つ気配の変化に気づいていた。それは自分と同じ──いや、まだだ。まだこちら側ではない。しかし──

　異能の片へん鱗りん、覚かく醒せいの萌ほう芽が。

　砕城可憐のまとう雰囲気が異質な『何か』に変化した。




「イミ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、ジェニ、ジェニ、イミ、イミ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、イミ、ジェニ、ジェニ、ジェニ、イミ、ジェニ、イミ、ジェニ、ジェニ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、イミ、イミ、イミ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、ジェニ、イミ、ジェニ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、ジェニ、ジェニ、イミ、ジェニ、イミ、イミ、ジェニ、イミ、イミ、イミイミイミジェニイミイミジェニイミイミイミイミイミ──」




　ぞわり、と。見えざる冷たい手が紅蓮の背筋を撫なでた。

　生徒会役員も含め、この場にいる全員が可憐の美しい作業に目を奪われていた。まるで一流のピアニストの演奏が如く、寸分の迷いもない様子で可憐の指先が無数の宝石を分けていく。

　おそらく、イミとはイミテーションの略。宝石ではない、偽物の石を選別したとき。

　ジェニとはジェニュインの略。正真正銘、本物の宝石を選別したとき。

　真しん贋がんの選別は、ほんの一いち瞥べつ。ただそれだけで行われていた。

　やがてすべての選別を終えると可憐は、今度はジェニュインと断じた山の中から、ひとつずつ宝石をつまみ取っていき、

「観察検索確定サーチ・ヒツト・チエツクパライバ・トルマリン裸石ルース２・２７ctカラツト研磨後推定価格６００万円──失格」

　カチッ。

「観察検索確定ピンクダイヤ裸石０・５ct研磨後推定価格３００万円──失格」

　カチッ。

「観察検索確定ブルーダイヤ指輪５・８ctラウンドブリリアント推定価格約９億円──保留」

　カチッ。

　それはまるで、精密機械。

　巨大工場に詰め込まれた機械が一糸乱れぬ動作で数秒間に数千数万の製品を作るが如ごとく、手袋を嵌はめた可か憐れんの指が極小の宝石をつまみあげた瞬間、超高速でその瞳が揺れる。

　１カラット、０・０００２キログラム──手袋越しにその重量を正確に算出、記憶している最新の宝石相場、鑑定価格を検索。それを石ごとの個体差により数値に判定してゆく。

　それは、言葉にするならそれだけの話だ。

　本来その道の専門家がさまざまな科学技術を用い、専門知識を振り絞って定めるそれを、砕さい城じよう可憐という異才はほぼ瞬時にやってのけ、手にした石を脇にのける。

　そのたびにカチッ、カチッと音がする。












　時計の針が時を刻きざむように、正確に15秒周期で鑑定された宝石をケースに収めていく音だけが、沈黙に満ちた生徒会室に響いていく。

「…………」

　咳せき払ばらいひとつ漏もれない、息詰まる緊張の中。

　小山のごとき財宝が価格ごとに分類され、ランク付けされ、順次更新され伸びてゆく。

　その凄すさまじい光景に、生徒会役員たちすら言葉を失っていた。

「フローレンス、Ｄカラーダイヤモンド１４８・２ctカラツトランキング１位更新──確定」

　そして、張りつめた緊張の糸をピンと弾はじくかのように。

　可か憐れんは顔を上げ、ふふ、と唇に笑みを刻んだ。




「推定価格35億円です」




　ざわり、と生徒会室の空気がそよぐ。

　こぶりな鶏卵ほどもある巨大なダイヤモンドを顔の横に掲げ、うっすらと輝いて見える瞳と共に並べながら、砕さい城じよう可憐はガラス玉でも扱あつかうように平然と、かつ繊細に観察した。

「管理が雑ですね。研磨し直さなければならない品が多々あります。石を裸のまま箱におさめるなど、芸術に対する冒ぼう瀆とくですよ？」

「何、歴代の生徒会役員が遊戯で勝ち取った玩具おもちやだ。卒業記念の品でしかない」

　ぱち、ぱち、ぱち……。

　平然と、そしてどこか気の抜けた拍手を白しろ王おう子じ透とう夜やが贈り、傍らの静しず火かが顔をしかめる。

「……生徒会所有リストと、一致しています。正解と言ってよろしいかと」

　すると、透夜は喉のどを鳴らすように嗤わらいながら。

「だろうな。だが──」

「──90点、ってところか」

「!?」

　生徒会長、この場を支配する帝王の言葉を引き継いだ人物に、すべての視線が集まる。

　紅ぐ蓮れんとしては思わず漏れた独り言でしかなかったのだが、静寂の中では思いの外、声が響いてしまった。

「貴様は気づいたか。さすがだな、砕城紅蓮」

「……口が滑ったな」

　待っていたとばかりのうれしげな透夜の声に、紅蓮は顔をしかめる。

　しかし一度口から出た言葉は引っ込めることなどできない。

　紅蓮は観念して可憐へと説明する。

「お前の目利きはほぼ正しいぞ、可憐。が、『そこから最も価値ある品を選べ』という問いの意味をもう一度考えてみろ」

　兄に水を向けられて思考を巡らせた可か憐れんは、正解にたどりついたのか眉まゆをひそめた。

「……そういうことですか。『そこ』と『品』の定義が曖あい昧まいでした、お兄様」

「ああ。普通は『宝箱の中』から一番高価な『宝石』を選ぶもんだと判断するだろうけどな。正解は、コレだ」

　可憐の横をすり抜けた紅ぐ蓮れんは、大きな宝箱そのものを指さした。

「そのダイヤモンドは90点の回答──１００点の答えは、宝石が収められた、この宝箱だ。金具に施ほどこされた装飾に埋め込まれた大小の宝石、その総体すべてをひと品と考れば──」

　ほんのわずかに、うっすらと赤い『眼』を輝かせて。

「オークションの動向や宝石相場の変動でも若干ブレるだろうが──およそ一億、二億程度の差でその宝箱が最高値をつけるだろう。可憐のランキング３位、４位程度の宝石が、まとめて５つは埋め込まれてる。防犯意識のかけらもない代物……馬鹿な一品だ」

「……ククク。ハハハハハハハハハハハハハ!!」

　紅蓮の容よう赦しやない言葉に、これまでにない上機嫌な表情で透とう夜やは笑った。

「まあいい。１００点とはいえないが──充分、おもしろい芸だったぞ、砕さい城じよう妹。なかなかに刺激的な『味見』だった。ウチの静しず火か程度ならば、倒せるやもしれんな？」

「会長……!?」

　引き合いに出され、御み嶽たけ原ばら静火が色めき立つ。

　隷徒として傍そばに控える姉は無表情なままだが、その目は一点を捉とらえて離さなかった。

　生徒会室に集う役員たち、その全員が──たったひとり、砕城紅蓮を見つめている。

　そんな中、透夜は楽しげに言った。

「やはり貴様はおもしろいな──砕城紅蓮。有う象ぞう無む象ぞうどもと遊ぶより、貴様という存在は、退屈極まりない俺の『日常』を、美しく彩ってくれそうだ」

「勝手に言ってろ、俺は降りる。どれだけ口説かれても遊戯はしない」

「どうかな？　貴様の本能は欲している。そうだろう」

「あんたらみたいな奴らとは顔も合わせずに生きていきたかったんだ。遊戯に背を向け、逃げ続ける──ただの臆おく病びよう者だよ、俺は」

　自じ嘲ちようと共に紅蓮は、熱い視線を注ぐ生徒会長に背を向けた。

「悪いが、帰らせてもらう。行くぞ、可憐。この遊戯バカどもに関わるな」

「はい、お兄様♪　可憐はどこまでもお供いたします！」

　たちまち駆け寄り、腕にしがみついてくる妹を連れて部屋を出ようとする紅蓮へ──

「焦ることはない」

　ククク、と重厚な円卓に肘ひじをつき、重ねた指をあごに当てながら。

「貴様はいずれ、必ず俺のところへ来る。──楽しみにしているぞ？」

「うるせえ。待ちぼうけて餓え死ね」

　素っ気なく言いながら、紅ぐ蓮れんは平然とした足取りで生徒会室を後にする。

　学園統括ＡＩに支配された扉が閉まり、空間が隔てられた瞬間、傍らの可か憐れんが声をあげた。

「素敵でした、お兄様……♪　可憐は、可憐は、もう……お兄様の真の実力、その片へん鱗りんを間近に見られただけで、身も心も胸もカラダのすべてが満たされてしまいます♪」

「無駄にエロい言い回しはよせ。……ったく、あのロクデナシどもがまともに勝負なんぞするはずないだろうが。可憐、よく勉強してるみたいだが、肝心の詰めが甘すぎる」

　と、いうよりは。

「──わざとか？　俺をあの場に引きずり出すために、用意された誤答フエイクに乗った」

「いいえ、お兄様。お兄様を偽いつわるようなこと、可憐は決していたしません♪」

「……どうだか、まったく」

　愛想のいい子猫のようにじゃれついてくる可憐を胸元で抱き留めながら、紅蓮は癖っ毛をワシワシと自分でかき乱し、天に向かってぼやいていた。





　＊






「ああ……さっきのお兄様……素敵でした……♪」

「そうか。桃もも貝がい、しょうゆとってくれ」

「はぁい。あの、可憐さま、いいんですか？　さっきからすごい、何と言うか……」

「何と申しますか、性的な意味で神っているようにしか見えませんわね……」

「やかましいわ、お前ら!!」

　食卓に漂う微妙な空気を搔かき消けそうとするかのように、紅蓮はテーブルをたたく。

　卓上には帰宅と同時に可憐が調理した食事が四人分並んでいた。

　献立は紅蓮のリクエストもあって、さほど奇をてらったものではない。

　大きめのコロッケに生野菜サラダ、ごはんとみそ汁。コロッケにつけるのはしょうゆ、ソースと両方用意され、紅蓮はひとつをしょうゆ、ひとつをソースで食べていた。

「だいたいお前ら、何で毎回毎回食事時に押しかけてくるんだ図ずう々ずうしい。常識的に考えて飯時の訪問は控えるものだ、ってネットで見たぞ？」

「ちゃんと手土産は持ってきていますもの、礼儀にはそう反していませんわ。そもそも、わたくしたちを撒まいて妹に奔はしる貴方あなたが悪いのではなくて？」

「そうですよ、紅蓮さま。可憐さまが一番なのはもういいですけど、桃もも花かたちもキチンと、かまっていただけないと困りますー！　さみしいと辛つらいじゃないですか！」

「ふふっ♪　お兄様の寵ちよう愛あいから漏もれた負け犬の遠とお吠ぼえが心地よいですね、ふふふふっ♪」

「……本当に、放課後の生徒会室で実の妹相手に何をしてきましたの？」

「してない。何もしてない。俺は無実だ!!」

「そうです！　お兄様は私を絶頂へと導いてくださっただけですよ？」

「ぜっ……」

「だああああああああああ!!」

　ピントのずれた可か憐れんの弁護に、部屋着に着替えた紅ぐ蓮れんはがりがりと髪を乱して叫んだ。

「何度も言うが、桃もも貝がい、楠くすの木き、さっさと帰れ！　だいたい何の用で来てるんだよ!!」

「もちろん、明日の作戦会議に決まってるじゃないですか、紅蓮さま！」

「ですわ！」

　そう言うと、なぜか息ピッタリで桃もも花かと楓かえではハイタッチした。

「お前ら、ガチで社会的に殺し合った間柄のくせに何でそんなに仲良くなってんだよ」

「昨日の敵は今日の友、と申しますわ。二人とも一度は地の底に堕おちた身、似たようなものです」

「そうですよー。桃花としては昔の恨みはちゃんと覚えてますけど、それはそれで」

「……いつか致命的なところで破は綻たんしそうだな、お前らの友情」

　うんざりとそうつぶやきつつ、紅蓮は楓が手土産に持参したケーキを眺めた。

　雑誌のランキングで一位になった超有名な菓子店だけあって、見るからに女子受けしそうなファンシーなケーキが揃そろっているが、中には大きなイチゴのショートケーキもあって。

「……まあ、いかにもケーキらしいケーキに免じて許してやるか。可憐、お茶を頼む」

「はい、お兄様。それにしても、作戦会議ですか」

　ふむ、と可憐はふくよかな唇に指を当てて、わずかに考えるそぶりを見せた。

「明日から生徒会選せん賭きよの公式遊戯──『ディストピアゲーム』。これはなかなか、全校を巻き込んだ大きな流れが起こりそうですね、お兄様」

「正直、正気を疑うたがうけどな。何考えてんだ、生徒会の連中」

　桃花と楓に見せられた電子生徒手帳の表記を思い出し、紅蓮は苦い顔をした。

　──『ディストピアゲーム』。

　管理会社デイストピアを縛るもの、それは絶対のルール。

　ランク不問。隷徒すら参加させられる、獅し子し王おう学園全校統一遊戯。

　選賭期間は二週間。その間、毎朝七時に学園統括ＡＩ──ＳＡＩから生徒の各デバイスへ各人個別の『禁則事項』が伝達され、生徒はそれを決して犯してはならない。

　もしルールを破って『禁則事項』に触れた場合、即失格となる。

　これだけなら極めてシンプルな、平和的とさえいえる遊戯だ。生徒が争う余地もなく、レクリエーションのように選賭が進む可能性さえあるだろう。

　──最後に挿入された、とある一文さえ存在しなければ。

「『二週間の選せん賭きよ期間内に、全校生徒から決勝に進める十人を選別できなければ、全校生徒のＧＰを徴収し、選賭期間を二週間延長する──』つまり、こいつは」

「クリアできない限り延々と続く、ということですわね。剝はく奪だつされるＧＰの額は明示されていません、そこがいやらしいところですわ」

　持参した箸はしでコロッケ定食をぱくつきながら、楓かえではひとりうなずいた。

「既に学内ＳＮＳでは、ランクＦをはじめとする底辺層が『選賭妨害クラスタ』を結成し、十人の選別を妨害する方向に動いていますわ。もともと底辺である彼らは、全校生徒からＧＰがすべて剝奪され、同列のゼロになることを期待しているようです」

「……いくら生徒会の連中が極端でも、さすがにそこまではやらんだろ」

「それでも、やりかねないって思ってるんですよね、みんな。桃もも花かとしては隷徒も参加が可能で、生徒会役員になれれば一発逆転！　ってところでやる気マックスです！」

　むん、とお茶ちや碗わんを持ったまま力こぶをつくり意気込みを示す桃花に、紅ぐ蓮れんは告げた。

「言っちゃ悪いが、お前はたぶん早々に脱だつ落らくする方だと思うぞ」

「な、な、なぜですか～!!　ひどいこと言わないでくださいよ、紅蓮さまっ！」

「だってお前、禁則事項だろうが何だろうが飯を食ったらさっぱり忘れそうだしな……。リセット狙ねらいの連中もそうだが、生徒会入りを狙う連中もいるんだろ？」

「そちらの方は数え切れませんわね。あえて詳細を明示しないことで、本来ゲームに無関心な底辺層も巻き込み、当然成り上がりを狙う上位層も燃え上がる」

　ぞっとするように、楠くすの木き楓は自らの肩を抱きながら言った。

「──まさに、学園は疑ぎ心しん暗あん鬼きの巷ちまた。奪い合い、騙だまし合い、お互いの禁則事項を探って、ひとりでも多くの他人を失格させようと企たくらむはず……チャンスですわ、桃花さん！」

「はいっ!!　まさにチャンスですよ、これは!!　桃花はやります、見ててください！」

「はあ……」

　意気込むふたりに対して、紅蓮はため息をついた。

「勝手にやってろ、俺はさっさと失格してのんびりするさ」

　可か憐れんが用意したお茶とケーキをぱくつきはじめた紅蓮へと、楓と桃花は露骨にひそひそと話しはじめた。

「あんなこと言って、しれっと絶対生き残るタイプですわよ。騙されてはいけませんわ」

「ありえますね……もう戦いは始まっている感じ、さすがです、紅蓮さまっ！」

「勝手に言ってろ、まったく……」

　明日からの選賭──嫌な予感がする。

　脳裏によぎったそれを忘れようとするように、紅ぐ蓮れんはとっておいたケーキのイチゴを頰ほお張ばった。






●ディストピアゲーム






　翌日──。

　学生寮から獅し子し王おう学園へ向かう並木道。

　快晴の空の下、桃もも貝がい桃もも花か、楠くすの木き楓かえで、砕さい城じよう可か憐れん、そして。

「くっそ、やられた……!!　姑こ息そくな手を使いやがって、あの若白髪……！」

　ひどく不機嫌に最後尾を歩く砕城紅ぐ蓮れんの剣けん幕まくに、桃花と楓は首をかしげていた。

「あの……紅蓮さま、何かあったんですか？」

「聞くな。説明したくない」

「聞くなと言われましても気になりますわよ。……可憐さん、どういうことですの？」

「今朝、禁則事項が発表されました。その内容に、お兄様は心を痛めているのです」

　深く案ずる表情で可憐は手を合わせ、祈るようなしぐさをしながら。

「おいたわしい、お兄様……。可憐の身体からだでよければいつでも自由に、使っていただいてかまわないというのに、生徒会はなぜ私達たちの逢おう瀬せを阻むのでしょうか！」

「お前の怒りポイントも間違ってるぞ可憐!!　くっつくんじゃないっ!!　だーっ!!」

　怒りと確信をこめ、無意識に周囲に身内以外の誰もいないのを把握しつつ。

「これ、絶対狙ねらってるよな!?　ピンポイントで俺が嫌がる禁則事項を考えやがって！」

　今朝、枕まくらもとに放ほうりだしたデバイスの振動でたたき起こされた紅蓮が見たもの。

　既読をつけないかぎり停止しない学園統括ＡＩの強制通知に記された禁則事項──




『──女子のおっぱいを揉もむ。（三秒経過で抵触と判断する）』




「１００％悪意だろう、これ!?　わざわざ時間まで指定しやがって、あいつら!!」

「……確かに、否定できませんわね。紅蓮さまを敗退させたくない意図がある、その考えが透けて見えるようですわ。わたくし達の禁則事項とは内容が違いすぎますもの」

　紅蓮のデバイスに表示された禁則事項を確認し、楓がうなずく。

　すると傍そばに控えていた可憐は、大おお袈げ裟さに祈りを捧ささげたまま天に嘆いた。

「お兄様、私のおっぱいでよければ、いつでも……お揉みになります？」

「揉まん。いくら失格したくても妹の……む、胸なんぞ、わざと触ってたまるか！」

「お兄様でしたら、おっぱいなどいつでも、いくらでも……ああ、いえ、それではお兄様史上初の敗因が、私のおっぱいになってしまいます。どうしたら……!?」

「どうもせんでいい!!　おっぱいおっぱい連呼するんじゃない、はしたないだろ!?」




　つい小一時間ほど前、朝の食卓で開示された──

　と、いうよりは勝手に発表された各自の禁則事項。




　桃もも貝がい桃もも花か──『手を洗う』

　楠くすの木き　楓かえで──『他者に髪を触られる』

　砕さい城じよう可か憐れん──『握手する』




　どれもごくあたりまえの、日常生活でうっかり発生しそうなシチュエーションばかりだ。

　それを避けようと思えば不自然な行動や動作が必要となる。

　虎こ視し眈たん々たんと失脚を狙ねらう獅し子し王おう学園の生徒たちが、その予兆を読み取り禁則を推理、破らせる方向にアクションを起こしてくるのは間違いないだろう。

（だが、俺のだけ明らかに空気が違う）

　平凡な日常において、女子のおっぱいを揉もむなどありえるだろうか？

　常識的に考えてありえない、紅ぐ蓮れんが時折視聴しているラブコメアニメの主人公でもない限り、ラッキースケベ的なうっかり事故などまずこの世界では起こらないのだ。

（やっぱり、生徒会の仕込みだな。無理やりにでも、俺を上位十人に残すつもりか）

　生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やのただならぬ視線と、居並ぶ生徒会役員の敵意──。

　あれを考慮すれば、この選せん賭きよそのものが自分を公の場に引きずり出す布石とさえ思える。

「学内ＳＮＳのタイムライン、すごい流れですわね。一瞬で未読が１０００件も」

「自分の禁則事項を破らないよう、かつ他者の禁則事項を探る。単純に考えればこの遊戯を勝ち残る、最もシンプルな定石がそれですから。無理もないでしょう」

　楓の驚きに、可憐が冷静に補足をくわえた。

「先ほど確認してみましたが、学内ＳＮＳ内の裏サイト──主に裏情報をＧＰで売買する、オークション系のサイトではすでにランキング上位者の禁則事項情報が高値で出品されています。恐らくほぼすべて偽物の詐さ欺ぎ情報でしょうが、引っかかる人もいるでしょうね」

「あ、紅蓮さまや可憐さまの情報も売られてますね。……はっ!?　な、何ですかこれ!?　どんどん値が釣り上がってますよー!?　ひ、ひえええ……お金、お金がーっ!?」

　白熱するＳＮＳ、詐欺オークションサイト。

　見ればちらほらと姿を見せ始めた学園生徒たちの表情も硬く、仲間とおぼしき相手からも距離を置いて、まるで上司に接するサラリーマンのようなありさまだ。

　学園が、生徒会が、そして生徒自身が燃料となって燃える──《祭り》。

　普段はネットという箱の中に閉じ込められている悪意が、現実に溢あふれ出だしているように、紅蓮には思えてしかたがなかった。





　＊






『１年７組、序列圏外、桃もも貝がい桃もも花か。──入室エントリー』

「おっはようございまーすっ!!」

　デバイスが入室をアナウンス。

　真っ先に扉をくぐった桃花が大声で挨あい拶さつしたとたん、ざわりと教室が揺らいだ。

「……チッ！」

「空気、読めよな。バカ貝……！」

　教室にたむろしていた生徒たちが舌打ちし、桃花を冷たく睨にらむ。

「へ？　……な、何ですかあ？　何かものすごく睨まれてますーっ!?」

　楓かえでが、深くため息をつく。

「桃花さん、あなたという人は……本当に、本当に、アレですわねぇ……」

「あ、アレって何ですかーっ!?　桃花はただ、朝のご挨拶をですね。桃花ちゃんは元気でいいねって、小学校の頃から先生にほめられていたんですよ？」

「その小学校レベルの成功体験がまだ抜けていないあたりが最悪なのですわ！　……どう考えても、挨拶なんて禁則事項に設定されがちな事項のトップではありませんか！」

　涙目の桃花と突っ込む楓。

　もはや日常と化しつつある定番のパターンを眺め、紅ぐ蓮れんは着席した。

「見たところ、ほとんどが生徒会入りを狙ねらっている感じですね。お兄様？」

「だな。普段ろくに教室に来ないような顔までいるが」

「普段の出欠は評価に影響しませんが、選せん賭きよ期間中は出席しないとペナルティが課せられるようです」

「当然だな。ひきこもってるだけで勝てるようなシステムじゃ遊戯として成立しない」

　と、紅蓮が可か憐れんに送られたＵＲＬから選賭規則を確認していると──

「ぶっちゃけ、生徒会なんて入りたくないよね？」

「うん、ちょっとね……成り上がりたい気持ちはあるけどさ、実際無理でしょ？」

「何かの間違いで残っちゃったりしたら……リスクでかすぎ。あたし、ＧＰ余裕ないし」

　近くの席にたむろしていた女生徒グループの会話が漏もれ聞こえてくる。

「んじゃあさ、いちいち面倒なことするのも嫌だし。まとめて脱だつ落らくしちゃわない？」

「そうだね。無駄な敵を意識するのも疲れるもんね──ねえ、みんなもどう？　クラスの中だけでもさ、やる気がない人は降りるの。フォールドは立派な選択のひとつだよ」

「そうそう！　証拠に、あたし降りるからさ。……えいっ！」

　言うと、三人組のひとりが自分のブラウスのタイを外してひらひらと揺らした。

　教室のカメラが画像を認識、学内統括ＡＩがそれを確認した瞬間──




『１年７組、序列２５４１位、中なか畑はた和かず子こ。禁則事項を確認。脱だつ落らく』




　無機質な機械音声と共に、その女子のデバイスが沈黙した。

　生徒会選せん賭きよ仕様の特殊ロゴや背景が表示されていた待機画面が通常モードに戻り、それを目にした気弱そうな生徒たち、特にＤからＦランクの数人がそれに続く。

　複数の機械音声アナウンスが重なり合い、ひとりひとりの脱落者の名前は聞こえなかった。

「悔しいけど、しかたないよね」

「また頑張ろ、次こそ絶対勝てるよ！」

　お互いに励まし合う、それは女子たちの美しい『日常』で──




（──ヘドが出そうな、偽物だ）




　噓うその臭においがぷんぷんする。

　彼女たちの友情劇にあてられて自ら脱落していった生徒たちは、気づいていないのだろうか？

　脱落すると言った三人組で、本当に脱落したのは一人だけ。

　それも『仲良しグループ』の中で最も順位が低いＦランクの生徒。

　他の二人はそれらしきデバイスの操作こそしたものの、脱落はしていなかった。

　おそらくこれはあの三人が仕掛けた「罠わな」である。

　最も勝利から遠い実力の低い仲間が身を切ることで、道連れに複数の生徒を失格させたのだろう。残りの二人は戦い続け、生徒会役員になった暁あかつきにＦランクの中畑を特別に引き立てる──そんな契約が交わされてるはずだ。

「当然、気づいていますわね、紅ぐ蓮れんさま？」

　楓かえでが紅蓮へと流し目を向ける。

　紅蓮は呆あきれたように肩をすくめた。

「あたりまえだ。なんだあの臭い芝居は。あれに騙だまされる奴も騙される奴だな」

　隣にすっと歩み出てきた可か憐れんも、紅蓮に続けて言う。

「赤信号、みんなで渡れば……ということですね。主体性のない輩やからには効果的です」

「そんな根性しかないなら最初からこんな学園に入るなよ。勝負しなきゃ生きていけない、そんな暮らしをしなきゃいけない理由なんかどこにあるって言うんだ？」

「でも、そうしないと、いろいろ何かが変わっちゃうことも、ありますから」

　再開発にかけられた実家の農園を救うため、獅し子し王おう学園に入った桃もも貝がい桃もも花かのように。

　そして野望を抱きながらたたき潰つぶされ、汚名を雪すすがずにいられない楠くすの木き楓のように。

「そのままであれば食い潰つぶされる。強者の餌えさにされ続け、搾さく取しゆされるなど──この楠くすの木き楓かえでの誇ほこりが許しませんわ。たとえ泥にまみれ、地の底に堕おちようとも、必ずや！」

「這はい上あがってみせましょう、楓さん！　めざせ、生徒会役員です!!」

「当然ですわ桃もも花かさん。あなたは何も考えず、わたくしの手て駒ごまとなりなさい!!」

「はいっ！　……あれ？」

　何かおかしいことに気づきかけたのか、こてんと首をかしげる桃花だった。

「べつにやりたいなら止めはしない。お前らの自由だ。が、勝ちたいんなら、しばらくは大人しくしてる方がいいぞ」

「いわゆる、『見ケン』に回れ──と言うことですか？　お兄様」

　古い賭と博ばく用語を持ち出してきた可か憐れんに、紅ぐ蓮れんはうなずいた。

「さっきの連中みたいに、落ちる奴は勝手にふるい落とされる。どの教室でも同じような手合いがゾロゾロいるから、次々に加速するだろうな。一部の落とされた奴はまだ残ってる奴を妬ねたみ、足を引っ張る奴らに合流するだろう。目立っても何もいいことはない。──ここがディストピアだって言うなら、反乱分子は息を潜ひそめてなきゃならんのさ」

　多くの生徒はこの遊戯の本質を見誤っている。

　これは特定の個人の心理を読み切り、陥おとしいれることが最適解とされる遊戯ではない。

　読むべきは──集団心理。ミクロではなく、マクロの心理。

　序盤、中盤、終盤で参加者たちがどのような動きを見せるのか。それを読み切れた者は生き残り、勘かん違ちがいした者は死ぬ。

「さすが紅蓮、冷静だね。普通は、タイムリミットを設定されたら焦るのに。強者ゆえの余裕、かな？」

「……お前はホント、神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな」

　突然の背後からの声に、紅蓮は呆あきれたように言った。

　振り返ると、そこには──胡う散さん臭くさい笑顔で朝あさ人とが立っていた。

「なっ……いつの間に、お兄様の背後に!?」

「白しろ王おう子じ朝人……何の用ですの？」

「えっ？　えっ？」

　気配もなく影法師のように立っていた朝人に驚き、可憐と楓が警戒の表情を浮かべる。

　桃花だけは相変わらずというべきか、何がなんだかわからないという様子だ。

「ねえ、紅蓮。君さ──」

　困惑する女子勢を完全に無視して、朝人は、紅蓮の肩に腕を回すと、耳元に顔を近づけささやくように訊たずねた。

「──視みえてるよね？　この遊戯の展開。序盤、中盤、終盤……全部」

「どうだかな」

「あはっ。さすがにもう一般人のフリは無理だよぉ。時とき任とう先輩を弄もてあそんだ動画、何万回再生されてると思ってるの？」

「動画投稿者のアカウント名に７７７の数字が入っていたのは、あえて突っ込まないでおいてやるよ」

「突っ込んでくれてもいいのに。あの動画の取り下げを賭かけて遊戯……とかね♪」

「しねえよ。ゾロ目野郎」

　紅ぐ蓮れんは不機嫌に吐き捨て、朝あさ人との腕を振り払う。

「つれないなぁ。僕はただ、君と『答え合わせ』がしたかっただけなのに」

「そんな大層なモンが必要か？　ちょっと頭が回れば展開なんざ誰でも予想できる」

「かもね。このディストピアゲーム、最初の五日でふるい落としが完了ってところかな。ゾンビ映画にたとえるなら、ショッピングモールに立てこもるまでの逃走劇。そのあと、生存者が地盤を固めてから第二幕が始まる」

「ほら見ろ。お前にだって、誰にだって、簡単に想像がつく展開だ。序盤は何もしなくても、勝手に人は減っていく」

　紅蓮はそこまで言ってからふと思案顔になり、首を横に振った。

「いや……五日も必要ないな。この学園なら、三日だ」

「おや、残念。予想がずれちゃったね」












「朝あさ人と。お前の見積もりには『有能な働き者』が含まれていないぞ」

「え？　……ああ、なるほど」

　紅ぐ蓮れんの指摘に一瞬だけ不思議そうな顔をした朝人だが、すぐに納得したようにうなずく。

「腐ってもここは遊戯至上主義の学園だからな。序盤から積極的に虐殺を押し進めながら、自分だけは生き残る──そんな奴もいるだろうよ。Ａランクあたりにはな」

「すごいね。僕よりも学園にいた時間は短いのに、僕よりずっとここに詳しいみたいだ」

「……他人の侮あなどり方がわからないだけだよ」

　朝人はおそらく、自分以外の全員をどこか馬鹿にして、見下した上で計算している。

　だが裏世界で毎日鎬しのぎを削けずってきた紅蓮は、他人を侮らない。

　過大評価も過小評価もしない。

　常に冷静な第三者の視点から実力を評価し、計算に織り込む。

　と、そこまで言ったところで紅蓮は、目の前の朝人がにやーっと笑みを浮かべているのに気づいた。

「ホントにいいなあ、紅蓮は。よし決めた。僕は紅蓮の言う通りにするよ。役員の椅い子すには興味ないけど、君のアドバイスに従うだけでどこまでいけるのか、自分の身で確かめてみるのも楽しそうだ」

「……お兄様。この追尾型男色ストーカーを葬り去る許可を頂けますか？」

　朝人の紅蓮への絡みつくような視線を遮さえぎるように、可か憐れんが間に割って入った。その手には、遊戯用（多分）のセミオート拳けん銃じゆうが。

「許可したいところだが、俺の日常にバトル要素はいらん。勝手にさせとけ」

　はあ、と教室の机に突っ伏して頭を抱え、紅蓮がそう言ったとき。

「ならば、わたくしたちも独自に勝手に動きますわ。桃もも花かさん、よろしくて？」

「はいっ!!　一発逆転、何としてでも上に行きます。がんばりますーっ!!」

　楓かえでと桃花が意気込んだ。

　紅蓮はそれを見み咎とがめて──

「人の話を聞いてなかったのか？　序盤は下へ手たに動くよりも──」

　──と、ふたたび忠告しようとしたが、楓が扇子を開く音でそれを遮った。

「大丈夫ですわ。さっき紅蓮さまも仰おつしやったでしょう？　有能な働き者もいる……と」

「言ったが、それはべつに」

「それこそがこのわたくし、楠くすの木き楓ですわ！　三日と言わずすぐにでも大半の生徒を脱だつ落らくさせ、死体の山を築き上げてご覧にいれましょう！」

　それはべつに、お前のことじゃないんだが──そんな紅蓮の台詞せりふを最後まで聞かず、楓は、おーほほほと高笑いした。

「桃花たちなら余裕ですよ！　おーっほっほっほ！」

　桃もも花かも楓かえでの声真ま似ねをしながら盛り上がっている。

　……うん。コイツら馬鹿だ。

「私は当然、お兄様のお傍そばに。──変わらずにお仕えいたします♪」

「いらん、と言いたいところだが……まあ、いいか」

　性格の悪い自称友人男子と、人の話を聞かない馬鹿二人との絡みに疲れたせいか。

　不覚にも、懐なついてくる妹のしぐさに癒いやされてしまう紅ぐ蓮れんだった。





　＊






　翌朝、獅し子し王おう学園１年７組の教室で、二人の死体が発見された。




「……いえ、お兄様。残念ながら生きているようです」

「一応残念とか言ってやるなよ。……やっぱり負けたのか、桃もも貝がい。楠くすの木きまで」

　呆あきれ顔がおで見下ろす紅蓮に、微妙に薄汚れた雰囲気の漂う桃花と楓は、机に燃え尽きたように倒れながら答えた。

「うううううう……。甘く見ておりましたわ、敵にするとめんどくさく、味方につければ足を引っ張る、桃花さんというキャラクターを……」

「がんばったんですう……桃花、がんばったんですよぅ……」

「昨夜は晩飯に顔を出さなかったから珍めずらしいと思ってたが、何やらかしたんだお前ら」

「最初はいい感じだったんですぅ……」

「ええ。連戦連勝、五連勝はいたしましたわ。『負けたら禁則事項を自ら破ること』と定めた遊戯に勝ち続け、六人目に挑もうとした時、桃花さんがトイレに行きたいと……」

「桃貝……お前、まさか」

「うっかり……うっかり、手を……だって、洗わないとばっちいじゃないですか……」

「脱だつ落らく宣告を受けてパニックになった拍子に、濡ぬれたタイルに滑って転び、たまたま一緒にいたわたくしまでも……巻き添えで、トイレの床に押し倒されて……」

　桃花に押し倒された拍子に潰つぶされたのだろう、見事だった縦ロールはくしゃくしゃになっていた。無残な姿で泣く楓は、なんかもう残念すぎて同情を禁じ得ない。

「お前ら、やっぱりこの学校向いてないぞ。お笑いコンビでも目指したらどうだ？」

「い、いやですぅ……ねばー、ぎぶあっぷ、ですう……桃花、めげませぇん……!!」

「せ、選せん賭きよには脱落いたしましたが、順位は維持しております……まだまだ、ですわ!!」

　これほど見事な負けっぷりを晒さらしたというのに、しぶとい奴らだ。

　そんなバイタリティあふれる様子を眺め、紅蓮は胸のわだかまりを吐き出すように、深く深く息をつきながら自分のデバイスを再確認した。




『──女子の足を舐なめる（生足・靴・ストッキングその他問わず）』




「ふざけんな生徒会。セクハラだろうが……疑うたがう余地なく完全にセクハラだろうが……」

　思いっきり破るに破れない禁則事項だ。

　さっさと脱だつ落らくしたいというのに、徹底して逃がす気がないらしい。

　そんな微妙な気分のまま、真っ白に溶けている二人に声をかける。

「だから言ったろ。全校生徒が参加なんて、数が多すぎる。ある程度人数が絞られるまで、大人しくしてればよかったんだよ」

「うううう～……」

「わたくしの実力なら……Ｃランク、Ｄランク程度の雑魚は間引けると思ったのに……」

「身の程をわきまえろ、負け犬シスターズ。お前らが全力で手札を切って確実に勝てるのはせいぜい５回。その５回の勝利をどうでもいい序盤で使い切ってどうする。前半の１勝は有う象ぞう無む象ぞうのひとつだが、十……いや、二十人に候補が絞られた後なら莫ばく大だいな価値を産む」

　──どうでもいい勝ちを拾うのはアホのやることだ。

　と、最後の言葉はぎりぎりの情けで飲みこんで、かわりにため息をつく。

　勝ち星の使い方、という点において、二人の認識は甘すぎた。

　桃もも花かのうっかりで勝負と無関係に脱落したのは、不幸中の幸いだったとさえ言えるだろう。

　もし後半、賭かけるものが大きくなったときに敗退していたら、また二人まとめて地獄へ墜ちていたかもしれないのだから。

「そ、それを早く言ってくださいまし……！」

「言ってくださいよ～！」

「大人しくしてろとは言っただろうが！　自信たっぷりにアドバイスを無視したのはお前らだ、反省しろ」

「「ううううううう……っ！」」

　がっくりと二人が負け犬の顔で崩れ落ちたのを見届けた時。

「ちなみに、僕は紅ぐ蓮れんの言う通り大人しくしていたから無傷だよ？」

　ひょっこりと死角から届いた声の主を、紅蓮は軽く睨にらむ。

「追い討ちをかけてやるなよ。……しかしまあ、この学校の連中はやたら我が強いな。誰も彼も、人を信じるより自分を信じて自滅するタイプだ」

　白しろ王おう子じ朝あさ人とはいつもの定位置につきながら、猫のように楽しげに笑う。

「しかたがないよ。皆、心に自分だけの必勝法を持ってる。それはもはや信仰の領域だ。たとえダメだとわかっていても、突っ込みたくなることもあるさ」

「お前は甘い顔した悪魔だな、朝あさ人と」

「そう？　──自殺者を引きとめるより、望みどおりに死なせてあげたいだけさ」

　ほんの一瞬だけ朝人に浮かんだ冷たさは、まさにあの男──

　生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やのそれと、兄弟らしくよく似ていた。

「……やっぱりお前とは友達になれそうにないな、腹黒イケメン」

「僕はずっと君と友達になりたいって思っているんだけどな。どうだい、紅ぐ蓮れん？」

　横から捻ひねるように間近で見つめてくる朝人のしぐさに、ガタッと可か憐れんが立つ気配がした。

「……お兄様、やはり射撃許可を頂けませんか？　害虫駆く除じよは可憐が行います」

「いいから黙ってそのロシアンルーレット用の銃を置け、可憐」

　可憐が常備しているらしいごつい拳けん銃じゆうを止めながら、

「もう何日かしたら、お前も忙しくなる。お邪魔キャラにかまって余計な体力を使うな」

「わかりました。……ですが、どういうことですか、お兄様？」

　説明を求める表情で拳銃を引っ込める可憐に、紅蓮は自席の背もたれにぐいっと大きくもたれ、背筋を伸ばしながら答えた。

「選せん賭きよのキーマンはお前だ、可憐。遊戯が進めば、敵は必ずお前に接触してくる」

　現在、Ｓランク。一般生徒の中で最も高い順位をキープしている可憐だ。

　話題性は抜群。

　このまま終盤戦まで何事もなく、決勝行き圏内に入れば──選賭候補者たちは必ず選択を迫せまられることになる。

　砕さい城じよう可憐という強敵に挑むか、あるいは……仲間に引き入れるのか。

　正攻法か、交渉か。もしかしたら妙な搦からめ手てもあるかもしれない。

　どんな結果になろうとも、騒がしいことになるのは間違いなさそうだ──

「無駄です。可憐がお兄様以外に従うなど、たとえ相手が銀河皇帝でもありえません」

「……無駄にスケールのでかい例えだな」

「お兄様への愛の大きさだとご認識ください♪」

　猫のようにごろごろと喉のどを鳴らしてすり寄ってくる可憐。甘える妹の頭を押し返そうか、そのままにしておこうか紅蓮がわずかに悩んでいると──

「──余裕をもって様子見、か。なるほど、さすがだな。焦りから自滅する愚おろか者だらけの中、なかなか賢明だ」

　ふいにひと振りの剣のような鋭するどい声が聞こえた。

　その声の主が認識されたとたん、１年７組の教室に激震が走った。

「……あ、あれは……!!」

「生徒会の氷剣エストツク──御み嶽たけ原ばら静しず火か先輩！」

「学内ＳＮＳで流行している二つ名か。くだらんな。そのような見栄えの良い飾りをありがたがっているから、お前たちは負け犬なのだ」

　ざわつく教室を一いつ閃せんするその鋭く冷たいひとことは、まさに氷剣エストツク。

　あくまで静かに、しかし容よう赦しやなく、明確な正論を突きつける。

　緻ち密みつな頭脳で大局的に場面を捉とらえ、論理と知性でブレずに敵を貫つらぬき通す──将棋、囲碁、チェスなどの論理的思考力を試される遊戯において絶対の勝率を誇ほこる、生徒会の騎士ならぬ棋士。

「生徒会のおねーさまが何の用だ？」

「なに、会長のお気に入りであるお前たちが、どのようにこの選せん賭きよを戦っているのか……少々興味があってな」

「どいつもこいつも。人様のプライベートを覗のぞくのが趣味な連中ばっかだな」

「うぬぼれるな。私は生徒会の番人として、生徒会役員としての資質を見定めているにすぎん」

「番人？　ああ、あんたなのか。決勝に残った十人を選別して最後の一人に絞る役割は」

「そうだ。今回の選賭は、この第二会計、御み嶽たけ原ばら静しず火かが取り持つ。ふさわしくない者は私がこの手で落とす」

「そいつはいいことを聞いた。是ぜ非ひとも俺を失格にしてほしいもんだ」

　紅ぐ蓮れんは心の底からそう言った。

　しかし静火はそれを挑発と受け取ったのか、眉まゆがみるみる吊つり上あがっていく。

「砕さい城じよう紅蓮。お前、その態度は私を侮ぶ辱じよくしているのか？」

「……そんなつもりはまったくないんだが。おたく、ちょっと被害妄想が激しすぎやしないか」

「金勘定が得意だったというだけで第一会計の座にいた時とき任とうを倒した程度で、ずいぶんといい気になっているようだ。……ん？　なんだ、水みず葉は。私は今、大切な話をしている」

　……じゃらり。

　話の途中で鎖くさりが鳴り、静火は眉をひそめた。

　ポニーテールを高く結い上げた女侍さむらいめいた風貌の静火の腰、スカートにつけた特製の鍵。南なん京きん錠じようで固く留められた銀の鎖が、すぐ後ろに控える人物の首輪につながっている。

「…………」

　そこにいたのは、御嶽原水葉。

　髪型を除けばまさに双子。

　妹が刀なら、姉は鞘さや。

　何者をも包み込む、何者でもないような、虚無を感じさせる無表情で──

　透き通るような綺き麗れいな色の瞳で。

　紅蓮を見つめていた。

　そして、その儚はかなくも細い腕を、すがるように紅ぐ蓮れんに伸ばしている。

「……ぐ、れん……」

「なんだ、水みず葉は。この男に用でもあるのか？」

「ぐ、れん……ぐれん……さま……」

「御み嶽たけ原ばら、姉？」

　桃もも花かや楓かえでのせいで敬称付きで呼ばれることにも慣れてきた紅蓮だが、さすがにほぼ交流のない少女に「さま」をつけられれば、困惑した声も出る。

「ぐれんさま……ぐれん、さま……」

　水葉はうわごとのように紅蓮の名を呼びながら、まるで立ち上がったばかりの赤子が母親のもとへ向かうように近づこうとしてくる。

　しかしそれは途中でピンと張りつめた鎖くさりによって妨さまたげられた。

「うっ……」

「水葉。何を勝手に動いている？」

　首が締まり苦しげにうめく水葉に対し、鎖を強く引いた静しず火かは低い声で問いただした。

「紅蓮さま、だと？　主人である私の前で、他の者へ忠ちゆう義ぎを示すような態度。到底許容できんな」

「……うん、おぼえてる。わたし……ぐれん、さま……」

「まだ言うか！」

「えうっ……ッ」

　ジャラッ。

　派手な金属音を立て、まるで猛犬でも扱あつかうように、静火が腰につけた鎖を引く。

　首輪につながった鎖を引かれ、水葉がその場に尻しり餅もちをついた。

　スカートがほのかにはだけ、中身が見えそうになった瞬間、紅蓮は目をそらし。

「御嶽原妹。姉に対する扱いがなってないんじゃないのか？」

「家族同士の関係に口を出さないでもらおうか」

　まるで猛犬を曳ひくように鎖を張りつめ、姉を締め上げる妹──。

「……何言ってやがる、家族を奴ど隷れい扱いして、鎖につないで、ろくに話もさせないとか。兄弟だの姉妹だのってのは、そういうもんじゃ……ないだろうが」

　それは、紅蓮にとって大切なもの。

　冷えきった心の奥底で、ほんのわずかに温かな光を放つ宝石。

　家族を、信頼できるたったひとりの妹を愛する気持ち。

　自分が可か憐れんに抱くような情愛を、すべての兄妹きようだい姉妹が持っているとは思えない。

　だが、それは普ふ遍へん的てきな愛だと信じたい、とも思っていて。

　だからこそ、静火の態度を紅蓮は見み咎とがめた。

「そうですね。本来、妹とは兄に対して忠誠を誓い身も心も捧ささげ尽くすもの──貴女あなたは、妹いもうと道どうに外れていると言わざるをえません。御み嶽たけ原ばら先輩」

「可か憐れんさんのそれは少々歪ゆがんでいると思いますが……かつて隷徒だった身としては、隷徒へのその非道な扱あつかい、見ているだけで不愉快ですわ」

「そ、そうですよー！　暴力反対です！　ヒモをつけて引っ張るのは牛だけですー！」

　可憐が、楓かえでが、桃もも花かが声をあげる中。

「……このような姉を持った妹の苦労など、お前たちにはわかるまい」

　冷めきった目で全員を見渡し、静しず火かはそう言い切りながらふたたび鎖くさりをつかんだ。

　倒れ、乱れたスカートの裾すそを直そうともせず、水みず葉はは手を伸ばしている。

「ぐれん……さま……」

「御嶽原、姉。あんた……」

　壊れた人形のように生気のない瞳に見つめられ、心の奥に引っかかるものがあった。

　しかし紅ぐ蓮れんが声をかけることはかなわない。

　御嶽原水葉の主──静火が踵きびすを返し、駄だ々だをこねる犬にそうするように強引に鎖を引いたがために。

「行くぞ、水葉。用事はもう済んだ」

「おい。それだと首、締まってるだろ。乱暴な真ま似ねはよせよ」

「お前に口を出す権利はない。隷徒は主の所有物、それがこの学園の法なのだから」

「くっ……」

「甘い男だ。その調子では、生徒会役員の椅い子すに座れると思えんな。……失礼する」

　宣戦布告ともとれる発言をたたき込み、静火は教室を足早に去っていく。

　紅蓮は、その姿を見送って。

「……ったく、くだらない制度だ」

　妹が姉をねじ伏せ、鎖でつなぎ、自由を奪う。ふたたび目の当たりにした、獅し子し王おう学園の冷酷なる隷徒制度は、やはりどうしようもなく気分が悪い代物で──。

「…………」

　去り際。妹に、それこそ家か畜ちくのように連れていかれながら。

　御嶽原水葉はじっと紅蓮の方を見つめていた。

　幼女のようにあどけなく、感情に乏とぼしい彼女の瞳。

　ふと奇妙な既き視し感かんに襲われた紅蓮は、わずかに目を細めて頰ほおを搔かいた。

　──あの子……どこかで会ったような……？






●桃もも貝がいハウスの侵略者






「おいひぃれすう！　おいひぃれすう!!」

「……ああ、こぼさずしっかり食べろ、桃貝。口のまわり、ついてるぞ」

「ふぇ？　ひゃ、ひゃいっ！　えへへ……」

　飯を食ったらすっかり元気を取り戻した桃もも花かの笑顔に、紅ぐ蓮れんはほとほと感心した。

　ただ鈍にぶいのか馬鹿なのか、桃貝桃花という人間に諦あきらめという言葉だけはない。底なしとも言えるこの明るさだけは、どうしても嫌いになれずにいた。

「今日のカレーは珍めずらしいな、可か憐れん。スパイスを原形そのままにまぶしてあるのか」

「お兄様に喜んで頂けるように、古今東西日本全国ありとあらゆるカレーを学び、レシピを研究しておきました。──本日は大阪の店でも採用されているスパイスカレーです。生卵はお使いになりますか？」

「もらおう。……確かにうまい、見た目はちょっとアレだが」

　ゴロリと放ほうり込まれた野菜の塊、素材そのままのスパイスが振りかけられた濃厚カレーに、満月のような卵の黄身がぽんと置かれると、なんとも背徳的ハイカロリーな光景になる。

「しかし、俺はそれほどカレー好きってわけじゃないが……なぜそこまでしたんだ？」

「男性なら、カレーはたいていお好きと聞きました。それに、お兄様が暮らしていた世界は、この世界の繁はん栄えいと堕落を煮詰めた暗黒の世界。豪華な料理よりこちらがお好みかと」

　図星を突かれ、紅蓮は思わず苦笑しながら空になった皿を掲げる。

「なるほど、参った。……可憐、おかわりだ。もう一杯くれ」

「はい、お兄様♪」

　にっこりと微笑ほほえみながらおかわりをよそってくれる可憐のしぐさに、途方もなく安らぐ。

　裏社会で供された豪ごう奢しやな食事、どことも知れぬ超一流シェフが能書きとともに差し出すひと皿よりも、可憐が作ってくれたこのカレーの方がうまい。

　──こんな飯を、毎日食べたいもんだ。

　その紅蓮の気持ちを代弁するかのように、ぐーっとみそ汁を飲みほした桃花が言う。

「ほんとに、おいひぃですうっ♪　可憐さまのおみそ汁、一生食べたいです！」

「それはお兄様の台詞せりふです。勝手に桃花さんが口走っていい言葉じゃありません。身の程を知りなさい」

「そんなぁ～……うう、おかわりください」

「しかたありませんね。……食べたら早くハウスですよ。私とお兄様の逢おう瀬せの邪魔です」

「犬じゃないんだから、もう少し優しくしてやれ、可憐……」

　ぷんとむくれた可憐をなだめながら、もう一口カレーをぱくり。

　旨うま味みあふれるスパイスの香りに幸せを嚙かみしめながら、紅蓮はこの食卓に感謝していた。

　そうして食事が終わり、可か憐れんの後片付けも終わった頃。

「ご馳ち走そう様さまでしたっ!!　では、桃もも花かはハウスに帰ります。ごゆっくりー!!」

「待ってください、桃花さん。──残念ながらペットを清潔に保つのは飼い主の義務……シャワーを浴びてパジャマに着替えてからハウスです、いいですね？」

「お風呂ですか！　なら一緒に入りましょう、可憐さま！　お背中流しますよー！」

「いりません。私とお風呂で洗いっこをする人はこの世にひとり、お兄様だけですから」

「誰がするか。……ああ、そうだ、可憐。桃もも貝がいを風呂に入れるなら、この部屋のを使ってかまわないぞ。前々から思ってたが、いちいちお前の部屋まで行くのは面倒だろ」

「……お兄様と同じ浴室を……!?　そ、それはたいへん魅力的な提案ですが……」

　何な故ぜか可憐の歯切れが悪い。

　可憐はちらと隣の桃花を横目で見ると。

「私だけならともかく、インランモモイロガイをお兄様の湯船に浸つけるわけには……うう……そ、そうです。彼女を湯船に一切入れなければ！」

「なぜですか!?　お風呂では首まで浸かって１００まで数えないと！」

「あなたの成分が出た残り湯にお兄様を入れるわけにいかないからです！　どうせなら私のだけを楽しんでほしいので！」

「楽しまねえよ！　……あー、やっぱり風呂はお前の部屋で入れ、可憐。その独特すぎる感性を変えるまでウチの風呂は使用禁止だ」

「そんな！　それでは私は一生涯、お兄様の浴室を使えないことに!?」

「残り湯がどうとか変態みたいなことを考えない努力をしろってんだよ！　……はあ。ほら、遅くなる前にさっさと入ってこい」

「はぁい。行きますよ、桃花さん」

「わーい！　おっふろ！　おっふろ～♪」

　ぷくっと頰ほおをふくらませて立ち上がる可憐に、スキップせんばかりの上機嫌で桃花が続く。

　二人が出て行き、誰もいなくなったリビングで、紅ぐ蓮れんはぐでっと倒れ込んだ。

　デバイスにダウンロードしたゲームでポチポチと遊びながら、ぼんやりと考え事をする。

　桃花は恐らくこのまま可憐の部屋で寝る前の準備を済ませ、その後紅蓮の部屋の前にある段ボールハウスに戻ってきて眠るのだろう。

　……いくらなんでも、もうちょっと何とかしてやるべきか。

　なんとなく無事だったからそのままにしてきたが、桃貝桃花は女子である。

　それもそれなりに可愛かわいい部類だ。今は紅蓮という保護者がいるから学園内では誰も手を出さないが、もし万が一のことがあったら取り返しがつかない。

　ほのかに可憐と桃花の残り香が漂う部屋の中、思考しながらゲームをしていたら、あっという間に一時間近くが経過していた。

「……やべ。俺も風呂に入って、そろそろ寝ないと」

　慌てて洗面所へ向かい、風呂に入る準備を始めた、その時だった。




「ふわっひゃあああああああああああああああっ!?」




「なんだ今の……桃もも貝がい……か？　あいつ、悲鳴までわけのわからん！」

　まさか、想像が当たったのか？

　学園寮内の段ボールハウスに潜ひそんでいるホームレス娘なんて誰も手を出すまい。そんな風に思ってたかをくくっていたが、まさか。

　玄関を飛び出す。

　すると、そこには──

「おい、桃貝！　どうした、何があった!?」

　学生寮として設定されたマンションの廊下で、パジャマ姿の桃もも花かが腰を抜かしている。

　可か憐れんの部屋の湯船できちんと１００まで数えてきたのだろう、ほかほかと湯気を立て、その頰ほおは赤い。

　しかし彼女は涙目で、あわあわと唇を震わせながら、自分の巣である段ボールハウスを指さして。

「も、も、桃花のお家に、誰かが、誰かが……！」

「誰かがいるのか？　こんなところに？」

「こんなところってなんですかぁ!?　作れって言ったの紅ぐ蓮れんさまなのにーっ！」

「そりゃそうだが……おい、何者だ？」

　呼びかけながら紅蓮は、スマートデバイスの電源を入れ、液晶の明かりで中を照らす。

　ダクトテープでつぎはぎされたかまくらのような段ボールハウスの中。そこに詰め込まれた柔やわらかそうなクッション、二重三重の布団に毛布、大量の少女漫画と野菜の入った箱が目に入り、そして──

「……ふに？」

「お前……!?」

　まるで昼寝中をたたき起こされた猫のように。

　丸くなっていたひとりの少女が、もそりと顔を上げて紅蓮を見る。

「……あ。……おはよ……」

　眠たげにまなこを擦こすりながら、少女はぽやーっとした声でそう挨あい拶さつした。

　──どうして、こいつが、ここに？

　生徒会の意匠が刻印された首輪から伸びた鎖くさりを、半ばでぶつりと断たち切って。

　ころんと寝転がっていたのは──

「生徒会の……御み嶽たけ原ばら、姉？」

「うん……わたし。水みず葉は、だよ」

　困惑する紅ぐ蓮れんに対して御嶽原水葉は儚はかなげに微笑ほほえみ、こくりとうなずいてみせた。





　＊






　数分後。紅蓮は自宅の食卓をはさんで水葉と向かい合っていた。

　話がややこしくなりそうなので桃もも花かは段ボールハウスに残してきた。

　のけ者にされるのは心外だと怒っていたが、アイスを一本くれてやったら満足した。

　執しゆう念ねん深いのかチョロいのかよくわからん奴だ。

　とまあそんなやりとりもあったが、それはそれとして、水葉は紅蓮の部屋にいた。

　リビングルームのソファに座り込み、ぽーっとした視線を向けてくる水葉の姿に、紅蓮はどことなく落ち着かず、座ったまま何度も足を揺らす。

（気まずい……というより、やりにくい……）

　ポーカーフェイスには慣れているが、水葉の無表情はすこし性質が違う。

　口数の少ない子供がじっとおもちゃ屋のショーウィンドウを見上げるような──奇妙な熱心さとでも言うべきものがこもった、虚うつろで強い熱視線。

　段ボールハウスで寝ていたせいだろう、どこか寝乱れた制服に緩めた胸元がどことなく色っぽく、大きなリボンをつけたロングヘアが子供っぽさと色気を同時に伝えてきた。

「それで、何であんなところで寝てたんだ？」

「…………」

　気まずい沈黙を破るように話しかけてみると、水葉はわずかに目を伏せて。

「にげて、きた」

「……逃げる、って。もしかして、妹からか？」

「……肯定ポジテイブ」

　水葉は静かに首を振る。

「まあ、あんな扱あつかいをされてちゃ逃げたくなる気持ちもわかるが。俺なんかのところに来るんじゃなくて、親に相談したらどうだ」

「……（ふるふる）」

　今度は否定の方向に首を振る。

「御嶽原の……おうち……ダメな子のみかたには、ならない」

「御嶽原家……か。そういやあったな、そんな家も」

《黒の採決ブラツクバウト》の世界で何度も名を聞く一族のうちのひとつだ。

　国内の観光産業を牛ぎゆう耳じる御み嶽たけ原ばら家は、子どもに英才教育を施ほどこすことで優秀な後継者を生み出し、何代も一族経営を続けてきた。

「わたし……べんきょうも、うんどうも、なにも、できない。だから……隷徒として、過ごしてこいって」

「そんな風に言われてるのか？　実の親から？」

「……肯定ポジテイブ。無能なりに、せめて静しず火かに、からだをささげて、役に立て……って」

　どことなく既き視し感かんのある境遇。

　力ある故の境遇と、力なきゆえの境遇、という意味では真逆だが。

　古くから続く強大な力を持つ『家』が、その圧倒的な強制力で子どもを支配した。

　それは、紅ぐ蓮れんと可か憐れんが置かれた環境とよく似ていて。

　しかし、だからといってすぐさま同情してしまうほど紅蓮は素直じゃない。

「なるほどな。まあその立場は可哀かわい想そうだが、真夜中に人の家に乗り込んでくる理由の説明にはなってねえな。俺に何の用だ？」

「…………」

　紅蓮が探るように訊たずねると、水みず葉はは一切の感情的な起き伏ふくをうかがわせない無表情のまま、その瞳だけに確かな意志を込めて。

「お願いが、あるの」

　小さな、しかしハッキリした声で。

「砕さい城じよう紅蓮。あなたに──助けて、ほしい」

　そう言った。

　真剣なまなざし、伸びた背筋、その佇たたずまいに噓うその気配はまったくない。

「生あい憎にく、ボランティアはやってないんだがな」

「時とき任とうミミを、倒して……たくさんの隷徒を、たすけてた。だから……」

「あれはなりゆきだ。そう何度もやってたまるか。俺は遊戯を辞めたいんだ」

「あなたに戦えとは、言わない。ただ、わたしに……かち方を教えてほしい」

「弟子入りさせろってか」

「うん。わたし、ディストピアゲームでかちたい。だから、おねがい。力を、かして？」

「なんで俺なんだ？　それこそ妹の機嫌を取っていろいろと根回ししてもらえばいい。その方が確実だろ」

「それは……だめ。静火、不正は、許さない。それに……弱いわたしのことは、好きじゃない、から」

「どうだかな。わざわざ俺のところに来たあたりに作為を感じる。妹の命令で俺を脱だつ落らくさせに来たとか、監視に来たとか。そんなところじゃないのか？」

「ちがう。疑うたがうなら、調べてくれて、いい」

　水みず葉ははすっと立ち上がると、おもむろに制服を脱ぎ始めた。リボンを解いてボタンを外し、まくりあげたスカートの下からパンツのゴムに指をかけ──

「待て待て！　男の前でいきなり脱ぐ奴があるか!?」

　紅ぐ蓮れんは顔をそむけて叫んだ。水葉は顔を赤らめることもなく、「ん」とつぶやき、淡たん々たんと座り直す。

「盗聴、盗撮、の、道具がないこと……しょうめいしたかった」

「証明の仕方は他にもあるだろ。まったく、この学校の女はどいつもこいつも……」

「信じて、くれる？」

「……どうして、今なんだ？　下剋上チャレンジならいつでもできるだろ」

「否定ネガテイブ。下剋上で、静しず火かをおとすのは……嫌。わたしはただ、同じ生徒会の役員になって、静火のとなりに立ちたい……だけ」

「！」

　ずきり、と胸の奥で何かが疼うずいた。

『お兄様の隣に立ちたい』

　かつてそんな願いを叫んで泣いていた女の子の顔が、目の前に浮かぶ。

　それが、今の水葉の顔と重なって。

「かち、のこって……静火を、たおして……」

　童女のような目で紅蓮を見つめ、水葉は自らの意志をゆっくりと口にする。




「ホンモノの……家族に、なりたい」




　茫ぼう洋ようとした中にほんのひとさじ含まれた頰ほおの赤らみ、はだけた胸元の色気──。

　絆ほだされそうになる善の顔をぐっと心の奥底に追いやり、紅蓮は感情と理性を切り離して思考する。

（俺の『眼』は、噓うそのサインはないと告げている。だが、昼のあれが俺を引っかけるためのデモンストレーションだとしたら。──仕組まれた罠わなである可能性は高い）

　自分を本気にさせるための生徒会ぐるみの仕込みか。

　あるいは、静火の罠か。

　どちらにせよ、勝ち残る意志がない紅蓮にしてみれば、ご苦労様としか言えなくて。

（だからこそ、万が一──）

　万が一、すべてが真実だったとしたら。

　妹に鎖くさりでつながれ奴ど隷れいの如ごとく連れ歩かれ、賭かけのチップにまで貶おとしめられながらも。

　その妹の隣に立ちたいと、水葉が真しん摯しに願っているのだとしたら。

「……バッドエンドは、嫌いなんだよなぁ」

「？」

「こっちの話だ」

　妹と離れ離れになって、砕さい城じようの『駒』として戦い続けた日々を想おもい、紅ぐ蓮れんはため息をつく。

　逃げる準備を整えるまでに五年かかった。

　絶対の最強者として君くん臨りんし、莫ばく大だいな財を手に入れ、それらをすべてチップにして砕城家に《黒の採決ブラツクバウト》を仕掛けたことでようやく自由をつかんだ。

　子を支配しようとする傲ごう慢まんな『家』を屈服させ、妹の隣で日常を過ごす権利を獲得した。

　自由の味、尊とうとさ、鎖くさりをちぎった喜び、そして何よりも大切な妹の隣に立てる幸せを知るからこそ──。

「とりあえず今晩は泊めてやる。ただし、うちには妹もよく来るし、長くは匿かくまえないぞ」

「じゃあ……」

「俺自身が勝つ必要はない。問題なく脱だつ落らくできる条件があればすぐに降りるが」

　自由を。妹との絆きずなを。本気で求めると言うのなら。

「この『ディストピアゲーム』──勝たせてやる」

　そう言い放つ紅蓮に、

「……ありがとう……！」

　幼女のように無邪気な表か情おで、水みず葉ははほのかに微笑ほほえんだ。





　＊






　水葉にはパジャマがわりのＴシャツを与え、寝室に寝かせることにした。

　冷蔵庫の中のものを適当に食べるなり、そこらに落ちている漫画を読むなり、さっさとベッドにもぐって眠るなり、朝まで好きにしろと伝えてある。

　そうしてようやく自由になり紅蓮は体を伸ばして浴室と続きの脱衣所へ向かった。

　部屋着を脱ぎ捨てながら、彼は考える。

（水葉は日常を壊しにきた侵略者かもしれないが──）

　砕城紅蓮が得た自由は、それこそこれまで遊戯者でありながら『娯楽』を知らなかった彼にとって、あまりにも楽しくて楽しくて楽しすぎて、たまらないものばかりだった。

　駆け引きや騙だまし、対戦要素の一切ない、費やした時間や努力が必ず報われるデバイスゲーム。

　毒見の必要がない、何気ない食事やスイーツのたまらないうまさ。

　移動中の飛行機での仮眠や、襲撃や暗殺に怯おびえながらではない、完全に安全な環境での悩みなき安らかな眠りと、可か憐れんをはじめとするざっくばらんな友人関係。

　そのすべてが紅ぐ蓮れんにとっては、まさにたまらない喜びで。

　それを破壊しようとする者の侵入は断固として拒否したいところだが──

（──引っかけや罠わなの類たぐいなら喜んでかかってやるだけだしな）

　突如あらわれた闖ちん入にゆう者しや、御み嶽たけ原ばら水みず葉はの意図が真実であれ罠であれ、かまわない。

　自分に期待している可か憐れんの意志はともかく、紅蓮としてはさっさと脱だつ落らくしたいのだ。

「ま、そんなことはどうでもいい。……さて、お待ちかねの風呂だ、風呂っ！」

　すべての服を脱ぎ捨て、紅蓮は浴室に入る。

「う～ん、いい香りだ……さすが名湯の入浴剤。買った甲か斐いがあったな」

　タオルを腰に巻いたまま、小さなクーラーバッグを手にユニットバスに入る。

　軽く身体からだを流してから風呂の蓋ふたを開けると、たちのぼる湯気と入浴剤の芳ほう香こうに笑む。

　自分好みのすこし熱めに設定した風呂にそっと足をつけ、身体を沈め……。

「おお……!!」

　疲れ切ったサラリーマンの如ごとく、紅蓮は心の底から安らぎの声をあげた。

「やはり日本人の日常はこれだろ。遊戯なんてくだらんことに血道を上げてないで、温泉にでも浸つかって楽しめばいい。毎日毎日飽あきもせずギスギスしやがって。はふぅ……」

　近所のスーパーでたまたま見かけた温泉の入浴剤。

　そして昔見て憧あこがれた旅番組の記憶が、自由になった紅蓮に快楽のヒントを与えた。

　そう──

「温泉に浸かりながら一杯。……酒は飲めないが、これが、風呂を愉たのしむ極意！」

　わざわざ小型のクーラーバッグを持ち込み、熱い風呂に浸かりながら冷たいドリンクやアイスを楽しむこの喜びを知らない奴は、絶対人生を損している……！

「ふふふ……今日はミルクにするか、それともチョコか。このチープな棒アイスが、風呂で食うには最適だな。でかいやつは溶けると手に負えないし……っと」

　適当に摘つまみ上げ、湯船に浮かべた黄色い洗面器に棒アイスを並べる。

　キンキンに冷えた一本を口の中で転がし、次に湯の熱さで緩んで食べやすくなったものを一気にいくと、これがまたうまいのだ。

「うまい、たまらん……！　さて、もう一本……！」

　アイスの棒を洗面器に置き、溶けかけのバニラを取ったその時だった。

　──バタン！




「おふろ」




「……は？」

「おふろ、はいる」

「はあああああああああああああああ!?」

　紅ぐ蓮れんの絶叫が風呂場に反響した。

　突然、浴室に突撃してきた水みず葉はの格好は「凄すさまじい」の一言だった。

　パンツにぶかぶかのＴシャツを一枚羽織っただけの姿。ブラを外しているせいか、拘こう束そくから解放された豊かな胸が生き生きと揺れている。片手には紅蓮と同じ棒アイス。

「……いっしょにおふろ。かくさなくてもいい、隷徒なら、あたりまえ」

「あたりまえなのか!?　……ちなみにお前、普段妹と風呂で何をしてたんだ？」

「え？　せなか、ながしたり、かみそりで──」

「やっぱりいい、二度と喋しやべるな、訊きいといて申し訳ないが聞きたくない。……って、おいこら待て、なぜ脱ぐ!?」

「思ったより……湯気で、べとべと……」

「だからって俺の目の前でＴシャツを脱ぐな！」

「……肯定ポジテイブ」

「そうか、わかってくれたか。だったら何よりだ」

「かわりに、ぱんつをぬぐ」

「どうしてそうなる!?　よりいっそうアウト具合が増してるだろうが！」

「だってＴシャツは脱ぐなって」

「オーケーわかった言い方を変えよう。俺の目の前でそれ以上肌色面積を増やすなと言っているんだ。理解できたか!?」

「むう……。ぐれん、さま。いじわる。わたしを、べとべとにしたいの？」

「いや、そういうわけじゃなくてだな」

「そういうわけじゃないの？　……じゃあ、ぬぐね」

「だから誤った解釈をして脱ぎ始めるな！　風呂の湯気で湿しめって気持ち悪いのはわかるが……っておい！　本気で脱いでるのか!?　待て、それは……おわあっ!?」

　濡ぬれて透けはじめたＴシャツを裾すそからまくるように脱ぎ始めた水葉。

　それを止めようと、紅蓮が立ち上がった瞬間、湯船に浮かんでいた風ふ呂ろ桶おけがひっくり返って。

　一瞬、そちらに気を取られたせいで、入浴剤入りのぬるりとしたお湯で足を滑らせた。

　急激に視界が転がる。狭い風呂場、目の前に水葉の真っ白な足が迫せまる。

　──この展開はまさか……ラッキースケベか!?

　ラブコメ系の漫画で何度となく読んだ展開が脳裏をよぎると同時に、紅蓮ははっとした。




『──女子の足を舐なめる』




　本日の禁則事項。

　まさかそれに抵触してしまうのか？

（……脱だつ落らくできるなら、それはそれで……いやいや、俺は何を考えてるんだ！）

　一瞬の誘惑を振り払い、紅ぐ蓮れんは強引に体をよじって避よけようとした。

「うおおおおっ!?」

「ひゃっ……!?」

　……カッポォ───ンッ!!

　風ふ呂ろ桶おけがタイル床の上で跳ねる甲高い音がして、一瞬飛びかけた意識が現実につなぎとめられる。

『１年７組、序列２６９７位、砕さい城じよう紅蓮。禁則事項、未確認。健在セーフ』

　どこからかＳＡＩの淡たん々たんとした音声が流れてきた。風呂の中でもしっかり監視していたらしい。

　それによって紅蓮は、水みず葉はの足を舐なめるというセクハラ行為に及ばずに済んだと知り、ホッと安あん堵どの息を吐いた。

「ひんっ……」

　するとその吐息に反応するように、紅蓮の顔の前で柔やわらかなものがビクリと震える。

　──そして紅蓮は自分の置かれた状況をようやく正確に把握した。

「なっ、なあああっ!?」

　体の下には水葉の豊満な体があり、紅蓮は彼女のお腹なかに顔をうずめる形になっていた。どうやら転んだ拍子に変な避け方をしようとしたせいで、水葉を床に押し倒す形になってしまったらしい。

　めくれたシャツの隙すき間まからほんのすこし覗のぞいた双丘の、その狭間はざまには、紅蓮の食べていた棒アイスが芸術的な着地を決めていて。

　胸の谷間に挟まった棒状の物体から、とろりと白い液体が溶け出し、ほんのりと赤くなった肌を伝っていく。

　まったく意図せずして背徳的な光景を見せつけられ、呆ぼう然ぜんとする紅蓮の前で。

「ん……」

　水葉のまぶたが震えて、うっすらと目を開けていく。

「いたい……」

「す、すまん。大丈夫か？」

「うん……でも、なんか……胸が、つめたい……」

　そう言ってから水葉は自分の胸に挟まった棒状の存在に気づき、不思議そうに瞬まばたきした。

　すると彼女はおもむろに首を持ち上げて。

「ぺろ……あまい……」

　棒アイスの先端に舌を伸ばし、ちろりと舐なめ上げた。

「舐めるな！　そんな場所に落ちたアイスを、わざわざ手を使わずに食うんじゃない！」

「ぐれん、さま。もしかして……えっちなこと、考えてる？」

「そういうわけじゃなくてだな。いや、そういうわけなんだけど。なんというか──」

「……いい、よ？　あなたが、のぞむなら……」

「目を閉じるな、覚悟を決めた顔をするなっ！　勘弁してくれ、こんなところをもし可か憐れんにでも見られたら、どう言い訳しても社会的に死ぬ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか、やたら寛容に微笑ほほえむ水みず葉はを見下ろし、紅ぐ蓮れんは叫ぶ。

　と、ここで紅蓮は、自分が口にした言葉に自分でハッとした。

　──すっかり失念していた。桃もも花かは紅蓮の隷徒だが、同時に可憐にも忠誠を誓っている節がある。あの兄離れができていない妹のことだ、もしも不ふ貞ていの輩やからが紅蓮の部屋に近づいたらすぐに連絡しろと命じている可能性がある。

　だとすると、可憐のいる寮からこのＦランク寮までの距離を考えたら、「そろそろ」なのではなかろうか。

　──という紅蓮の予想は大的中であると、凄すさまじい勢いで近づいてくる足音が証明した。




　ドタドタガタガタバタンガチャッズドドドドッバタンッ!!




「お兄様！　お兄様、ご無事ですか!?　可憐が参りました！」

　可憐の声が寝室の方から聞こえてくる。

「ま、まずい、水葉。体勢を……って、おい！」

「んっ……」

　水葉は紅蓮の頭をしっかりと両手で持ち、覚悟完了と言わんばかりの風情で唇をこちらへ向けている。

　紅蓮の呼びかけは耳に入っていないようで、しかも彼女の手の力は想像以上に強く、頭をピクリとも動かせなかった。

　これはもはや裏世界最強の遊戯者、砕さい城じよう紅蓮の異才を以もつてしても防げない。

　絶望……ッ！　必敗の盤面……ッ！

「──お兄様!?」

　バタン！　と浴室の扉が開かれた。

　ほぼ裸と変わらない姿で絡み合う二人の男女を目の当たりにした妹は、前髪に隠れていない方の瞳からハイライトを消けして。

「お兄様……これは……」

「………………………………………………………………よう、可憐」

「お兄様。可か憐れんは詳細な説明を求めます」

「うん、まあ、とりあえずそのアイスでも食べて落ち着いてほしい」

「お兄様。可憐は詳細な説明を求めます」

　壊れた機械のように人間味のない口調で続ける妹。その姿は、紅ぐ蓮れんに絶望の未来を予感させるに足るものだった。

「あわあわあわ……桃もも花かはとんでもないところに居合わせてしまいました」

　殺意の波動をただよわせる可憐の背に隠れ、桃花が目を白黒させている。そんな桃花に可憐は、すっと片手を差し出して。

「桃花さん。お台所から包丁を。私が最近仕入れた料理用の出刃包丁は、牛の骨ごと肉を断たてる極上の一品ですので」

「だ、だだだだダメですよ可憐さま。いくらなんでも流血沙ざ汰たは洒落しやれになりません～っ」

「止めるなら貴女あなたもろとも殺やりますよ？　お、おに、お兄様の貞てい操そうを狙ねらうなんて……この無む垢くなフリしたヘンタイムクチシープは……絶対に抹まつ殺さつしないといけません！」

「だ、だから落ち着け可憐。これは、そういうのじゃないんだ！」

　いかがわしい行為に及ぼうとしたわけではないと、紅蓮が、誠心誠意説明しようとしたとき。

　それまで目を伏せていた水みず葉はが、異変に気づいたのか、ぱっちりと目を開けて。

「しないの？　えっち」

　──最低最悪最大級の核爆弾を投下した。

「……ぶち殺します！」

　核先制攻撃によって怒りくるった可憐が高らかに宣戦布告する声が寮内に響き渡った。













●突然ですが、お姉ちゃんと結婚します。～そうですか、拳けん銃じゆうならここにあります～






　風呂場での大騒動から一夜明け。朝の教室。




『異性とキスをする。該当箇所は唇と唇のみ。粘ねん膜まく接触一秒以上で禁則とする』




「だから、脱だつ落らくさせる気ゼロの禁則事項はやめろ……！」

　デバイスに表示されたその文言に、紅ぐ蓮れんはげんなりした気持ちで文句をつけた。

　すると、横にいた可か憐れんがつんとそっぽを向きながら。

「ある意味ピンポイントで脱落させる意図があるのでは？　あの水みず葉はとかいう女は、きっとそのための刺客です。お兄様のはじめてが二重の意味で奪われるのではないかと、可憐は心配でなりません」

「いかがわしい言い方をするな。ちゃんと説明しただろうが、まったく……」

　はあ、と夕べからむくれっぱなしの可憐をなだめ、紅蓮は憂ゆう鬱うつにうつむいた。

　昨日の夜、家に転がり込んできた水葉の存在を知って以来、ずっとこの調子である。

　しかも番犬（そんな役割があったとは知らなかったが）としてダメダメだった桃もも花かまで朝食のおかずを減らされたらしく、うらめしい顔で見つめてくるとあっては。

「だから、御み嶽たけ原ばら姉とはそういう関係じゃないって何度も言ってるだろうが。あいつは、妹の隷徒から卒業するために、俺に協力を求めてきただけだ」

「そうですか。それでホイホイ言うことを聞いてしまうんですか。お兄様の浮気者」

「拗すねるなよ……べつにいいだろ。減るもんでもなし」

「桃もも花かも納得できません！　桃花が頼んだときはあんなに拒んだのに！　どうしてあの子には遊戯の必勝法を教えるんですかっ。しかも桃花が段ボールハウスであの子は部屋の中って、なんですかこの待遇の差!?　差別ですよう！」

「昨日、アイスをやったろ。あれで納得しろ」

「あのときはごまかされましたけど、寝て起きたら変だと気づきました！　あんなことで懐かい柔じゆうされるほど桃花はアホじゃありませんよ！」

「一度でも押し切られかけただけで充分アホだが……まあ、水みず葉はとお前とじゃ事情が違うだろう」

「どう違うっていうんですか！　納得できるよーに説明してくださいっ」

「桃もも貝がいの場合、負けたのは自業自得だろ。自分で挑んだ遊戯で負けたから隷徒に堕おちた。でもな、水葉は親の言いつけで最初から静しず火かの隷徒になるように言われてたんだよ。最初から勝負できない環境で飼われてたんだ」

「う～……」

「それに──」

「それに？」

　正直、桃花を部屋に連れ込むのは嫌、というよりも違和感と罪悪感が勝る。

　しかし水葉の場合は、まったく罪悪感を感じない。まるで長い付き合いの親友を前にしているかのように、同じ空間に存在することにすこしの違和感もないのだ。

　だがその感覚を可か憐れんや桃花に誤解なく説明するのは難しい。紅ぐ蓮れん自身、いまいち感情の正体がつかめていなかった。だから、

「……いや、なんでもない」

「えぇ～！　なんですか、それぇ～！」

　桃花が不満の声をあげるのをわかっていながら、紅蓮は答えをはぐらかした。

　と、登校してきた楓かえでがこちらの騒ぎに興味津々といった顔で近づいてくる。

「朝から妙な雰囲気ですわね。……何かありましたの、桃花さん？」

「あ、楓さん、おはようございます。実はですね、紅蓮さまが──」

　桃花が大喜びで告げ口しようとした、その時だった。

「たぶん、わたしのせい。……ごめんなさい」

「ですわっ!?」

　楓が愉快な悲鳴をあげた。

　いつのまにやら御み嶽たけ原ばら水みず葉はが、あの茫ぼう洋ようとした顔のまま、楓かえでの後ろに現れていた。

「──ゆうべ、紅ぐ蓮れんさまの部屋に、泊まったから」

「泊ま……った……？　ど、どういうことですの、桃もも花かさん。実の妹以外決して立ち入らせない、紅蓮様の夜の牙城が、あの奴ど隷れい系おっぱい先輩に攻略されたと言うのですか!?」

「はい。くんずほぐれつの激しい夜だったそうです。結果として可か憐れんさまはあのように、おいたわしい姿に──」

「本気っぽい噓うそをつくんじゃない桃もも貝がいっ!!　悪質なデマを流すな！」

「むぎゅっ」

　さすがに我が慢まんしきれず、頭を強く押すと桃花は、不満そうではあるが口をつぐんだ。

　が、塞ふさぎ切れない声は違う方向からもあがってきて──

「お兄様のはじめてが……はじめてお兄様と同どう衾きんする栄えい誉よは、断じて妹である私が手に入れると決めていたのに……くっ……！」

「それを栄誉と認識するほうが間違ってるぞ、可憐。だいたいだな、御嶽原姉は俺の中で、女のカテゴリに入ってないんだよ。何と言うか、家族に近いというか……」

　間近にいられても、あまり違和感がないというか。

　性的なものや欲望とはかけ離れた、近くにいても癇かんに障らない空気というか。

「年上だから、かも。──お姉ちゃん、って呼んでいいよ？」

「誰が呼ぶか。あと乳を乗せるな、重い」

　たゆん、と癖っ毛の上に豊かな胸を乗せてくる水葉に、紅蓮は半目でそう言った。

　あごを上げ、頭で胸ごと水葉を押し戻してやると、まわりの者がざわり……と慄おののく。

「……何ということですの。健全な男子高校生がぴくりともせずあの返し……！」

「これが一線を越えた男の余裕ってやつですか！」

「家族……お兄様、それはもう、その女と『結婚したも同然』ということですか……？」

「だから違うって言ってるだろ!?」

「けっこん……うん、いいね。お姉ちゃんと、結婚しよ」

「水葉もややこしくなるようなことを言うな！　ああもうお前らいい加減にしろ！」

　わいのわいのと適当なことを言ってはしゃぐ女子達たちを一いつ喝かつし、紅蓮は癖っ毛をがしがしとかき乱しながらこう言った。

「遊んでる場合じゃないぞ。──ディストピアゲームは、今日で大きく動くんだから」

「えっ？」

　紅蓮の言葉は、教室にいたすべての遊戯者たちを凍りつかせた。

　浮ついた雰囲気は一気に消え、彼ら彼女らの顔に緊張が走る。

　可憐の目も瞬時に尖とがり、殺気が漏もれる。

「……どう、なるの？」

　しかし渦中の人物であるはずの水みず葉はだけは、きょとんとした顔で小首をかしげているだけだった。

　自分の運命を賭かけた勝負をするというのにそんな調子で大丈夫か？　と思わなくもないが、紅ぐ蓮れんとしてはべつに水葉が勝とうが負けようがどちらでもいい。紅蓮のアドバイスを生かすも殺すも、水葉次第だ。

　紅蓮は腕を組み、じろりと水葉を見上げてこう言った。

「勝ち残りたいなら、俺の言う通りにしろ。──できるな、水葉？」

「……肯定ポジテイブ」

　こくり、と水葉は首を縦に振った。

　そして、始業を告げるチャイムが鳴る。

　生徒会選せん賭きよ、前ぜん哨しよう戦せん──ディストピアゲームの本格開戦を告げるゴングのように。





　＊






『えっと、これでいいのかな？　……届いてる？　やってょー』

『……やっほー、って言いたかったのか、水葉。チャットだと感じが違うな』

『うん。はなすより、ちょっとらく。……うちのクラスの、男の子から声がかかった』

『そうか。予定通りだな』

　そこまで書き込んでから、紅蓮はデバイスを操作する手を止めた。

　午前中の授業を終えた休み時間。

　来るなら放課後と見込んでいたが、思ったより食いつきが早かった。

「どれ……うわ、何だこりゃ」

　あまり見たくなかったが、学内ＳＮＳをエゴサーチする。

　自分の名前、可か憐れんの名前、水葉の名前で検索すると、瞬く間に無数のつぶやきがタイムラインに浮上した。電子空間の中で生徒達が活発な議論をはじめているのが確認できる。

『御み嶽たけ原ばら水葉があの砕さい城じよう紅蓮と？　生徒会の隷徒だろ!?』

『妹の下に立つのが我が慢まんできなくなったんじゃないか、ってもっぱらの噂うわさよ』

『朝から教室でイチャついてたって話。……どうなるのかしらね、これ』

『御嶽原水葉が砕城の姉になったってマジ？』

『にわか乙おつ。結婚したんだよ』

　多くは驚き、慌て、浮足立っている。……後半にはあきらかなネタ目的の偽情報もまぎれていたが。

　タイムラインのホットワードに表示される『御嶽原水葉』の文字。

　さまざまなアングルで撮影された、首輪をつけられ、鎖くさりをはめられ歩くその姿は──。

（誰もが思う。──『こんな惨めな姿、我が慢まんできるはずがない』と）

　生徒会役員の妹、静しず火かに、水みず葉はが飼われているのは周知の事実だ。

　いくら一般生徒の前に現れる機会が少ないとはいえ、ほんのわずかに姿を見せるだけで注目の的となる生徒会役員だ、その動向や情報は常に監視されている。

　その水葉が、妹の意向に逆らったなら。

　今や生徒会の対抗勢力、選せん賭きよのキーマンとすら言われる紅ぐ蓮れんと接触したのなら。

　腐った臭においに惹ひかれるハイエナどもにとって、たまらない餌えさとなる──。

　ピッ、と短い着信音。

　チャットで送られてきたのは水葉が属するクラスの学籍番号と学内ＳＮＳのアドレス。

　そして、圧縮された動画ファイルだった。

「鈴すず江えコウ、Ａランク。学園全体で見ればかなりの上位遊戯者、か。ふぅん……なるほど、イケメンだな」

　学内ＳＮＳのプロフィール欄に堂々と表示された顔写真は俳優と見まごうイケメンだ。

　ついているレスは女性ばかり、フォロワーも女生徒を中心に大勢おり、都内の有名カーディーラーとモデル事務所にコネがあるらしく、キメキメの写真がＵＰされている。

「……外車のボンネットに尻を乗せてポーズをとったりして、凹へこんだりしないのか？」

　どうにもそのセンスが理解できず、紅蓮が頭痛を覚えながら動画を開くと。

『だからさ、水葉さん。──彼は上に行く意志がないんだろう？　僕は違うよ』

『……そう？』

『ああ。僕に任せてくれれば、君を強くバックアップできる。今まで辛つらかっただろう？　わかるよ。任せておいてくれ、必ず君を助け出してみせるから！』

『ほんとう……に？』

『ああ。僕を信じてくれ！』

「……うわぁ」

　さらに頭痛がひどくなり、紅蓮はつぶやく。

　やたらキラキラとしたいい顔で迫せまる鈴江コウ、どうやら隠しカメラで撮影されたらしく、アングルは固定されているが、イケメンオーラとでも言うべきものさえ見える迫力。

　そのすべてが計算されたものだと、紅蓮には即座に理解できた。

「……どこのコンサルに教わったのか知らんが、視線を誘導するテクニック、共感させて好感を稼ぐ喋しやべり方、キャッチセールスのプロも顔負けだな。うまいもんだ」

　恐らく、そのやり方で彼は勝ち残ってきたのだろう。

　その手口が想像される見事な手並みで、まるまる五分ほども鈴江コウは喋りつづけた。それはもはや説得というより、洗脳に近いとさえ言える。

『……生徒会の管理サーバーのアクセス権、君なら持ってるんじゃないか？』

『うん。……静しず火かのコードなら、わかるけど』

『それだ。全校生徒の禁則事項を入手……は、難しいだろう。だから、表示される禁則と、実際に適用された禁則をズラすのはどうかな。マシントラブルに見せかけて』

『クオリアシステムに、間違いはない。……むずかしい』

『そこが問題なら任せてよ。僕の彼女に、ハッキング方面に慣れた子がいる。アクセス権さえ手に入れば、後は全部こっちでやる。それに、今回はＳＡＩ直ちよつ轄かつのゲームじゃない』

『……？』

『禁則事項の設定は生徒会が手動でやってるだろう？　弄いじるのはそっちのファイルさ。それならクオリアは介してないし、難易度は格段に下がるよ──問題ない、僕を信じて』

『……それ、なら』

『ありがとう、水みず葉はさん……！』

　手をとり、うっとりとした顔でささやく鈴すず江えコウの顔がアップになって。

　よりにもよってそこで動画は終了した。

「……嫌なシーンで止まったな、おい。わざとか？」

　ほんのコンマ一秒もない表情、欲望を剝むき出しにしたまま静止した顔は。

「台詞せりふを入れるなら、『この女、堕おちたな』ってところか」

　まったく……あまりにも判わかりやすくて、気分が悪くなる。

　その後、生徒会が管理しているシステムのパスワードやディストピアゲームに関連しているサーバーの情報を、まとめて鈴江に与えたというログが表示されていて。

　紅ぐ蓮れんはそのすべてを確認してから、ファイルを削除した。

「──あーあ、やっちまったな……」

　自分でやったこととはいえ。

　こんなにあっさりと引っかかられると、子どもを蹴飛ばして喜ぶ大人になったようで。

　胸にたまった嫌なものを切り捨てるように、紅蓮はデバイスの電源を落とした。





　＊






『──禁則事項を確認。脱だつ落らく』

『──禁則事項を確認。脱落』

『──禁則事項を確認。脱落』

『──禁則事項を確認。脱落』

『──禁則事項を確認。脱落』




　翌日、学生寮から教室まで。

　あらゆる場所で、統括ＡＩのアナウンスが響いた。

「今朝の時点で生き残っていた生徒のうち、すでに三割が脱だつ落らく、か。──まだまだ増えるな」

「当然ですね。お兄様のご指示がなかったら、私達たちも危険だったでしょう」

「俺としてはさっさと脱落してもよかったんだがな。……禁則事項の表示がズレてるだけで、実際は生徒会に仕込まれたエロネタなわけで、破るに破れん……」

　一気に生徒が減った１年７組の教室で、紅ぐ蓮れんと可か憐れんはそっと話していた。

「正直、作戦なんて領域の話じゃない。どっちかといえば、詐さ欺ぎの手口だ」

　紅蓮はつまらなそうに、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦となった学内ＳＮＳを流し見ていく。

「遊戯には真っ当な奴だけが参加しているわけじゃない。ルールの穴を突き、裏技を使ってのし上がることに一切ためらいのない奴は必ず現れる」

　そこが狙ねらい目。大だい虐ぎやく殺さつの好機。

「昨日の朝、これ見よがしに俺と水みず葉はが接触したのを見て、まんまとそういう輩やからが出た。あとは実行可能な手段を与えてやれば、わざわざ俺達が手を汚すまでもなくそいつがやってくれる」

「生徒会の禁則事項ファイルにアクセスして、デバイスに表示される禁則と実際の内容をずらす──たしかにそんなことをされたらお手上げですわね」

「まあ、とりあえず可憐と水葉は大丈夫だ。本当の禁則はすでに調べてあるからな」

　ちなみに紅蓮の本日の禁則事項は『異性に顔を踏まれる』だった。ふざけんな。

「生徒会が事前に用意した二週間分の禁則事項リスト──。水葉さんは正確な情報をくれたようですし、これは今後も選せん賭きよの貴重な指針となりそうですわね」

　昨日、鈴すず江えコウにパスを教える前に水葉自身が抜き取った情報。

　それはすでに紅蓮と可憐に共有され、彼らはこれから配布される禁則を知っている。

　言うまでもなくそれは圧倒的なアドバンテージであり。

　当然、同種の行動をとった鈴江コウも同じ、即すなわち、勝ち残り確定に──

「──ならん。今日一日使ったら、残りはさっさと破棄だ。忘れていいぞ」

「え、そんな！　もったいなくないですか!?」

　と、桃もも花かが声をあげた。

　紅蓮は首を振る。

「べつに。システムの書き換えなんぞ、一発きりの奇襲作戦だ。生徒会の連中はすぐに気づいて対応してくる。だいたい──」

　姑こ息そくな手段で圧倒的なアドバンテージを得た人間が、そのまま有利であり続けるような。

「──そんなつまらない展開で、あの中二病生徒会長が満足するとは思えない」

「……なるほど。すごく納得がいきますね、お兄様」

「あっ！」

　桃もも花かがあたふたと電子生徒手帳の画面をこちらへ向ける。

「学内ＳＮＳが大炎上してますっ。ものすごい勢いで生徒会にメッセージがー！」

「生徒会管理棟前はデモ寸前ですわね。教室がガラガラなのもそのせいでしょう」

「おかげで静かでいいな。まあ、できれば適度にモブがいて賑にぎやかな方が好きだが」

　ま、すぐに収まるだろうさ。

　素っ気なくそう言いながら、紙のノートと鉛筆で予習を始めた紅ぐ蓮れんの予想は、当たった。

　電子生徒手帳がアラームを鳴らす。

　画面をタップすると、生徒会からの声明動画が再生された。

『本日、生徒会管理下のファイルへの不正アクセスが発覚した。結果として多くの者が生徒会選せん賭きよからの脱だつ落らくを余儀なくされた。この件に関して、脱落者共から抗議を受けているが──』

　画面に映し出された白しろ王おう子じ透とう夜やの口元が、傲ごう慢まんな笑みを刻きざむ。




『──負け犬を救済する気は、毛頭ない』




　これが、生徒会の公式会見の動画ファイル、その冒頭である。

『もとよりこの選賭、公平ではない。騙だませ。裏切れ。罠わなを張り、勝利を誇ほこれ。それこそが獅し子しの中の獅子、獅し子し王おうを育てる我が学園の意志である』

　どこまでも高みから見下ろすが如ごとく。

『条件の改かい竄ざん、不正……その程度で敗はい衄じくする程度の輩やからに、生徒会の末席たる資格などない。不正を罰しろ、責任を取れなどと甘えたことをほざく前に、その腐り果てた性根を嘆くがいい』

　どこまでも傲慢に。

『故に、今回の事件に対する生徒会からの救済、補償は一切発生しない。また不正を犯した者への罰則、ペナルティも存在しない。──生き残れたならば、誇るがいい。以上だ』

　生徒会の絶対君主は言い切り、動画は唐突に終わった。

「……傲慢すぎていっそ清すが々すがしいな、これ」

　呆あきれ顔がおで動画の再生を止めた紅蓮がそうつぶやいたとき、デバイスに着信が入る。

　予想していた人物からの短い文章と、添付された動画ファイル──。

『もしかして、これもよそうしてたの？』

　水みず葉はのメッセージの意味は、紅蓮にとっては考えるまでもなく。

　動画ファイルを再生したのは、確認事項でしかなかった。




　それは昼時の教室。

　愉快そうに上機嫌に、十人もの女たちを侍はべらせているひとりの人物。

　彼女たちが手ずから差し出す、うまそうな手作りのおかずを彼が口にした瞬間──。

『──禁則事項、【昼食の摂取】を確認、脱だつ落らく』

「は……!?」

　愕がく然ぜんと固まったのは、不正アクセスの仕掛け人、Ａランク遊戯者の鈴すず江えコウだ。

「ちょっ……何で!?　噓うそだろ、僕の禁則は、確か……!!」

「会長からの伝言だ、鈴江」

「っ……!?　お、お前は……！」

　取り巻きの女たちが顔色を変え、鈴江の傍そばからさっと退しりぞき逃げていく。

　コツコツと規則正しい靴音を立て、やってきたのは生徒会第二会計、御み嶽たけ原ばら静しず火かだった。

「素人に毛が生えた程度のクラッキングで、生徒会管理下のファイルを書き換えようなど、実にいい度胸だ。選せん賭きよの精神に則のつとったその行動に対し、特別ボーナスを与える」

「ぼ、ボーナス!?　ちょ、ちょっと待ってください、何が何だか……」

　あくまで冷たく、あくまではっきりと、静火は続けた。

「お前とお前のフォロワーに与えた禁則事項は本日十二時を以もつて全て変更されている。なお、通知はない」

「は!?　ふ、ふざけんな!!　それじゃ、何が禁則か、わからないだろ!?」

「その通り。そしてそれは、他の参加者を斬きりつけたお前の刃やいばそのものだ」

「ぐ……な、なんだよ。生徒会は僕の行動を非難する気はないんだろう!?　罰則はないと言ってたじゃないか！」

「ああ、そうとも。会長はお前を褒ほめていたぞ。選賭を歯ごたえのある愉たのしい遊戯にしてくれた……と。そして、こうも仰おつしやられた」

　静火は一呼吸置き、続けた。

「是ぜ非ひ、お前自身にもこの遊戯を愉しんでほしい……とな。故に、これは」




　──罰則ペナルテイではなく、祝福ボーナスなのだ。




「自分だけが例外と思ったか？　同じ攻撃を他の何者かに受ける心配すらせず、自慢げに餌えさを貪むさぼるその危機感のなさ。鈴江コウ、お前は獅し子しなどではない。ただ他よりも卑ひ劣れつで小こ狡ずるいだけの豚に過ぎん」

「ひ、ひっ……!?」

「会長は」

　短く、ごくごく短い言葉だけで。

「──失望された、とのことだ」

「ひいいいいいっ？」

　美しく整った鈴すず江えコウの貌かおが、恐怖と絶望に歪ゆがんでいく。

　ひ、ひ、と泣き叫びながら尻しり餅もちをつき、ズボンの股こ間かんが濡ぬれて広がってゆく。

　明確な罰則はなく、選せん賭きよから脱だつ落らくしたとしても序列が下がるわけでもない──。

　だが、それでも鈴江コウは絶望し、その想おもいはそれを目撃したすべての生徒に伝わった。

「会長を失望させておきながら、さて、いつまで学籍を保っていられるか……。せいぜい足あ搔がき、勝ち残って、豚から牙きばを生やした野豚くらいにはなってみせるがいい。一刀両断での永久除籍を免まぬがれたのも、その滑こつ稽けいさに期待してのことだからな」

「ち、違うんです、俺はただの実行犯で……です！　実は、その！」

　ちらり、と一瞬だけカメラの方向へ視線を配った鈴江コウの、卑いやしい貌。

　それは明らかに、誰かを道連れに沈もうとする──亡者の貌だった。

「黙れ、下げ衆す」

「ひっ!?」

「お前のつまらん企たくらみに水みず葉はを使ったことなど、とうに知っている。クズが！」

「ひ、ひっ……や、やめてください、助けてください!!」

「断る」

　ガッ、と、土下座する鈴江の頭を容よう赦しやなく踏みにじりながら。




「お前はそこで死んでいけ。──豚め」




　──ぷつん、と。動画はそこで終わっていた。

　紅ぐ蓮れんは予想以上に早い決着にわずかな驚きを覚える。

　恐らく、似たような手段に出る者が現れることは最初から予想済みだったのだろう。

　そうでなければ、ここまで即座に対応できるはずがない。

　それも含めての選賭、尋常に挑むならよし。されど不正を挑むなら、それはすなわち獅し子し王おう学園生徒会へ、全力で情報戦を挑むという宣戦布告に他ならないのだ。

　既にこの動画は学内ＳＮＳで拡散され、広まりつつある。

　生徒には生徒会の恐怖が深く刻きざみ込まれ、なお不正を働こうとする者はいるまい。

「だいぶ数は減らしたはずだが。こりゃ、もう少し手間がかかりそうだな……」

　これから数日、選賭期間内に水葉を勝ち残らせるために行う次の手、次の手、次の手を。

　冷静に考えながら、紅蓮は不思議な想いを感じていた。

（──なんだろうな、これは）

　まるで、五年前に戻ったような。

　誰かのために、家のために、機械の如ごとく冷静に、冷酷に、冷徹に。

　アイディアを搾しぼり出す脳の働きと、それに違和感を感じないこの感覚は──

　それこそ、まるで。

「……ぜんぜん似ちゃあいないのに、な」

　可か憐れんを。

　砕城かぞくを守っていると思い込んでいたあの時のようで。

　紅ぐ蓮れんはほのかに疼うずく『眼』を抑えながら、深々と息をついた。





　＊






「しかし、だいぶ減ったな」

「生徒会選せん賭きよの候補者数ですね。いまや80％以上が脱だつ落らくしましたが──」

「だいたい、あなたの……紅蓮さまの、力」

　生徒会選賭の不正と、鈴すず江えコウの破滅から三日後。

　学校帰りの並木道。

　紅蓮は、可憐と水みず葉はを引き連れて黄昏たそがれの中を歩いていた。

　いまだ学校に残ってＧＰ稼ぎに余念がない楓かえでと桃もも花かを置いて、少し早めの帰宅だ。

『普通』なら、授業から解放された清すが々すがしさに、胸躍るべき時間のはずなのに。

「欲望は諸もろ刃はの剣だ。──この学校の生徒は、みんな欲に満ちている。自分だけは特別で、自分だけは騙だまされず、自分だけは勝ち続ける。そんな幻想に酔っている」

「お兄様はその隙すきを突かれた。……見事な手腕です」

「楽すぎる仕事だ。《黒の採決ブラツクバウト》じゃ通用しない」

　いくら褒ほめられようと嬉うれしくなどない、あまりにもわかりきった結果。

　弱者を潰つぶし、蹂じゆう躙りんする行為は紅蓮にとって──何の感情も動かない、ただの作業だ。

「お前はどうだ、水葉」

「……え？」

「よくあるんだ。負けていた奴が、負け続けていた奴が勝ちはじめると──勝ちに酔う。誰かを潰すことに、成功を積み上げることに、悦楽を感じはじめる」

　それは、破滅への第一歩。

　浜辺で築く砂の城より遥はるかに脆もろい、甘い甘い勝利の毒──。

「そうなった奴は死ぬ。例外なく死ぬ。成功に溺おぼれて溺でき死しする。お前はどうだ？」

「……わたしには、向いてない。そういうの」

　うつむいたまま言う水葉の言葉に、噓うその匂いはまったくなかった。

　勝利に酔わず、成功を楽しまず、ただ質問に戸惑っている素直な反応。

「勝つのは……好き、じゃない。ただ、しなければならないから、しているだけ──」

「……そうか？」

「うん。わくわくしない、どきどきしない。……たいらなきもちの、ままだから」

　その目、その想おもいに噓うそはなかった。

　水みず葉はは勝利に溺おぼれていない、水葉は噓をついていない、それなのに。

　紅ぐ蓮れんは、何な故ぜか妙な気持ち悪さを感じていた。その感覚を振り払うように、ゆっくりと首を振って。

「……そうか。そろそろ終わる、しばらく待っててくれ」

「うん。……だいじょうぶ。静しず火かとたたかう、覚悟は……」

「できてる、と？」

　その短い問いかけに水葉は、ん、とこぶしを握って。

「……がんばる」

　震えながらも、微笑ほほえんでみせた。

「お兄様。今日の夕食は、超絶激辛麻婆マーボー豆腐にしますので、お買い物に行きましょう」

「待て、可か憐れん。……俺、あまり激辛系は好きじゃないんだが」

　ぷくっ、と。

　頰ほおをふくらませた可憐のまなざしに、紅蓮は「俺、何か悪いことしたか」と思った。

「お任せください、カプサイシンとうまみ成分を駆く使しし、トウガラシ１００本分の辛さと味を両立させてご覧に入れます。おいしさは可憐が保証しますよ」

　紅蓮の脳裏に、ごつい鉄鍋でゴボゴボと沸ふつ騰とうする真っ赤な麻婆が思い浮かび。

　想像するだけでじっとりと嫌な汗をかいた気がして、つんとした可憐を覗のぞき込こむ。

「味より健康の方を保証してほしいんだが……お前、何か怒ってないか？」

「はい。怒っています。というわけで今夜はお兄様のお部屋に可憐も泊まりますから」

「……おいこら待て。ただでさえ水葉にベッドを取られて、俺はソファで寝てるんだぞ。お前まで来たら俺の寝るところはどこだ。床か？」

　床暖房もあるし暖かい季節だ、風邪をひくことはないだろうが、それでもおかしい。

　突っ込むと、可憐は両手を広げ、我が身を抱きしめるようにくねりながら、

「そこは問題ありません。──妹布団、という素敵なパワーワードを今思いつきました」

「言葉は強いかもしれんが意味がわからん。いいから帰れ」

「嫌です！　二人きりの夜をこれ以上過ごさせはいたしません。断固として！　ダメと仰おつしやるなら桃もも花かさんの段ボールハウスを接収して、そこで一晩過ごします！」

　普段は素直に引き下がるだろうお兄様第一主義の可憐だが、今日だけは譲らず。

「……わたしがゆかでも、いいよ？　いっそ、さんにんで、とか……」

「認めません！　……と、言いたいところですが、お兄様の前ですか、後ろですか。それによって若干ですが妥だ協きようの余地があるかもしれません……！」

「えっと……じゃあ、わたしは、うしろからで」

「待て、お前ら。俺はケーキじゃない。勝手に分けるな」




　その後。

　紅ぐ蓮れんの複雑な想おもいとは裏腹に、『ディストピアゲーム』は踊るように進み──。

　十名の候補者が選出されるまで続いた。






●フェイクポーカー






　獅し子し王おう学園、大講堂──。

　クオリアシステムの陰に隠れて顧かえりみられる事は少ないが、広大な獅子王学園の敷地には、そうしたあたりまえの学校らしい施設も建設されている。

　遊戯をすべての中心とする獅子王学園において、生徒を一堂に集めるような行事の多くが省略されているものの、それでもわずかな機会に備えて充分な設備が整えられていた。

　例えば夏冬の長期休暇前後の集会、例えば著名人を招いての講演、例えば世界中の大企業を集めた合同説明会、そして唐突に開かれた生徒会選せん賭きよ──。

　告示から二週間を待たずに終了した『ディストピアゲーム』、その選ばれた候補者十名が大講堂の壇だん上じように登り、無数の生徒たちの嫉しつ妬と混じりの歓呼を受けていた。

　そして、その中に──。

「……結局、最後まで逃げられなかったか」

「運命ですね、お兄様。可か憐れんとしてはお兄様が傍そばにいてくれるだけで心強いです♪」

「朝あさ人との奴は気づいたらさっさと脱だつ落らくしてやがるし……あの野郎、うまくやりやがって」

「……がんばる」

　ぼやく紅蓮、その腕にしがみつく可憐。ぼうっとしたまま虚空に手を振る水みず葉は。

　壇だん上じように並ぶ十名の中で異彩を放つその三人を上階のガラス越しに見下ろし、学園の支配者たる生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やはつぶやいた。

「朝あさ人との姿はなし、か。反抗的な弟め。よほど俺のもとで働くのが嫌らしい」

「候補者が絞られるまで危なげなく残り、十一名となった時点で自ら脱だつ落らく。──確かに、意図的に会長との対決、または生徒会入りを避けたものと思われます」

　背後に控える御み嶽たけ原ばら静しず火かは、朝人の戦績が表示されたデバイス画面に目を落とし、淡たん々たんとそう告げた。

「驚くべきことに──白王子朝人は会長の実弟という立場にありながら、遊戯に関する目立った情報が何もありません。女生徒からの人気は高いようですが、それはルックスと人ひと懐なつこさによるもので、彼を脅威に感じている生徒は皆無──」

「あれは昔から人じん心しん掌しよう握あくに優れていてな。この学園に来てからは勝ちすぎず、負けすぎず。他人からの好感度を保てるように振る舞っている節がある。何を考えているかは知らんが、企たくらみを秘めるぐらいならばさっさと俺の前に来ればよいものを……退屈な奴め」

　そう、白王子透夜は退屈している。

　波風の立たぬ、この最強という玉座に君くん臨りんする日常に飽あき飽あきしている。

「退屈だ。静火、貴様をはじめとする生徒会役員共も、何な故ぜ今の位置に甘んじている？　俺はいつでも喉のど元を晒さらしている。食いついてくればいい」

　それは野獣の論理だ。

　極寒のツンドラで、灼しやく熱ねつのサバンナで、今も息づく野生動物の論理で、透夜は生きている。

　しかし静火は違う。

「お戯れを。……私如ごときが会長に挑むなど、天に唾つばするが如き愚ぐ行こうです」

「天に唾を吐き、太陽を堕おとさんと足あ搔がくことこそ遊戯の真しん骨こつ頂ちよう。血湧わき肉躍る至高の遊びを愉たのしめぬとは、哀あわれな奴だ。貴様も、あの姉を見習ったらどうだ？」

「！」

　壇上でぼうっと成り行きを見守っているようにしか見えない水みず葉はを指した言葉に、静火は刃やいばのように鋭するどく整えられた眉まゆをきゅっと細め、もう一度口にした。

「──お戯れを。此こ度たびは姉の監督が行き届かず、申し訳ありません」

「かまわん。貴様ら姉妹の相そう克こく、なかなかに見応えがある。おもしろい余興だ」

　蟲こ毒どく、というものがある。

　毒虫のたぐいを暗所に密閉し、互いに殺し合わせてただ一匹を生き残らせる儀式。

　科学的根拠のかけらもないオカルト。

　だがそうして生き残った最後の一匹こそ、毒に満ちた学園のエキスを限界まで濃縮した生ける猛毒、獅し子し王おう学園生徒会に連なるべき、選別されしひとりとなる。

「そうして生まれた一匹を、極上の舞台で俺が喰くらう。そう、その時──俺のこの退屈、乾きがほんのわずかでも癒いやされるだろう。ああ、楽しみだ」

「……微力を、尽くします」

「行くがいい。貴様もまた蠱毒の一匹──貴様が姉を喰い殺すか、あるいは姉が貴様を喰い殺すか、はたまた共に喰われるか」

　そこで、白しろ王おう子じ透とう夜やはふと思いついたように。

「ところで、ディーラーは決まっていたか？」

「は。カードの取り扱あつかいに長たけた教職員に依頼する予定でしたが、それが何か？」

「却下だ。この俺が、カードを切ってやろう」

「は!?　会長自らが……ですか!?」

　あまりに唐突な提案に、静しず火かが目を丸くする。が、透夜は機嫌よく。

「安心しろ、勝負に介入する気はない。機械の如ごとく正確に、一切の感情も操作もなく、場にカードを撒まいてやろう。俺は見てみたいだけだ、最も間近で、この遊戯をな」

「……ただの、生徒会役員の補充ではない。そうお考えですか？」

「当然だ」

　ニヤリと笑い、透夜は振り返りながら告げた。

「生徒会選せん賭きよ最終戦、選抜遊戯──俺の前に差し出すに相応ふさわしい、価値ある宴うたげにしてみせよ」

「……は！」

　靴音高く踵きびすを返す静火を見送り、透夜はそれまでとは異なる表情を浮かべた。

「せいぜい俺を愉たのしませてほしいものだが……貴様如きにそれができるかな？　静火」

　冷めた言葉は、静火の耳に届くことなく、講堂の喧けん噪そうに吞のまれて消えた。





　＊






　獅し子し王おう学園大講堂の壇だん上じように仮設された豪ごう奢しやな遊戯卓。

　さらにはクオリアシステムの端末によって拡張現実ＡＲの演出が施ほどこされ、この場全体が高級カジノのような光景に塗り替えられた。

　最先端の技術によって昔ながらの地味な遊戯が至上の娯楽へと変化したのである。

　そして今、生き残りを賭かけチップを奪い合う、十名の候補者が並ぶ。

　大講堂には、彼らの行く末を見守ろうと大勢の生徒たちが詰めかけていた。

「──なかなかの熱気だ。久しぶりに血が騒ぐな」

　その支配者デイーラーとして透夜が登とう壇だんした時、場は最高潮に達した。

　上着を脱ぎ、いかにもディーラー然としたスーツに着替え──一切のイカサマ、操作をせぬ証あかしに袖そでとポケットすべてを縫いつけ、中立と呼ぶにはあまりに濃い存在感を誇ほこる。

　傍らにはバニーガールの衣装に身をつつんだ時とき任とうミミ。口を銀製のマスクで覆われ、ひとことも喋しやべることを許されぬその姿は、文字通り観客の目を愉たのしませるだけの役割しかない愛玩人形マスコツトであった。

　そんな彼らが睥へい睨げいする中、凛りんと立った静しず火かは炎ほのおのように熱く、そして静かに語りかけた。

「生徒会選せん賭きよ最終戦──私との一対一の直接遊戯。誰よりも先に私を下した一名の勇者だけが栄光を手にする。『フェイクポーカー』の開幕だ！」

　五名と五名に分かれた候補者たちの中心に立ち、登とう壇だんした静火が宣言する。

　もはやこの場に、無骨な講堂の雰囲気はなく、シックな雰囲気にまとめられた大都会のカジノそのものだ。最も優雅に洗練された戦場がひとつの学園の中に再現されていた。

「ルールは複雑ではない。ベースは最もポピュラーなポーカールール……」

　スポットライトを浴び、侍さむらいのようなポニーテールを揺らして静火は続ける。

「５枚の手札を用いて役を作る『ドローポーカー』であり、より高い役を作った者が場の勝者となる！　……が、その際すべての手札を公開する義務はない」

　ディーラーがカードを配り、手札を換え、チップを賭かけ、役を公開するより早く。

「任意の枚数、手札を伏せたままで己の役を申告してもよい。すなわち虚きよ偽ぎ、ハッタリ。──ブラフによる勝利、敵を欺あざむき勝利をもぎ取る戦略が重要となる！」












　噓うその役をいかにして真実とするか。

　真実をいかにして偽装し、欺あざむくか。

「されど、虚構にのみ立つ勝利など意味はない。故に、参加者すべてには虚きよ飾しよくを断たち切る断罪の剣が与えられる──即すなわち、《審判ジヤツジ》の宣告だ」

　噓を切り裂く快かい刀とう乱らん麻ま、断罪の剣。

　手札を伏せて役を申告し、噓を指摘された場合。

　役が成立していなければ、噓つきはペナルティを支払う。

　役が成立していたならば、不当な審判を突きつけた者がペナルティを支払う。

「偽いつわりの役を申告、《審判》で暴かれた場合──真実の役で勝敗を判定する。ペナルティの清算とゲーム結果の精算は別に行われるので注意すること。その他、詳しいルールは生徒手帳にて参照し、確認すること。この勝負に異論なき者は『受じゆ諾だく』せよ！」

　その場に並ぶ十名の候補者、その全員のスマートデバイスに表示される文字。




『遊戯種目【フェイクポーカー】について、説明を開始いたします──

　基本は１対１のドローポーカー。

　使用カードはジョーカーを除いた52枚。

　プレイヤーはそれぞれ１００枚のチップを持ち、

　どちらかのチップがゼロになる、または敗北宣言まで遊戯を続行します。

　また、手札を明かし役の強さを判定する段階において、

　すべてのカードを公開する必要はなく、任意の手札を伏せた状態で、

　役を自己申告することができます。

　手札を伏せて役を申告した場合、相手側は【審判】を宣告する権利があります。

　すべての手札を開いて宣言した役と手札が異なった場合、

　【審判】成立とみなして10枚のチップを奪い取ることができます。

　ただし、宣言した役と手札が同一であった場合、【審判】不成立とみなして、

　10枚のコインを逆に伏せた側へ支払わなければなりません。

　毎回の参加費はチップ５枚、毎回必ずそれ以上のチップを賭かけなければなりません。

　フォールドした場合賭けたチップはすべて相手側に移ります。

　手持ちのチップが５枚以下となった場合敗北となります──』




　要は、最低毎回５枚のチップが動くことを強制された削けずり合いゲーム。

　機械音声が素っ気ない説明を読み上げた後、選択肢が提示された。




『生徒会選せん賭きよ最終戦　【フェイクポーカー】参加を要請されています。受諾エントリーしますか？』




　その表示を適当に眺め、紅ぐ蓮れんは場で最も冷めた目で周囲を俯ふ瞰かんする。

（──どいつもこいつも、飢うえた目だ）

　紅蓮、可か憐れん、水みず葉はを除く七名の候補者たち。

　全員が欲望に満ち、自分の勝利を信じて、開示されたルールを凝視していた。

　即受じゆ諾だくする者はいない。戦場の法則を理解せぬまま、実戦に飛び込むバカはいない。

　淘とう汰たされ、選別された強者の群れであるからこそ──。

（『勝利』に酔っぱらった、中毒者ジヤンキーばかり）

　闇の世界で腐るほど見てきた者たち、そして憂い、捨ててきたはずの世界。

　そのはずなのに、この場に立っている己の矛盾に、正直言って反へ吐どが出そうだ。

　対戦順は受諾した者から始まる早い者勝ち。しばし参加者たちはお互いを牽けん制せいしていたが、野心の強い者から次々と痺しびれを切らしたように勝負の場へと向かっていく。

　いつしか残ったのは、三人。

　紅蓮、可憐、そして水葉──。

「──お兄様。申し訳ありません、可憐のわがままに、つきあわせてしまって」

「何だ、可憐。いきなり」

　傍そばに立つ可憐が、わずかに背伸びして耳たぶにささやきかける。

　その目はいつもと違う、ささやかな不安に揺れていて──。

「お兄様は、もしかしたら遊戯をしている私がお好きではないかもしれません」

「……そうだな、そうかもしれない」

　昔の自分を見ているようで。

　胸を貫つらぬかれるように心苦しい瞬間があることを、否定しきれなくて。

　そう答えた紅蓮に、可憐は切なく微笑ほほえむ。

「だからでしょうか？　最近は水葉さんにかまってばかりで、可憐を見て頂けないのは」

「それは違う。──いい機会だから言っておくが、あいつ……水葉に協力していたのは、あいつが自分で遊戯を『選んだ』からだ。それなら、俺が何か言う筋合いじゃない」

「……私も、そのつもりですが？」

「俺やお前は生まれが生まれだ。自由意志も選択もなく、生まれた時からダイスやカードを握らされてきた。せめて、お前にだけは与えてやりたかった。──『選択』を」

　だからこそ、紅蓮は戦った。

　五年間の無敗、身を削けずり心を砕かれんばかりの修羅道はすべてそのために。

「だが、可憐。お前が自分の意志で遊戯を選ぶのなら、止めるわけにはいかないだろう。俺は選ばなかった道だが、だからってお前をつきあわせるつもりはないからな」

　妹と道が分かたれるのは、少々寂しいが。

「だから、この場で俺に見せてみろ。砕さい城じよう可か憐れんという人間の実力、遊戯者としての資質を。──精一杯やって、それが本当にお前の望むことなら、もういいさ」

「……はい。ありがとうございます、お兄様……」

　す、と可憐は丁寧に一礼すると、デバイスの画面をタップし受じゆ諾だくする。

　欲望渦巻くカジノに向かう妹の後ろ姿を見送って、紅ぐ蓮れんは自分の手元でほのかに熱く光るデバイスの選択肢を眺め、さてどうしたものかと考えて──。

「──うらやましい、な」

「水みず葉はか。……さっさと受諾しないのか？」

「そのつもり、だけど。つい、みとれてて……。とっても、すてき」

　何をだ、と問うまでもない。

　紅蓮と可憐の絆きずな、互いを思いやる意志──それを水葉は、羨うらやんでいるのだ。

　そう思い、紅蓮は自然と彼女に目をやり、息をつくように言った。

「兄妹きようだいだ、あたりまえだろ。お互いを想おもう気持ちは、道を違たがえても変わりないからな」

「……そう、かな。やっぱり、わたしは──」

　茫ぼう洋ようとしたその目には、羨せん望ぼうがわずかに浮いて。

　卓につきゲームの開催を静かに待つ可憐、堂々と場に君くん臨りんする静しず火か、そして見守る紅蓮を順番に見て──水葉は、最後に己の胸をそっと抱いた。

「やっぱり、うらやましい。あんな、妹がいて……」

「自慢の妹だよ。……水葉も、堂々とそう言える日がくるといいな」

「…………」

　紅蓮の言葉に水葉の返事はなかった。

　ぼんやりした瞳にはどんな感情が宿っているのか、紅蓮にも正確にはわからなかった。

　二人の会話が聞こえたのか、妹はくるりと椅い子すを回して振り返り。

「可憐はお兄様のために戦います。お兄様の先駆けとなり、お兄様のために敵を駆く逐ちくし、生徒会に入った暁あかつきには、お兄様を引き立てます。すべては、お兄様に学園の頂点に立って頂くために。可憐が戦う理由は、それだけですから」

「……バカなことを。この生徒会選せん賭きよ、会長が見守る場で不ふ遜そんにも程がある……！」

　フン、と静火が鼻を鳴らした。腕組みしたまま可憐を見下して、彼女は言う。

「身の程知らず、世間知らず、常識知らずにも程があるな、砕城兄妹。お前たち如ごとき、私の壁すら越えることはできん。それほどの高みに、会長はいる……！」

「自分より強い誰かの名前で人を脅おどすのって、格好悪いと思うんだがな」

　紅蓮のあっさりとした反論に、静火は目に怒りの火を灯ともした。

「その言葉、忘れるな。さあ、早く受諾しろ。さもなくば尻尾しつぽを巻いて逃げ出すか？」

「……やれやれ」

　紅ぐ蓮れんの指が『受じゆ諾だく』をタップするより一瞬早く、隣からアナウンスが響いた。

『生徒会選せん賭きよ最終戦、選抜戦。『フェイクポーカー』御み嶽たけ原ばら水みず葉は──受諾』

　紅蓮に先んじてタップした水葉は、それまでに見たことのない、いたずらな笑顔で。

「──さき、いくね？」

「……ああ」

　どこか颯さつ爽そうとした足取りでミニスカートを翻ひるがえし、卓につく。

　その背中を見送り、わずかに遅れて紅蓮もその場について──。

「では、はじめよう。先んじて受諾した者から順に静しず火かと一対一で対戦し、最も早く勝ち星を挙げた者に生徒会役員の座が与えられる。勝者はすべてを得、敗者は何も得られない」

　十人の候補者を睥へい睨げいする支配者、白しろ王おう子じ透とう夜やが言い、カードを繰る。

　その手さばきはまさに神業。

　ＣＧで作られたかのように滑なめらかに、52枚のトランプが切られてゆく。

　パラララララ、とシャッフルの音を立てながら、透夜は獅し子しの笑みを浮かべて。




「──遊戯、開始だ！」




　短く宣告し、決戦の幕を開けた。






●妹の、妹による、妹のための遊戯






　遊戯は穏やかに始まり、そして激烈に流れてゆく。

『──チップ０、脱落アウト』

『──チップ０、脱落』

『──チップ０、脱落』

『──チップ０、脱落』

『──チップ０、脱落』

『──チップ０、脱落』

　六度行われた遊戯は、いずれも呆あつ気けなく終了した。

　生徒会入りの野心を秘めて挑戦した候補者たちは皆、独自の戦略を以もつて挑んでいたのだが──。

　一部始終を静観していた紅蓮へ、隣に座る可か憐れんがこっそりとささやきかける。

「どうお考えですか、お兄様？」

「一人目から三人目は論外だな」

　断言。

　紅蓮の声音には慈悲も容よう赦しやもない。

「早々に敗退したあの三人。奴らはディーラーを疑うたがいすぎていた」

「ディーラー……生徒会長を、ですか」

「気持ちはわからんでもないがな。カジノに雇やとわれた一流のディーラーは巧たくみに場を支配して気持ち良く勝たせ、トータルでさりげなく負かす。結果としてカジノは潤うるおい、客は金を落とすって寸法なんだが──」

「カジノの真実を知っていればこそ、ディーラーの『手心』を疑う……と？」

「そういうことだ。最初の三人は生徒会長が御み嶽たけ原ばら妹に有利になるような手を配っていると疑い、裏の裏をかこうとした」

「知識があるからこそ。上位十人に残れる実力があるからこそ、深読みしてしまったわけですね」

「いや、違うな」

　可か憐れんの言葉をあっさりと否定し、紅ぐ蓮れんは続けた。

「あの若白髪の人間性を読み切れなかったがゆえの、必然の敗北。弱さゆえの敗北だ」

「生徒会長の人間性とは？」

「あいつは誰にも贔ひい屓きしない。生徒会役員が勝とうが一般生徒が勝とうが知ったことじゃない。最後に自分という強者を楽しませてくれるなら、道筋なんてどうでもいい。……小こ賢ざかしい手管でお仲間を勝たせてやる甘さなんざ持ち合わせてないんだよ」

「……なるほど。生徒会長がイカサマを使うと読んだ生徒は、そこの理解が足りていなかった、と」

「ああ。絶対強者は小賢しい真ま似ねはしない。それを理解できず、弱者である自分の物差しで白しろ王おう子じ透とう夜やを量った──まったく、馬鹿な奴らだ」

「四人目以降の方々は、三番目までの方々より粘っていますね。ほんの数ターンではありますが」

「最初の奴らを生いけ贄にえに、遊戯の本質を理解した奴らだが、それでも相手が悪いな。七人目のあいつも限界だ。今まではぎりぎり、しのげていたが──」

　基本的なルールはごく普ふ遍へん的てきなドローポーカー。

　ジョーカーを含まない52枚のトランプを使い、１００枚のチップをそれぞれ持って、勝負のたびに５枚を参加費として支払い、ディーラーから５枚のカードを受け取る。

　各遊戯者はそれを確かめ、そして三つの選択肢から行動アクシヨンを選ぶ。

　相手が先に賭かけたのと同額のチップを賭ける──コール。

　相手よりさらに多額のチップを賭ける──レイズ。

　最後に、その場を諦あきらめて撤退する──フォールド。

　最初の手札でどれだけのコインを賭けるのか、双方が意思表示をしたら次のフェイズ。

　不要なカードを捨て、捨てたカードと同じ枚数のカードを補充ドローする。

　そして入れ替わった手札を基準にまたコール、レイズ、フォールドからひとつの行動を選択し、双方の役の強さを競う──手札開示シヨウダウン。

「恐らく、時間の問題だろうな」

　紅ぐ蓮れんの視線の先、七人目の男子生徒が静しず火かに挑んでいた。

　配られたカードを確かめ、勝負手がきたのだろうか？　彼は一瞬だけ笑みを刻きざんで。

「……レイズ」

　じゃらり、と手元のチップを場に出すと、ほぼ間かん髪ぱつ入れずに。

「コール」

　同額のチップを静火は賭かけ、相手の額ひたいに隠し切れぬ汗が滲にじんだ。

　震える手で伏せた５枚の手札から２枚を選び、透夜デイーラーに差し出す。

　透とう夜やは無言のままカードを換えた。

　手元にきた２枚の新たなカードを一いち瞥べつした男子生徒はニヤリと笑い、

「レイズ。全額オールインだ」

　残されたコインのすべてをこの勝負に捧ささげた。

　これ以上ないほどに強気な行動アクシヨン。

　よほどの勝負手がきたのか。あるいはただのブラフなのか。

　常人であれば非常に悩まされる局面だが──

　対面しているのはＳランク序列４位の御み嶽たけ原ばら静火。

　彼女の口からは呆あきれたため息が漏もれるのみ。

「お前は、私と先の六人との遊戯を血ち眼まなこになって観察していたようだが、その結果がこのザマか。泣きたくなるほど哀あわれだな」

「……は？　なに、言って……」

「６回もの遊戯を見れば、私の手の強弱など看かん破ぱできてもおかしくないだろうに。何な故ぜ、よりにもよってこんなタイミングで勝負に出たのか……相手の表情を読むのはポーカーの基本だぞ？」

「う、うるさい！　勝負だ！」

「いいだろう──手札開示シヨウダウン」

　男子生徒は激しく手札をたたきつけ、静火はそっと手札を開いてみせた。

　静火の手は、フルハウス。

　カードを一枚も伏せることなく、正々堂々と極上の強さの手を見せつける。

　一方で男子生徒の開示した手札は３枚が伏せられた虫空きの状態で。

「ストレートフラッシュだ！」

「《審判ジヤツジ》。どれだけ醜みにくく足あ搔がこうと、お前如ごときの手に勝負手など訪れない」

「──!?」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもない宣言。

　直後、天井から３本の剣が降り注ぎ、３枚の伏せカードが貫つらぬかれた。

　講堂に運び込まれたクオリアシステムの端末が見せる幻想エフエクトだが、その圧倒的な存在感に、男子生徒はひっと悲鳴をもらして後ずさった。

　卓の機能によって自動的にカードがめくられていく。

　男子生徒の敗北を決定づける無慈悲な断罪。

「お……」

　噓うそを暴かれた男子は、震える指を静しず火かに向ける。

「おかしいだろ!?　さっきから、なんで判わかるんだよ!?　迷うそぶりもなく言い当て続けるなんて、ありえねえ！」

　強く卓をたたき、男子生徒は脂汗を飛ばしながら叫んだ。

「まさか、イカサマじゃねえだろうな!?　生徒会だけが判る合図で俺の手札を教えてるとか、配ったカードを伝えてるとか、何かこのテーブルに仕込んでるんじゃ……！」

「くだらんな。イカサマというのならそれを証明するがいい」

「ッ……!!」

　こぶしを握りしめ、男はふるふると震える。

　静火は腕を組んだまま冷たい眼まな差ざしで男子生徒を見下し、

「会長ならば弱者の戯たわ言ごとに耳を貸さず無言で斬きり捨てるところだが……私は己の正義を疑うたがわれたままでは我が慢まんならん性質でな。生徒会の公平性を証明するためにも、ひとつ教えてやろう」

　静火は男子生徒の顔に、剣の如ごとくしなやかな指をつきつけた。

「額ひたいに汗を浮かべ、口元をわずかに歪ゆがめる──悪あく辣らつなる感情を抱いたとき、お前の顔はそんなサインを示す。自覚はないだろうがな」

「それで、噓の手で勝負を申告するつもりだとわかったってことか？　ま、待てよ。それはありえない。だって──」

　男子生徒は混乱した様子で声を荒らげる。

「──俺がブラフを使ったのは、今の一度きりだぞ!?　癖を読み取られるような機会はなかったはずだ！」

　男子生徒の言い分はもっともだ、と紅ぐ蓮れんは思う。だが同時に哀あわれにも思った。その程度の認識だから負けたのだと気づけないのは、どうしようもなく哀れだ。

　癖を読み取られる機会はなかった？

　馬鹿を言え。

「６回」

「え？」

「お前が戦う前に６回、私に挑み、敗退していった者達たちがいたな」

「……それがなんだって言うんだよ!?」

「この生徒会選せん賭きよの最終戦は早い者勝ちだ。先に私を倒した者が生徒会入りの栄えい誉よを手に入れる。自分よりも先に挑戦した者に勝ち抜けされてしまえば、すべてが終わりだ。だからだろうな──お前は、挑戦者が負けるたびに額ひたいに汗を浮かべ、口元を歪ゆがめていた」

「なっ……」

「悪あく辣らつなる感情を抱いたとき、その顔がどんな反応を示すのか。私は６回も観察することができたわけだ」

「卓につく前から俺の顔を観察してたってことか!?　実際に他の奴を相手にしながら!?」

「自惚うぬぼれるな。誰がお前だけに注目するものか」

　静しず火かは不快げに吐き捨て、檀上に上がる候補者全員を見回した。

「ここにいる全員を視界に収め、つぶさに観察させてもらった。お前達が６回分の遊戯を経て私の癖を分析している間、私もまた、お前達を分析していた。ただ、それだけの話」

　生徒会の氷剣エストツク。

　学内ＳＮＳの戯れにつけられた仇あだ名なに相応ふさわしく、彼女の冷たく研ぎ澄まされた論理の剣は、相手の心の鎧よろいを鋭するどく貫つらぬいた。

　それは表情筋の０・１ミリの変化。

　それは皮膚の毛穴が開き自然とにじみでる極微の汗と体臭の変化。

　それはわずかに惑う目線のブレや眉まゆの動き──。

「己の出番になってからポーカーフェイスを貫いたところで遅すぎる。私はお前の情報を完全に観察し、理解し、論理の剣を完成させた。どのようなブラフも私には通用せん。お前という人間は、１００％、解析できているのだから」

「……で、できる、わけが、ねえだろ!!　そんなこと、できるわけがっ……!!」

「不服ならば何度でもかかってくるがよい。選賭の結果は脱だつ落らくだが、私はいつ如い何かなる時でも遊戯を受けつけている。今度は己がＧＰを賭かけ、私の観察眼が偽物であると証明してみせろ」

「や、やってやろうじゃねえか！」

　必死の形相で叫ぶ男子生徒。

　そんな居い丈たけ高だかな姿に、静火は片手で顔を覆った。

「ここまでされて心が折れないのは才能だな。だが、愚おろかだ」

「はっ？」

「左手の小指の震え。全身の筋肉がわずかに弛し緩かんし、椅い子すにかける角度が２度深くなる。他にも遊戯中に見せたお前の癖は無数に存在する。表情筋を抑える訓練をして再戦を挑むつもりだろうが……予言しよう。それは、無駄な努力だ」

「……!?」

　復ふく讐しゆうに己を奮ふるい立たせることで、わずかにプライドを保っていた男子生徒。

　その自尊心が音を立てて崩れていく。

　何度挑んだところで結果は変わらない──氷剣によって、そう格付けされたのだ。

　男子生徒の顔が赤く染まり、ついで青ざめてゆく。

　壇だん上じように掲げられた大型液晶ディスプレイにその顔色が映し出され、観戦していた生徒達たちが嗤わらう。

「観察し、推理し、計算し、研けん鑽さんできぬ者は私には勝てない。失うせろ、弱者め」

　静しず火か。

　その名に相応ふさわしく──音もなく燃える蒼あおき炎ほのおの如ごとく。

　灰となって燃え尽き、崩れ落ちた男子生徒に、熱く、冷たく、そう言い放った。




「時間をかければ、論理の剣が抜かれるわけですか」

「そうなるな。あの女の武器は探偵顔負けの観察力、推理力──時とき任とうミミの『耳』に比べりゃまだ人間業の範はん疇ちゆうだが……ったく、面倒極まりない奴らだ。生徒会ってのは」

　遊戯の様子を見届けた可か憐れんがつぶやき、紅ぐ蓮れんが答える。

　肉眼でほとんど見えないような汗の滲にじみや筋肉の動作、本人も理解できない癖まで。

　そのすべてが静火の推理によって組み立てられる剣の部品となり──

　あらゆる行動を読み切り敵の一点を貫つらぬく氷剣エストツクが完成する。

「だが、裏を返せば──」

「ええ」

　癖を分析し、完成された剣を抜くまではただの人。

　手堅く論理を重んじる──ただそれだけの遊戯者に過ぎない。

「いつまで喋しやべっているつもりだ？　次はお前の番だ」

　冷たい声音で静火が斬きり込み、可憐はにこりと微笑ほほえんで彼女に答えた。

「あら、すみません。お兄様と語らう時間が幸せすぎて、貴女あなたのことを忘れていました」

「つまらん挑発だ。勝負するか、それとも兄とのおしゃべりを続けるか、すぐに選ぶがいい。砕さい城じよう可憐」

「それならお兄様の一択ですね。と、迷わず選びたいところですが」

　にこり、と可憐は微笑んで。

「では、お兄様。あの錆さびた刀剣を折ってまいります。どうか可憐を見守っていてくださいね？」

「ああ。──そうしてくれると、楽でいい」

　本心からの紅蓮の言葉にさらに燃えて、可憐の瞳に炎が宿る。

　蒼あおい炎ほのおを宿す静しず火かと、兄への想おもいに紅あかく燃える可か憐れん──。




　ふたつの炎は、今まさに激突しようとしていた。





　＊






（さて、どうなるかな──）




　勝負の行方を冷静に俯ふ瞰かんしながら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは場を見守っている。

　１００枚ずつチップを受け取った静火と可憐は、合わせ鏡のように揃そろった仕草で。

　裏返しで渡された５枚の手札を、ふたりが共に確認し──




「まずは様子見から……。コールです」

「コールだ」

　可憐が場に５枚のコインを押し出すと、静火は即座に応じた。

「決断が早いのですね？」

　首を振って手札交換を拒みながら、可憐。

「迷うことなど、何もない」

　すっぱりと断たち切るような言葉で答え、静火はカードを換えた。

　何ひとつ奇妙なところのない、ごくごくあたりまえのポーカーの流れ。

　いつもの穏やかな笑みを浮かべる可憐、沈黙しつつも闘志を燃やし続ける静火。

　一見互角に見える両者に、もし差があるとするなら──

（──あの様子から見て、御み嶽たけ原ばら妹はこのゲームに慣れてるらしいな）

　先に挑んできた七人を捌さばく手腕は、経験を感じさせるものだった。

　堅実で確実な勝ち筋。相手の表情から手を読み切り、不利ならば即座に降りる。

　何の面白みもない王道の手順。だがそれゆえにブレることなく安定して強い。

　この遊戯で認められている「噓うそ」を一切使わず、正攻法のポーカーで勝負している点も、静火の安定感を物語っているといえるだろう。

　世間一般に浸透していないオリジナルゲームに直面した時、人はついこう考えてしまう。

　その特殊ルールを最大限活用しなければ勝てない、と。

　人は「新しいもの」を特別視しがちだ。

　しかしそれは思考の罠わな。

　実際はあえて特別ルールを無視した方が勝率が高い場合も多い。

　御嶽原静火は普通のポーカーと同じやり方を貫つらぬくことが正解だと自分の中で結論づけているのだろう。

　ゆえに迷わない。フェイクポーカーに熟練した者の動き。

　それに比べて可か憐れんはおそらく初体験。

　先の男子生徒のようにうかつな行動を取っていたわけではない以上、論理の剣が抜かれるにはまだ時間がかかるだろうが……もたもたしてはいられない。

「コールです」

「コールだ」

　賭かけたチップを増やしも減らしもせず、勝負を降りることもなく。

　二人は共に宣言し、ディーラーの立ち合いのもとで役を判定されるシヨウダウン。

「……ツーペアだ」

「あら、では私の勝ちですね」

　伏せることなく、ツーペアを晒さらした静しず火かに、可憐は微笑ほほえみかける。




「失礼、フラッシュです♪」




　──ざわっ。




　提示されたカードに、観客席が静かにざわめいた。

　可憐が見せた札は♥の５、８、９……そして残る２枚は裏返しの『伏せ』カード。

　フラッシュはすべてのスートが同一である場合に成立する役。

　伏せた２枚のカードが♥ならば、可憐の手札は５枚全部が♥となりフラッシュになる。

　そうでなければ、それは。




「《審判ジヤツジ》」




　迷いなしに、静火は宣言した。

　ＡＲ技術で投影された剣のＣＧが伏せた２枚のカードを貫つらぬいた。

　ディーラーを務つとめる透とう夜やが軽く指を鳴らすと、遊戯卓が自動的に裏返されたカードをめくっていく。




「♣の４、♦の２。──《審判》成立だ」




　ざわり……と観衆がざわつく。

　初手からブラフで攻めた可憐。そしてそれを瞬時に看かん破ぱした静火。

　勝負の流れは静しず火かにある。

　多くの者がそう考え、密ひそかに勝負を見守りながら端末を操作、学内ＳＮＳを通じた勝負の行方を賭かける便乗ゲームのオッズが変わっていく。

　だが、そんな周囲の反応とは一切関係なく、可か憐れんはごくあっさりとチップを数え。

「不思議です。迷わないのですね？」

　可憐は賭けた５枚と《審判ジヤツジ》のペナルティ10枚──合計15枚を支払い、残り85枚。

「伏せカードに惑わされる必要などない」

　静火、チップ15枚を加えて、１１５枚。

　手元に集めたチップの山を５枚ずつ等間隔に並べながら、彼女は続けた。

「手札の中で役ができている確率はノーペアが50％、ワンペアが42・３％、ツーペアが４・８％、スリー・オブ・ア・カインドが２・１％、フラッシュが０・２％」

　氷剣エストツクに、曇りなし──。

「『もしも』はあるかもしれないが、基本的に強い役は揃そろわないものだ」

「なるほど。勉強になります♪」

「揺さぶりをかけているつもりだろうが、無駄だ。私はブレない。勝とうが負けようが、我が剣は折れず、曲がらず、迷わない……！」

　二人の視線が火花を散らす中、透とう夜やの口元がニヤリと笑みを刻きざんだ。

　無言のままカードが切られ、ふたたび５枚の手札が二人の手元に宿る。

　運命を握るそれは、まさにこの戦場における唯一の武器──！

「コール。参加費の５枚のままでいいです」

「私も、コールだ」

　可憐は手札２枚を交換ドローし──。

「──なるほど♪」

　いたずらっぽく笑う可憐に構わず、静火は手札３枚を交換。

　ポーカーフェイスの静火と微笑を浮かべる可憐は、ふたたび激突の時を迎える。

「ツーペアです♪」

　♣の４、♥の６、♠の８。

　２枚のカードを伏せ、可憐が提示した手札は、絵柄も数字もバラバラの３枚。

「……ワンペアだ」

　対する静火はすべての手札を明らかにしたまま、３のワンペアを堂々と掲げる。

「──《審判》はなさらないのですか？」

「しない。手を入れ替えてのツーペアは高確率で成立する役だ」

　可憐は自ら、伏せていた手札を開く。

　そこにあるのは、♠の４、♦の６、明らかなツーペアの形で──。




可か憐れん　残りチップ90枚

静しず火か　残りチップ１１０枚




　このターンの勝負自体は可憐の勝ちだが、《審判ジヤツジ》を誘えなかったため、大して枚数の差は縮まらなかった。

「なるほど。強い、そして硬いですね。ですが、それではお兄様にはかないません」

「ふん。兄をいたく信頼しているようだが、所しよ詮せんは大海を知らぬ蛙かえるだな」

「ふふ。面白いですね♪　どちらが大海を知らない愚おろか者なのか、今すぐに思い知らせて差し上げましょう」

「お前が、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに代わって実力を示すと？」

「とんでもありません。私などはお兄様の足元にも及びませんよ。ですが──」

　髪の隙すき間まから覗のぞいた目に妖よう狐この如ごとき妖よう艶えんな光を灯ともして。

「──お兄様の足元に広がる影の、ほんの一端くらいには、至っていると思いますよ？」

「……時とき任とうの罪は重いな。卑ひ怯きような奇襲で成り上がっただけの者たちに、ここまで調子に乗らせてしまうとは」

　静火は深くため息をつき、可憐を冷たく睥へい睨げいした。

「会長の築き上げた王国にお前たち兄妹きようだいは必要ない。お前たちはここで無様な姿を晒さらし、大いに失望されるといい」

　その言葉を合図としたかのように、ふたたび手札が回る。

　５枚のカードを扇のようにぱらりと広げて見た瞬間、可憐は──。

「レイズ。40枚です♪」

「…………」

　静火は決して表情を変えず、声も出さず、纏まとう空気すらも揺るがない。

　だが、群衆は一気に差し出されたチップに驚きよう愕がくし、可憐の手札を凝視する。

『……おいおい、一気に半分以上の大賭かけとか、どんな手がきたんだよ!?』

『いや、ブラフだろ？　どうせやるならあのくらい思い切っていけば、あるいは』

『ないない。相手はあの氷剣だぞ。ありゃあ絶対、勝負手だって……！』

　ヒソヒソ声が沸ふつ騰とうし、学内ＳＮＳが興奮の坩る堝つぼと化していく。




　高まる場の熱気と注目を一身に浴びながら──。

　御み嶽たけ原ばら静火は冷静に、警戒を深める。




（強気に過ぎる。確率は低いが、本物の大物手が入った可能性も否定できない）

　静しず火か自身の手札は７のワンペア。

　勝負するにはいささか心もとない手だが──。

（フォールドで場を流すか？　安全策を取るなら、その一択だが）

　砕さい城じよう可か憐れんという人物を見切るためには多くの情報を必要とする。

　静火が誇ほこる論理の剣、すなわちそれは蓄ちく積せきされた人物データだ。

　その異常な観察力と記憶力により対象のあらゆる癖、発汗や体温上昇に至るまでの生理データまでをも読み取り、蓄積して、その思考を完全に読み切る彼女の『能力』。

　心音で噓うそを聴き分けた時とき任とうミミのようなオカルトじみた超能力とは違う。

　人間の本質は、遊戯に挑む態度で現れる。場の有利不利で態度を変える者、窮きゆう地ちで怒る者、泣く者、笑う者、逆に勝利が目前に迫せまった時に喜ぶか、警戒するか、完全無欠に無関心か。遊戯には人間の本質的な性格を浮かび上がらせる魔力がある。

　それら遊戯に挑む態度のすべてを、静火は脳内にデータベースとして蓄積しているのだ。

　さまざまなパターンを知り尽くし、目の前の人物がどの類型に当てはまり、どんな身体的なサインを出すのか──それを看かん破ぱするのは、実は超能力などなくても可能である。

　凄すご腕うでの刑事。あるいは、名うての占い師。

　彼らが行っていることと本質的にはまったく同じなのだから。

　だが今の静火はまだ可憐を把握しきれていない。

　砕城可憐という人間がどの類型に当てはまる人物なのか、読み切れていない。

　だから、ここは是ぜが非ひでも手札を開かせたい。

　砕城可憐という人物を観察するために！

「コール。40枚だな？」

　仮にこの場で大きく負けたとしても取り戻す自信が静火にはある。

　運による一度の敗北など、確率で考えれば事故でしかない。

　途中の勝利など重要ではない。最後に勝つことが重要なのだ。

　砕城可憐という人間を解析する貴重な情報を得られるのなら、危険を冒す価値はある。

「あら。受けて頂けるなんて、お優しいですね」

「ぬかせ」

　短く答えながらも、静火は手札を交換する。

　静火の手札は、２枚を換えて成立した７のスリーカード。

　少々心もとないが、決して弱くない手だ。

　可憐は換えない。勝負手が入っているならば当然だろう。

「コールです♪」

「……こちらもだ」

　さあ、来い。

　静しず火かは想おもい、腹を据える。

　この一手で、勝敗ではなく、それを越えたところにあるもの。

　砕さい城じよう可か憐れんを、識しろうと。

「手札開示シヨウ・ダウン」

　ディーラーの流りゆう麗れいな発音と共に、二人は手札を開示し──

「フルハウス」

　可憐の手札は、♥８、♠８、♦２、♥２、そして伏せたカードが、１枚。

　対する静火は、

「スリー・オブ・ア・カインド」

　手札すべてをオープンにし、３枚揃そろった７を見せつけた瞬間沈黙し、思考する。

　それはＳランクにふさわしい高速演算、迅速な推理と思考。

　フルハウス──同じ数のカード３枚と、異なる同じ数字のカード２枚から成立する役。

　スリー・オブ・ア・カインドとワンペアを同時に作るものと思えば、その確率の低さがわかるだろう。

　ランダムに選んだ５枚のカードから自然に成立する確率は、０・１４％。

　手札の交換をしていない可憐は、最初の時点でその超低確率を引いたことになる。

（──会長の戯れか？）

　その可能性は否定できない。

　ディーラーの白しろ王おう子じ透とう夜やは、遊戯が面白くなると思えばどんな真ま似ねでもする人物だ。

　だが、砕城可憐にカードを回し、強引に勝たせたとして──そこに何の喜びがある？

　自分の愉ゆ悦えつ以外で行動するとは思えない。透夜の人格をよく知るからこそ、その可能性は考えられない。

　と、なれば──。




「──《審判ジヤツジ》だ」




　たとえこの場でペナルティを負おうとも、可憐の手の内を知りたい。

　その判断から静火は《審判》を宣言し、

「あら。本当にブラフは通用しないのですね。困りました」

「……何、だと……!?」

　めくられたカードに、静火は心底呆あきれて呻うめいた。

　８でも２でもない、♠のキング──これでは、ただのツーペアで。

　フルハウスどころか、スリー・オブ・ア・カインドの静火にすら劣る役でしかない。




　可か憐れん、賭かけ金40枚とペナルティ10枚、合計50枚のチップを失い、残り40枚。

　静しず火か、チップ50枚を得て、残り１６０枚。




「やれやれ。ままなりませんね」

　可憐は「お手上げです」とでも言いたげに、肩をすくめるしぐさとともにめくった♠のＫを雑に放ほうった。

　ひらひらと床に落ちるカードを見て透とう夜やが眉まゆをひそめる。

「遊戯の道具は丁寧に扱あつかえ」

「あらすみません」

　可憐は床に落ちたＫを拾い、他のカードと混ぜて透夜に渡す。

　一瞬、その♠Ｋの裏面に白い汚れが付着していることに気づいたが、静火は特に咎とがめたりはしなかった。可憐がそれに気づいている様子はなかったし、仮にイカサマに利用するつもりだとしても、静火がその汚れを覚えていれば何の問題もない。

　そんな一連の可憐の行動を観察しながら静火は目を細めた。

（……それにしても、愚おろかな。遊んでいるのか？　それともそもそも勝つ気がないのか？）

　この場に臨む以上、静火は当然ＧＰと生徒会の情報網を駆く使しし、可憐の遊戯に関係するあらゆる記録を手に入れ、すべてを記憶している。

　だが……わからない。

　そうして得た情報パターンでは、砕さい城じよう可憐は極めてクレバーで常識的な強豪だ。

　こんな見え見えのブラフを何度も仕掛けるような素人ではない。

　そのはずなのに、もう３回もそれを繰り返している。何か、裏に目的があるのだろうか？

（まさかとは思うが……わざと負けて、兄──砕城紅ぐ蓮れんをこの場に立たせるつもりか）

　今得られた情報から静火が導き出した回答。それは常人では絶対にありえないが、こと砕城可憐に限って、最も濃厚な可能性を帯おびる。

　自分自身はあえて身を引き、面倒事を嫌う兄を表舞台へ引きずり出す荒あら療りよう治じ。

　ならばもう遠慮はいらない。

　くだらぬ消化試合など、さっさと終わらせてしまえばいい。

（研究が、無駄になったか）

　ほんのわずか、ほんの一瞬、ほんの数ミリの笑みと、わずかに深い呼吸。

　──それが己の運命を決めたことに、御み嶽たけ原ばら静火は気づいていない。




「……──♥４……♦７、♣９、♦Ｊ、♣Ｋ……」

「……何だ？　何をブツブツと……」

「──……♥３、♦６、♣10、♥Ｋ、♠Ｋ、♣４、♥５、♣６、♥９、♦10……──」




　静しず火かのミリ単位の笑みと呼吸を捉とらえた瞬間。

　意味不明な言葉が、理解不能な文字列がうわごとのように清せい楚そな唇から流れ出す。

　それはまるで大昔のコンピュータから大量に吐き出されるパンチカードのよう。

　あふれ出た無数の情報──その意味を悟った時、静火は冷たい汗を感じた。

（……まさか。『読んで』いるとでも言うのか？）

　可か憐れんの『眼』は虚うつろだ。焦点を失なくし、しかし奥底から強烈な光が湧わき出ている。

　うわごとなどではない。それは情報だ。理路整然と──可憐本人にだけ理解できる圧縮された情報が、指揮棒のように振られる人差し指と、わずかにうなずくしぐさだけで処理されている。

「……ほう？」

　そのとき白しろ王おう子じ透とう夜やが初めて表情を変えた。

　冷酷なる中立の機械に徹してきた生徒会長の貌かおが、美味なる獲物を前にした肉食獣の如ごとく、わずかに歪ゆがむ。

（会長が興味を示された……だと……？）

　静火はごくりと唾つばを飲み込み、頭に鳴り響く危険信号を察知する──。

　一刻も早く遊戯を進めねば。

　この場でたたき潰つぶしてしまわなくては、危ない！

「決めました──」

「な!?」

　早い。

　迅はやすぎる。

　ポーカーフェイスのまま、しかし心の奥底で静火は驚きを隠せずにいた。

　白王子透夜がカードを切り、ふたたび５枚の手札が両者にセットされる。

（……会長は、そういうお方だ）

　静火の心理を悟り、砕さい城じよう可憐のただならぬ気配を察知しながら、遊戯に容よう赦しやなし。

　むしろ貌には隠し切れない好奇心がのぞいていた。

　ただし、その方向は静火ではなく──。

（砕城、可憐……!!）

　それは嫉しつ妬とと呼ばれるものに似ていたが、それより遥はるかに強い感情だった。

　常に生徒会長の傍そばにありながら一度たりとも受けたことのない寵ちよう愛あいを、あろうことかこのような新参者が受けることになるなど！

　劣れつ等とう感、怒り、焦り、さまざまな感情がブレンドされたカクテル。

（……潰つぶす。今の計算がどのようなものであれ、関係ない。冷静に確実に定石に沿って、ポーカーをすればいい。気迫などで手の善よし悪あしが変わることなどないのだから）

　──私はここで負けるわけにはいかないのだ。

　──己のプライドのためにも。

　──姉の、ためにも。

「オールイン」

　ぽつりと、今までとは異なる平板な口調でチップを差し出す可か憐れん。

　10枚詰まれたチップが４本、すなわち40枚中40枚賭けすべてを賭けるという暴挙──！

「……愚おろかな。自殺する気か？」

「さあ、どうでしょう？」

　ニコニコと微笑ほほえむ可憐の顔を見ながら静しず火かは考える。

　あまりにも強気な行動アクシヨン。それが噓うそか真か。

　フォールドさせて小銭を稼ごうという狙ねらいなのだとしたら、あまりにも拙つたない。

　何せ、可憐にとってはなけなしの40枚も、静火の手持ちからすればはした金だ。

　ブラフだとすれば下策。

　では、本当に勝負手だったとしたら？

　──否。それも確率としては非常に低い。

　遊戯は数学だ。どんな遊戯も冷たい確率に支配されている。

　敗北を目前としたこのタイミングで偶然逆転の一手が仕上がるなど、そうはない。低い確率を恐れ、存在しない妖怪に怯おびえて勝機を逃すような愚ぐ行こうを静火はけっして冒さない。

　なればこそ──

「受けよう、コールだ」

　数学の使徒たる静火を侮あなどった愚おろか者を、いつもの如ごとく刺すだけだ。

　論理によって研ぎ澄まされた、氷剣エストツクで──。

　そして手札の交換を終え、ふたたび手は開かれるシヨウダウン。




「ツーペア」

　静火は、またもフルオープン、♥４、♦４、♣５、♥５、♣Ｊでツーペア。




「フラッシュです」

　可憐、♠の３、７、８、10。そして１枚の伏せカード。




「くっ……」

　静火の表情が歪ゆがむ。

　可か憐れんの手は、静しず火かにとって考え得るかぎり最悪の手役であった。

　そのまま《審判ジヤツジ》を宣告しなければ、当然、静火の敗北となるが──。

（……厄介な。フラッシュはすべてのスートが揃そろわなければ成立しない、簡単なようで非常に出にくい役だ。他の伏せ方ならば迷わず噓うそと断ずるところだが──）

　何か情報はないか？　可憐の手が噓であると断ずる、論理の剣を研ぎ澄ませる砥石は。

　手を入れ替える際に可憐が捨てたのは♥Ｑと♦２。

　静火の方も入れ替えは♣Ｊ、♥７、♦９。♠は１枚も見えていない。

　可憐の伏せカードが♠である確率は38分の９──およそ24％。最初からツーペアができている確率よりも遥はるかに高い。充分に成立し得る。

　だが噓を見破ればここで可憐を殺せるのだ。何か他にヒントがあれば──

　己の頭脳を総動員して可憐の表情、しぐさ、そして場を観察する。

　そして──

「あっ……」

　──気づいた。可憐の伏せた１枚の正体に。

　それは遊戯序盤の記憶。フルハウスの噓を看かん破ぱされた可憐が「お手上げ」とでも言いたげに伏せたカードを放ほうり投げたとき。床に落ちた♠のＫの裏面には白い汚れが付着していた。

　あのとき、可憐はその事実に気づいているそぶりを一切見せなかったが、静火はよく覚えている。

　つまり──フラッシュ成立。

　噓を断罪しようとすれば己が裁かれる罠わな。

（この局面で本当にフラッシュを作るとは……。見事としか言いようがないな）

　呆あきれたような。ホッとしたような気持ちで静火は口をひらく。

「《審判》はしない。このままでいい」

「では──勝者、砕さい城じよう可憐。チップを移動する」

　ディーラーが場のチップをごっそりと可憐のもとへ動かしていく。




　可憐、チップ40枚を得て、80枚。

　静火、チップ40枚を失い、１２０枚。




　そのとき。手元にチップを寄せながら、可憐は。

「……ふっ。ふふふふふっ♪」

　舞踏会に呼ばれた童話の娘のように今にも踊り出さんばかりに声を弾ませた。

「……何を笑っている？」

「静しず火かさん。貴女あなた……折れましたね？」

「……何だと？」

「貴女はそういう人です。氷剣、論理の剣などと謳うたい攻撃的な人間と印象付けていますが、その実完全な受け型、指示待ち人間──とでも言いましょうか。勝率50％は無謀、60％は無む茶ちや、70％は危険、80％でも怖おじ気けづき、99％まで決して攻勢に出ない──」

　可か憐れんはそう言いながら伏せていたカードを表にしてみせた。

「──だから貴女は理由を探してしまった。勝負に出なくてもいい理由を。76％の確率で勝てるゲームなのに、逃げ腰な貴女はつい見つけてしまったんです」




　絶好の、言い訳を。




「なっ!?」

　可憐が開いてみせた伏せカード。

　それは──Ｋキング。

　しかし静火が想定していた♠のＫではなかった。

　♥のＫ！

　フラッシュは成立していなかったのだ！

「馬鹿な……!?」

「数ゲーム前に私が落としてみせた♠のＫと同一のものと思いましたか？　まあ、無理もありませんね。汚れの種類は同じですから」

「お前……気づいていたのか……？」

「ええ当然。ゲーム中についてしまった目印は当然チェックしておくものでしょう？」

「いや、それはおかしい。私は常にお前の視線を追っていた。お前が♠のＫの汚れた裏面を見たタイミングはなかったはずだ！」

「さすがの観察眼ですね♪　ご指摘の通り、私は一度も見ていませんよ」

「は……？」

　ぽかんと口をあけてしまう。

　可憐が何を言っているのか、静火には理解できない。

　すると可憐は、スカートのポケットから小さなケースを取り出した。

「ファンデーション。乙女の常備品ですが、たまたまこれが私の指についていたみたいですね♪」

「な……それでは、お前はまさか……最初から私を騙だますために……!?」

「さて、どうでしょう。ただ貴女の観察の癖を観察した結果、貴女が相手の目と表情を特に念入りに観察していることがわかりました。逆に……指先の方からはたまに意識が逸それることも」

「ぐ……うぅっ……！」

　ギリリ、と歯が鳴った。静しず火かの胸に去来するのは、怒りと悔しさと──恐怖。

　砕さい城じよう可か憐れんは、静火の「相手を見抜く観察眼そのもの」を見抜いてきた。

　完全に読み切られている、ということだ。

　頭の中も、服の内側も。己のすべてが暴かれ、さらけ出されることの恐怖を、静火は初めて知った。

「無駄話が長い。早く次のゲームを始めろ」

「……か、会長……」

　透とう夜やの声がやたら冷めたものに静火には聞こえた。

　──このままでは失望されてしまう。

　何としてでも名誉挽回しなければ！　目の前の砕城可憐を倒し、この私が勝つことで！

　これは一度の敗北の記憶を相手に植えつけるための可憐の話術。

　こんなものには惑わされない。

　遊戯は数学。冷たい確率に支配された戦い。ゆえに堅実かつ冷静ないつもの立ち回りができれば、大きく負けることなどありえない。いつでもチップを取り戻せる！

　ほんのわずかな怒りをこめて、静火はふたたび配られた手札を確認し。

　対面で、不気味に目をうっすらと輝かせて──可憐はどこか淫いん靡びに微笑ほほえんだ。




「《審判ジヤツジ》だ！」

「残念。今度はブラフではありませんよ？」




　偽は真に。




「──スリー・オブ・ア・カインド」

「フルハウスです♪」




　攻めは潰つぶれ。




「その手は、ブラフですね。──《審判》」

「……くっ」




　初めて試みた噓うそは貫つらぬかれる。

　３回カードをめくり、そして３回敗れた。

　勝率を重視した冷静なプレイを標ひよう榜ぼうしていた静しず火かの姿は、最も早はやどこにもない。

　可か憐れんの手元には今や１７０枚ものチップが詰まれ、静火の手元にはわずか30枚。

　ポーカーフェイスはまだ完全には崩れていない。

　だが、静火の心は乱れ、頭の中では否定しがたい疑念が鳴り響いていた。

（ばかな。何らかの手段で手札をすべて見通されているというのか？　そうとでも思わなければ、これほど完かん璧ぺきな『読み』など、ありえない。まさか──）

　この場を設定したのは生徒会である。

　故に仕掛けを施ほどこす余地などないはずだ。

　あちら側にいる水みず葉はが協力したとしても、実権を握る静火の目を欺あざむくことはできない。

　ファンデーションによるしるしづけも、種まで明かされたイカサマを見落とすほど愚おろかではない。

　ならば、なぜ、これは──これでは、まるで。

「読めていますよ？」

「くっ……」

「貴女あなたの言葉を借りるなら、そうですね。──『観察し、推理し、計算し、研けん鑽さんできぬ者は私には勝てない。失うせろ、弱者め』といったところです♪」

「ばかな！　頭の中に基礎となるデータベースが存在し、有力な生徒達たちの情報をすべてたたき込んでいるこの私ですら、個人の思考の癖や肉体の反応を完全に把握するには長い観察が必要となる。データベースを持たぬお前が、こんな短時間で、できるはずが──」

「それがおかしいんです。貴女の言う、論理の剣……でしたか。ハッタリとしては有効ですが、そんなに時間をかけては本末転倒、必要な時に抜けないのでは無意味ですよ？」

　剣とは、必要な時に即座に抜き、敵を貫つらぬく武器である。

　ならば、抜くまでに少なからぬ時間と観察を必要とする、静火のそれは──。

「錆さびた剣で、勝てる戦いなどありえません」

「……私が、錆びている……だと？」

「ええ。データベースに頼るやり方など、この狭い学園の中では通用するかもしれませんが。では、そこに当てはまらない初見の相手と当たったら、貴女はどうやって勝つおつもりですか？」

「そ、それは……」

「私は、お兄様との楽しい楽しい歓談を重ねながら、ずっとこの『フェイクポーカー』を観察していました。貴女のことも、ディーラーである生徒会長のことも」

　あらゆるカードの動き、手札、シャッフルの癖や偏かたより、挑戦者たちとの戦いでのカード交換の癖、ポーカーフェイスで隠し切れない生理反応と手札の相関──。

「お兄様との語らいのついでですが……それだけあれば、必要な情報は集まります。あとは最初の数回で微調整を終えれば、貴女あなたの言葉で言うと──」




　──論理の剣は、完成する。




「ありえない……お前、本当に人間か!?」

　他の挑戦者たちと静しず火かの遊戯に、可か憐れんはほとんど興味を示していなかった。

　にこにこと笑いながら紅ぐ蓮れんと語らい、危機感などまるでなく。

　情報を収集している様子も、精査している空気も、自分のようにすべての情報をまとめ構築する苦悩も一切見えなかったのに。何な故ぜ。

　──シャッ。

　冷徹に、冷酷に、次の手札が配られる。

　その内容を確認するまでもなく──。

「───♥３♠５♥８♥９♣Ａ」

「？」

　静火が己の手札を見るより早く、可憐はつまらなそうにそれを指摘し。

　表情はポーカーフェイスを保っている。だが、静火の指は細かく震え、力が抜ける。

　パラリ、とこぼれおちたカードは──

「貴女は、弱いですね。論理の剣？　癖の観察？　お兄様なら呼吸をするように自然に行っている、ごくごくあたりまえのことですよ。特訓の末にようやく自転車に乗れるようになった子どもが自慢しているかのようで微笑ほほえましいですが……くすくす」

「お前たち兄妹きようだいは、お前は、その高みにいるというのか!?」

「お兄様は当然のこと、私も……砕さい城じようの最高峰たるお兄様の隣に並び立つため、血を吐くほどの努力をしてきましたもの」

　足を止めることなどせず、ただひたむきに刃やいばを研ぎ澄ませてきた。それが可憐の誇ほこり。

「貴女のような、すこしお勉強ができるだけの秀才に、お兄様の前に立ちはだかる権利はありません。──消えなさい」

「──く……!!　ああぁぁぁああぁぁぁぁぁあああああ……っ!!」

　絶望感に満ちた叫びと共に、氷剣は粉々にヘシ折れた。

　凛りんとした雰囲気は消きえ失うせ、静火はうっ血せんばかりに唇を嚙かみ、悔しさに涙を流す。

　最も早はや、格付けは済んだ。

　すべてのチップは可憐のもとへ。

　すべてを失った静火は、落ち武者の如ごとく消耗しきり──。

　遊戯卓を境に勝者と敗者がクッキリと分かたれた。

　可憐ははあとため息をつく。

「生徒会役員とは、こんなものですか。──弱すぎて、信じられません」

「ふっ……！」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いに、透とう夜やが噴き出した。

　その眼は炯けい炯けいと輝き、まるで生肉をぶら下げられたライオンのよう。

　今にも獲物にかぶりつきたい、そう願っているかのような熱い視線を可か憐れんに──そして紅ぐ蓮れんに注ぎながらカードをシャッフルする手は一切淀よどみなかった。

　カードが擦こすれる音に反応してピクリと背筋を震わせ、静しず火かが透夜を見上げる。その目に宿るのは、恐怖。主を失望させた罪を償えと、冷酷な刃やいばが突きつけられることを覚悟した。

「か、会長……私は、その……」

「どうした、静火。貴様は生徒会の一員だろう。誇ほこり高く仕事を全うしてみせろ」

「は、はい……！」

　静火の表情に光が差す。

（まだ見捨てられたわけじゃない。これまで生徒会に尽くしてきた功績を鑑かんがみて、会長はお目こぼしをしてくださったのだ！）

　そう考えた静火は立ち上がり、背筋を伸ばして宣言する。

「勝者、砕さい城じよう可憐！」

　その瞬間、大講堂は大歓声につつまれた。

「砕城可憐がやりやがった！　Ｓランク４位に勝っちまったぞ!?　生徒会入り確定だ！」

「今まで学園で見せてきた遊戯なんてお遊びのレベルだったのね……正直、こんなにすごいなんて知らなかった。カッコイイ……」

「見た目も綺き麗れいで可愛かわいくて、遊戯も強い──ホントの才さい色しよく兼けん備びってこういうのを言うんだな。やべえ、惚ほれるかも」

「おい馬鹿。砕城兄に殺されるぞ。だいたいお前みたいなＢランク如ごときに振り向くわけねえだろ」

　生徒たちは口々に可憐の遊戯を褒ほめ称たたえた。いや、称賛の声は遊戯についてのみならず、その美しい容姿や性格についてまで。ありとあらゆる賛美が花のように咲き乱れる。

　歓声を浴びた可憐はどこか照れくさそうにはにかみながら、紅蓮を振り返った。

「ふふ。分不相応な評価をされると困ってしまいますね。私なんか、お兄様の足元にも及びませんのに……」

　普段あれだけ兄のことを称えておきながら、己が称えられることに慣れていないのだろう。その表情は困惑しているようでもあり、長きにわたる彼女自身の努力が実を結んだのだと客観的に評価された喜びを隠しきれずにいた。

　しかし可憐はわずかにうつむいて、そっとうかがうように上目づかいになる。

「歓声はとてもうれしいです。が、有う象ぞう無む象ぞうの千の称賛よりも、可憐は──」

　妹が何を求めているのかは、『眼』の力を使わずとも読み取れて。

「……わかってる。強くなったな、可か憐れん」

　紅ぐ蓮れんは可憐に歩み寄ると、労ねぎらいの言葉とともにその頭を撫なでた。

「お兄様……♪」

　うっとりと頰ほおを赤らめて、ひなたの猫のように頭をこすりつける。

　正直に言えば、可憐がここまで強くなってしまったのは複雑な気分だ。しかしそれがたとえどんな分野のことだろうと、成長した妹を褒ほめてやるのは兄の仕事だろう。

（──しかし、妙だな……）

　可憐の頭を撫でながら紅蓮は、遊戯を観戦している間中、ずっと拭ぬぐえなかった疑問について考えていた。

「Ｓランク、生徒会役員も大したことありませんでしたね。正直ガッカリです」

　可憐はそんなふうに笑う。

　すると、

「ク……クククク。ガッカリ、か。それはそうだろうな」

　白しろ王おう子じ透とう夜やの哄こう笑しようが響き渡った。

「か、会長？」

　静しず火かが主の顔色をうかがい引きつった笑みを浮かべる。

　だが透夜は静火のことを一顧だにせず、視線を紅蓮の背後へと向けた。

「御み嶽たけ原ばら静火はたしかに強者だった。緻ち密みつな計算とデータ主義でＡランクの上位まで上り詰めた──だが一年前、当時の生徒会役員の一人に勝負を挑み、その席を実力で奪い取ったあの日の静火が魅せた遊戯は……計算など何もない、もっと荒こう唐とう無む稽けいな何かだった」

「……会長!?　まさか、あなたは……」

「侮あなどるなよ、静火。最初から知っていた。貴様にＳランクの実力などないことは」

「……そういうことかよ」

　透夜の言葉の意味を悟り、紅蓮が低く呻うめいた。

　可憐と静火の遊戯を観戦していて違和感は覚えていた。御嶽原静火はたしかに強いが、元Ｓランク７位、時とき任とうミミよりも上位にいられる遊戯者とは思えなかったのだ。

　ならば考えられる可能性はひとつ。

　御嶽原静火に成り替わって前生徒会役員を倒し、生徒会入りした本物のＳランク遊戯者が存在する。

　そしてそれは、双子の姉である御嶽原水葉以外にはありえない。




「あーあ……ぜんぶ、だいなし」




　ぼそりと。静寂に包まれた檀上に小さくもたしかな質量を伴った声が発せられた。

　静かに立ち上がった水みず葉ははゆっくりと静しず火かに歩み寄り、

　パンッ！

　高らかに頰ほおを打つ音が響く。

「どうして……だいじなところで、失敗するの？　静火は、可か憐れんちゃんを倒さなくちゃいけなかったのに」

「ひっ……!?　ご、ごめんなさい。お許しください……お姉様！」

　平手打ちし淡たん々たんと訊たずねる姉と、赤くなった頰を押さえて腰を抜かし、懇こん願がんする妹。

　静火のそれは奴ど隷れいの反応だ。

　今までの凛りんとした武士のような空気はどこへやら。その弱々しい表情は、まるで尻尾しつぽをたたみ、飼い主の叱しつ責せきを恐れる子犬のようで。

「ゆ、許して……許してください！」

「否定ネガテイブ」

　言いながら水葉は、豊満な胸、見事なうなじからつっと指を這はわせ、首筋に桜色の爪つめをかける。

　生徒会の印が捺おされ、本来ならば隷徒たる身分を解放せねば外すことなどできないはずのそれを、ほんのわずかに指をかけただけで、あっけなくロックを解除して。












「静しず火か……使えない。せっかくお膳ぜん立だてしてあげたのに……」

「ああ……ああ、ああ……許してください、お姉様。どうか、静火を見捨てないでください！」

「……見捨てないよ？　妹、だから。でも、おしおき」

「ひいいいいっ!?」

　這はうように逃れようとした静火の尻を、容よう赦しやなく水みず葉はは踏みつける。

　踵かかとが尻肉に食い込み、静火が悲鳴をあげた。

　水葉は無表情のまま乱暴に静火の頭をつかむと、その首に、先ほどまで自分がつけていた首輪をかける。

　ジャラリと、つながれたままの鎖くさりを引っ張って、あたかも躾しつけの悪い犬を扱あつかうが如ごとく。

「妹いぬ……感謝の、言葉は？」

「あ、ありがとうございます……ありがとうございます……お姉様……!!」

　まるで騙だまし絵の仕掛けに気づいた瞬間のようだ。

　静火と水葉、奴ど隷れいと主の立場は入れ替わり、最初からそうであったかのようにその光景には何の違和感もない。

　突然の出来事に大講堂は水を打ったように静まり返っていた。

「お兄様……これはいったい……？」

　静寂を破ったのは可か憐れんの声だ。さすがのこの妹も豹ひよう変へんした水葉に動揺を隠せず、紅ぐ蓮れんの制服をきゅっと握りしめた。

　一方で紅蓮の視線は、水葉の『眼』に吸い寄せられていた。

「水葉、お前。まさか……」

「……気づいてくれた？」

　抑よく揚ようのない声で言いながら紅蓮を見つめる水葉の『眼』。どこか透明で儚はかなげな印象のあった彼女の『眼』は、今は吸血鬼の血を煮詰めたかのような赤色に輝いていた。

「その『眼』……砕さい城じようの実験体グールか」

「《明めい鏡きよう止し水すい》──常にゆらがず、心は凍りついたまま。だから《共感覚シナスタジア》でも、わたしの思考は、覗のぞけない」

「なるほど。いろいろと合点がいった」

　ここ数日感じていた妙な違和感の正体がようやくつかめた。

「『眼』は効かなかったが、おかしいとは思っていた。同じ部屋で寝ても何の感情も湧わかない、あの奇妙な親近感は……まるで自分自身と過ごしているかのようだった」

「うん。わたしも、同じ気持ち、だったよ」

「砕城に運命を弄いじられた者同士は引かれ合う、ってやつかね。まったく忌いま々いましい話だが」

　断たち切ったはずの鎖がふたたび手足に絡みついたような感覚に襲われる。

　鎖くさり──すなわち裏の遊戯の世界に名を轟とどろかせる砕さい城じよう家にまつわる記憶。

　そして思い出す。あの日、あの場所にいた、儚はかない少女の姿を。

「水みず葉は。お前……昔、会ったことがあるな？」

　紅ぐ蓮れんは一呼吸おいて、こう告げた。




「《伊い邪ざ那な美み機き関かん》──砕城家の遊戯者育成機関で」




　その言葉に水葉は、冷たい無表情に微かすかな笑みをのせてうなずいた。

「うん。……久しぶり、紅蓮さま」






●思い出の夏、スイレンの少女






　──最初はじまりは。




　水のほとり。

　風に揺れる睡すい蓮れんの花と、夏の雲──。




「……今回調整した実験体グールは最高クラスの品質だと自負しています」

　平和的密約の成立後、国家の存そん亡ぼうすらゲームの結果により決定される時代において──より優秀なプレイヤー、より勝てるプレイヤーはまさに『戦略兵器』であった。

　そんな世界において、トップクラスの地位を保ち続ける砕城家が管理し、投資している最高レベルの遊戯者育成機関、通称《伊邪那美機関》は一見して牧歌的な田舎町の、廃はい棄きされた木造校舎を買収して造られた。

　日本神話で数多あまたの神を生みだしたとされる女神の名を冠かんしたその施設では、最強の遊戯者を造るために日夜研究が行われていた。

「ふぅん」

　興味がないという風情で、幼い少年はサイズの大きな椅い子すの上で足をばたつかせる。

　少年の年齢は、十歳、十一歳といったところ。平凡な見た目だが、赤々と不気味に輝く『眼』だけが、どこか悪魔じみた異彩を放っていた。

　その前に立つ白衣の男──遊戯能力開発を専門とする科学者は、どこか焦点の合わない目で情報を読み上げる。

「遊戯者に対する脳手術には賛さん否ぴ両論がございました。集中力の強化、超能力的な直観、さまざまな恩恵はあるものの、旧世代の技術では被験者の精神が不安定になりがちで──」

「素直に、よくわからないものを無理やりいじったら壊れたって言えば？」

　少年は率直に言い切ると、机に並べた駄菓子をひとつ開けた。

　いかにも子供が喜びそうな原色の飴あめに目を輝かせて、ぱくり──

「すごいな、砂糖の味しかしない。これが駄菓子か！」

「そのようなものがお好みとは……お望みならいかなるものでも得られましょうに」

「世間が決めた価値なんて知ったことじゃない。──俺は、これが食べたかっただけだ。人の頭にメスをぶっ刺したがるあんたには、個人の自由なんか知ったことじゃないだろうけど」

　次に開いた棒状スナックの駄菓子をがぶり、とかじりながら。

「遊戯のための超能力開発だっけ？　金と技術と命の無駄遣いだよ、そんなの」

「貴方あなたがそれを言いますか？　伊い邪ざ那な美み機き関かんの最高傑作──砕さい城じよう、紅ぐ蓮れんさま」

　少年の名を呼び、科学者は肩をすくめた。

「俺を造れたのは偶然なんだろ？　あんたらにも実験が成功した理由がわからないって聞いた。だったらそれは科学じゃない。サイコロの出目がたまたま良かっただけ、ただ一度きりの神様の奇跡だ」

「ですが我々は諦あきらめません。必ずや貴方を再現してみせます」

　科学者はニヤリと笑い、

「我が伊邪那美機関の最高傑作たる貴方を、もう一度。神の気まぐれが造りだした最強を、この手で量産できれば、我々は神の領域に至ったことになる……！」

「なら、自分で自分を改造しろよ。──こんな、小さい子を使わないでさ」

　駄菓子の食べかすにまみれた書類に、少年は目を落とす。

　顔写真は四枚。

　一枚目は力なくうつむき、長い前髪で目をほとんど隠した、しょぼんとした顔。

　二枚目はわずかにあごを上げ、希望とでも言うべきものに決然とした顔。

　三枚目は牙きばを剝むくように笑い、どこか病的とさえ言える空気を漂わせた顔。

　そして、四枚目は──。

「み……み、み。まだ習ってないな、この漢字。名前読めないけど、砕城の分家？」

「御み嶽たけ原ばらですか。いえ、彼女は観光産業を牛ぎゆう耳じる御嶽原家から出荷された娘ですね」

「出荷、ね。ヒドい表現だ」

「ハハハ。しかしさすがは紅ぐ蓮れんさま、お目が高い。彼女は今回の実験体の中で最も手術の成果があった成功例──施設内に敵なし。最高傑作であります」

　芸術家が作品について語るように、ねっとりとした喜びをこめて科学者は述べる。

「この娘はほぼ完成されています。貴方あなたのように死を恐れず、貴方のように感情を揺らがせることなく、貴方のように勇ゆう敢かんに突き進む最強の遊戯者となりました」

「最高傑作だって？　これが？」

　四枚目の写真。

　壊れたように虚うつろに笑う少女を眺めて──。

「ねえ。──遊戯をしようか」

「は？」

「伊い邪ざ那な美み機き関かんの最終試験──ロールアウト・テストだっけ？　こいつの試験官、俺がやる。俺が負けたら、このよくわからない名前の子を砕さい城じようの一軍に推すい薦せんしてやるよ」

「一軍!?　砕城の中でも国家間遊戯に駆り出されるほどの精鋭だけに与えられる栄えい誉よ……紅蓮さま、それはあなたの席ポストを賭かけることと同義ですぞ!?」

「俺には、このキャラメルひと箱の価値もないんだよ。そのかわり、俺が勝ったら」

「勝ったら……？」

　ごくり、と欲望と恐怖を隠し切れない顔で、科学者は言い。

「このくだらない研究、馬鹿みたいな実験を今すぐ中止しろ。被験者は親元へ返して、可能な限り元の生活に戻れるように取り計らえ。……わかった？」

「は？　し、しかし、それは……私の、一存では！」

「もしかして怖いのかな。あんたたちが何年も何十年も大おお真面目まじめに続けてきた研究には何の意味もないんだって、俺に証明されちまうのが」

「なっ……ぐ、紅蓮さま……？」

「クク。そうだよなぁ。何せあんたらにとっては失敗だったあの実験で生まれたのが俺なんだ。ただでさえ面めん目もく丸つぶれなのに、これ以上恥の上塗りはできないよなぁ」

「ぐ、ぐ、紅蓮さま……あな、貴方は、我々を愚ぐ弄ろうなさるのですか？」

　科学者は抑えきれぬ怒りを表すようにこぶしを震わせる。

「誇ほこりが傷ついたのか？　だったら名誉を守る手段はひとつだろ。今回の実験は完かん璧ぺきだったという自分の『眼』と心中する……その覚悟くらいは持てよ。そして──」

　──遊戯で証明してみせろ。それがこの世界の掟おきてなんだから。

　うっすらと朱あかく、赤く『眼』を輝かせて、砕城紅蓮は言う。

「こいつが最高傑作だって？　俺を再現できたって？　笑わせるなよ。人間は神様の真ま似ねなんてできない」

「ぐ、紅ぐ蓮れんさま……まさか、今日、伊い邪ざ那な美み機き関かんを訪れたのは……」

　狼ろう狽ばいする科学者に向けて、紅蓮は悪魔じみた笑みを浮かべる。

「伊邪那美機関を潰つぶすため」

「な……！」

「チップが足りないなら追加してやる。俺の全財産と、そうだな……この脳味噌をくれてやるよ」

「……ッ！」

　ごくりと科学者の喉のどが鳴った。その目の中でゆらめく欲望の火を紅蓮は見逃さない。

　実験の奇跡的な大成功例である紅蓮の脳は科学者たちが欲してやまないものだ。これまでは砕さい城じよう家の跡取りに手出しができずにいたが、自ら脳を賭かけると本人が言っているのであれば、しかたがない。砕城家に対して負い目を感じる必要もない。

　そんな科学者の思考の流れをすべて読み切った上で、紅蓮はそう提案したのだ。

「……わかりました。お見せしましょう、我らの最高傑作を！」

「クク」

　科学者とは馬鹿な生き物だ、と紅蓮は思う。飽あくなき探求心と己の研究成果に対するプライド、それら厄介な欲望の扱あつかい方を知らない。

　勝負の土俵に引きずり込むのに、これほど楽な相手もいなかった。

「──さあ、遊戯をしようか」

　紅蓮は、平へい坦たんな声でそう言った。





　＊






「あなたが……わたしの……あいて？」

「ああ、そうだよ」

　一見ぼろぼろの、怪談の舞台じみた木造校舎──。

　朽ち果てた宿題の名な残ごり、割れた黒板、ゴミと化した学習机に囲まれて、二人。

　待っていた少女の前に立ち、砕城紅蓮はあらためて彼女の体を観察する。

　服装は、清せい楚そな白いワンピース。

　そして、それに似つかわしくない頑強な手錠と足あし枷かせをはめられていた。

　少女は無表情で。ぼんやりと赤い光を帯おびた『眼』で。

　こてん、と首をかしげて口をひらく。

「わくわく、させてくれるの？」

「さあな」

「もう、何日もわくわくしてない。みんな、よわいの。どれだけやっても、ぜんぜん満たされない。ときめかない。ぜんぜん、ゼンゼン、全然！」

　少女の吐と露ろは徐々に熱がこもりやがては悲鳴じみた叫びに変わった。しかしどれだけ声を荒らげても、そこに人間らしい感情がこもっているようには、紅ぐ蓮れんには聞こえなかった。

　まるで充電不足を訴える電子機器だ。自分を動かすのに必要なものが供給されず、警告アラートを鳴らし続けているに過ぎない。

　彼女の動力はただ胸躍る戦い、強き者との遊戯のみ。

　鎬しのぎを削けずる遊戯の刺激が脳内麻薬となり中毒症状を起こし、廃はい人じんと化した少女。

　そんな壊れた人形に対して、紅蓮は。

「ときめくかどうか知らないけど、さ」

　コップに活いけられた一輪の花を差し出した。

「……これ、なに？」

　少女はそれを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　まるで宇宙人が、理解できない何かを調べるような啞あ然ぜんとした雰囲気。

「そこの池で咲いてたのをもらってきた。──睡すい蓮れんっていう花だってさ」

「……すい、れん？」

「ああ。どう思う？」

「どう、って」

　ぽっかりと空いた洞うろのような声で。

「なにも。……ねえ、これも、しけんなの？　わたし、ためされてるの？」

「違うよ。ただ、綺き麗れいだなって思って、持ってきただけだ」

「……きれい？」

　少女は首をかしげた。まるでその言葉の意味がわからないというように。

「あんな汚い池にも、綺麗な花が咲くこともある。そう考えると素敵だろ」

　差し出されたコップを受け取り、ぼーっと見つめていた少女は、静かに首を振る。

「……いらない」

　コップが砕ける音。

　水が滴したたり、花が散り、ガラスの破片で切れた皮膚から血が飛んで。

　その赤い光景を、彼女の赤い『眼』がぼんやりと映し出す。

「……いたくないの。何も感じない。胸が、どきどきしないの」

　そしてすがるように紅蓮を見た。

「おねがい……わくわくさせて。どきどきさせて。何も感じない、真っ暗な水の中から、つれだして」

「名前。難しい名前のお前、なんて言ったっけ」

「みずは。御み嶽たけ原ばら水みず葉は」

「ふーん。まあ覚えてられる自信はないけど。水葉……か。その睡すい蓮れんはもう枯れちまってるのか、それともまだ咲いていないだけなのか。後者であることを祈りたいもんだ」

「？」

　意味を汲くみ取とれずに首をかしげる水葉に、紅ぐ蓮れんは言った。

「いいよ。遊戯をしよう。嫌になるくらい、どきどきさせてやるよ」

「ほんと？」

「ああ。そんで、お前に教えてやる。──この花が綺き麗れいだってことをさ。遊戯なんて捨てて、面白くて眩まぶしい世界に帰りたくなるように。遊戯者としての水葉をぶっ壊してやる」

　そう言う少年の『眼』は、鬼火のように朱あかくて。

「あはっ……」

　無表情だった水葉の顔に初めて笑みが浮かぶ。

「いい……あなた、すごく、いい。その『眼』を見てるだけでも、どきどきする……♪」

　青白かった頰ほおを赤子みたいに赤くして、水葉は机の上に置かれていた虫かごに手を伸ばし、一匹の大蜘ぐ蛛もをつかんでかかげた。

「遊戯には、これを使う」

「蜘蛛……？　しかもそいつは毒どく蜘ぐ蛛もじゃないのか？」

「うん。クロドクシボグモ。一匹で人間数十人分の致死量の、猛毒を、持ってる。血清を打てば死なない、けど……ここには、ないよ。それと、こっちの金貨を──」

　そして水葉は机に置かれていたもうひとつの物体を指さした。それは20センチ四方の立方体で、抽選ボックスのように手を入れる穴があいている。ただ手の差し入れ口はひとつではなく、向かい合わせにふたつの穴があいていた。

「──この箱に入れて、振る」

　金貨と蜘く蛛もが投入された箱を振って、水葉は「はい」と言って紅蓮に差し出した。

「十分後に金貨を握っていたほうが、勝ち。とっても、シンプル」

「毒蜘蛛がいる箱の中、金貨を手探りで探し、しかも10分間は恐怖に耐え続けなきゃならない……か。ずいぶんと無む茶ちやな遊戯を提案するもんだ」

　常人ならば絶対に受けない遊戯である。

　それを無表情で提案してしまえるあたり、水葉という少女の感性はだいぶ壊れてしまっているのがうかがえる。

　命知らずの馬鹿げた遊戯。それに対して、紅蓮は。

「いいよ。やろうか」

　一秒の躊ちゆう躇ちよもなくそう言った。

「──本当の遊戯を見せてやるよ」
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　十分後。

「あ……れ……？」

　虚うつろな表情で首をかしげる水みず葉はがいた。

　表情は一切変わっていない。

　しかしその顔にはびっしりと汗をかき、手のひらはブルブルと震えている。

　信じられないといった顔だ。それも無理はない。

　水葉自身、どうして自分が遊戯開始から九分経過時点で、見えざる蜘く蛛もの牙きばを恐れて手を引き抜いてしまったのか、理解できていないのだろう。

「馬鹿な……伊い邪ざ那な美み機き関かんの最高傑作が……完全なる明鏡止水を手に入れたはずの実験体グールが、敗れるなど！　我々は神を超えられないというのか!?」

　激げき昂こうした科学者が叫び、悶もだえ苦しむ。

「恐怖ってやつには２種類ある。瞬間的な恐怖と蓄ちく積せきされる恐怖だ」

　伊邪那美機関が造り出した史上最強の遊戯者を下したにもかかわらず、うれしそうな顔ひとつせず、紅ぐ蓮れんは指を２本立てる。

「前者は動物としての本能に基づく直感的な恐怖。脳のう味み噌そをいじって鈍感にしてやれば、ある程度は抑えられる恐怖だ」

　だがなぁ、と紅蓮は続ける。

「蓄積される恐怖は人間ならではの『思考』のせいで起こる。まだ人間でいられているうちは、思考の結果に導き出される恐怖からは絶対に逃れられない」

「そんな……ことない。いつもなら、絶対に負けなかった。あなたが、変なことを言うから……！」

「俺はただ、ひとりの女の子の一生を語っただけだよ。家族に捨てられ、誰に愛されることも、誰を愛することも知らずにひとり寂しく死んでいく……そんな悲劇を語り聞かせてやっただけだ。もしそれが刺さったっていうんなら──」

　すべてを見透かすような朱あかい『眼』で紅蓮は言う。

「──あんたには未練が残ってるってことだ。己の人生を思い返し、このまま死にたくないって気持ちが湧いてきた。だから、思考とともに死への恐怖も蘇った」

「じゃあ、あなたは？　どうして、最後の一瞬まで……平気だったの？」

「人間じゃないからだよ」

「……そっか」

　水葉はそう言って背中から床に倒れた。木の床が軋きしみ、青い髪が広がる。

　彼女の顔の横には割れたコップと、捨てられた睡すい蓮れんの花。

　そっと指を伸ばして、水みず葉はは微笑ほほえむ。

「すごい……胸が……おなかの中が……熱い。こんなにどきどきしたの……はじめて」

「今日で伊い邪ざ那な美み機き関かんはおしまいだ。あんたはまだ怪物にはなれていない。人間でいられている、今なら間に合う──普通になれよ」

　紅蓮はそれだけ言い残すと踵きびすを返した。永き研究の成果を否定され未来を閉ざされ絶望する科学者と、今この瞬間に初恋に堕おちた少女を残してその場を立ち去った。

「また、会おうね」

　ガラスの破片にまみれた睡蓮を握りしめ、血まみれになりながら頰ほおをすり寄せて。

「ううん……ぜったい、ぜったい会いにいくよ。……紅ぐ蓮れんさまっ」

　科学者たちがぞっとした顔で見つめる中、水葉は血染めの笑みを浮かべる。

「ああ……紅蓮さま。紅蓮さま紅蓮さま紅蓮さま。もっとどきどきしたいどきどきさせて。もっともっと痛めつけて。あなたの遊戯、もっとわたしにぶつけて！」

　そして彼女は、とろけきった顔で。

「紅蓮さま……だいすき……だいすき……だいすきぃ……」

　もう届かない愛の告白を繰り返し続けた。
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「……お姉様、許してください、私は、Ｓランクの器などではないのです……！」

「だーめ。静しず火かは、負けたもの。負けたんだから、言うことを聞いて？」

「ひっ……！」

　それは、強者の絶対命令。

　御み嶽たけ原ばら水葉が唐突に伊邪那美機関から送り返され、家に戻ってから数年。

　姿見の前、豊かに、健康的に成長した身体からだを獅し子し王おう学園の制服に包みながら──。

　シャツのボタンを留めつつ下された命令に、静火は震えた。

「お姉様が帰ってきてから、私は一度も貴女あなたに勝ったことがないのに……。それなのに、学校でも家と同じように、お姉様に首輪や鎖くさりをかけて、主人として振る舞うなんて」

「それでいいの。すこしでも、感じていたいから」

「『あの人』にそうされたように……ですか？」

「うん。支配される悦よろこび。屈服される悦び。あの日の気持ち良さには、全然足りないけど。でも、やらないよりは、モヤモヤしなくていい。ますたーべーしょんみたいなもの」

　失敗作として廃はい棄きされたとはいえ、御嶽原家は異様に高まった水葉の実力を評価した。

　だからこそ獅子王学園への入学を取り計らい、いずれ《黒の採決ブラツクバウト》の場に立たせようと考えたのに。

「お姉様は異常です！」

　静しず火かは叫び、制服をまとっていく姉に哀あい願がんする。

「貴女あなたの力は、私などよりも遥はるかに格上。想像もつかない高みにあるのです。わざと鞭むち打うたれ傷つくのではなく、他の者を踏みつけ君くん臨りんすればよいではありませんか！」

「それじゃ、つまらないの」

　短く、水みず葉はは答える。

　鏡越しに見る姉の表情、茫ぼう洋ようとしたピントの合わない貌かおに静火は息を吞のむ。

「……！」

「静火は、頭がいいよね。数学や英語はいつも１００点」

「は、はい……昔から勉強は得意なので」

「数学の点数で勝負だって言われたら……楽しい？」

「いえ……もはや数学にかんしては己との戦い。他人と競ったところで勝つか引き分けのどちらかしかあり得ませんから」

「おんなじ」

「えっ」

「わたしにとっての遊戯は、それなの」

　水葉は新しい制服の上から胸に手を当て、恋人を想おもう古城の姫のように初う心ぶな顔を見せた。

「絶対に勝てちゃう勝負は、つまらないの。勝てないかもしれないから、失敗するかもしれないから、どきどきするし、ぞくぞくする。こんな学園でお遊びの遊戯をしても、きっとあの日のどきどきは超えられないから」

　それは、おぞましい傲ごう慢まん。

　まともに勝負すれば絶対に負けないという、自信ならぬ『確信』。

「だから……あの人にまた、踏みにじってもらえるまで……わたしは本気を出さない」

「……お姉様」

「頑張ってね。あなたが強くなればなるほど、わたしはあの日のことを、強く思い出せる。たくさん、たくさん、気持ち良くなれる。静火はわたしの妹いぬなんだから。わたしを気持ち良くしてくれなきゃ、だめ」

「……はい」

　姉の痛ましい笑顔に、静火は震える。

　なぜこうなってしまったのだろう、姉が帰ってきてから何度も何度も自問した。

　だが、答えは出なかった。彼女にできるのは、ただひとつ──。

　姉の望むままにその体に痛苦を与え続けることだけだ。

　姉が伊い邪ざ那な美み機き関かんを出た時の様子を、静しず火かはおぼろげにしか知らない。

　ただそこで行われたのであろうおぞましい訓練と施術、運命の出会いとも呼ぶべき最後の勝負の思い出について姉が時折語るのを耳にするだけだ。

　相手の顔も名前もわからないが……。

　──お姉様は、誰かに恋している。

　静火の卓越した観察眼が下した結論はそれだった。

　勝者として得られるあたりまえの快感など見向きもしない。

　水みず葉はが望むのは敗北と屈くつ辱じよくによる、かつての思い出の疑似体験──。

　かつての恋、完かん膚ぷなきまでに否定され、踏みにじられて味わった喜びだけだ。

　それはまるで、被虐マゾヒステイツクと加虐サデイステイツクの合わせ鏡。

　そんな歪ゆがみきった姉を、間近で見てきたただひとりの『家族』として。

「だから……お願い、静火」

　じゃらりと姉が差し出してくる鎖くさりを。

　獅し子し王おう学園の校章が刻印された首輪につながれたそれを、静火はとり。

「しっかり、わたしを──つかまえていてね？」

「……はい」

　そう答えて、泣きそうな顔で静火は鎖を握りしめた。

　それはあたかも、暴走する大型犬につないだ鎖を握る飼い主の如ごとく。

　飼い主が犬を操あやつるのではなく、犬に飼い主が引きずられる主従逆転の関係性を──

「──すべては、お姉様のために……」

　受け入れて、静火は鎖を握りしめる。

「ああ……思い出したら、きゅんとしちゃった。あの人も、この学園にきてくれたらいいのに……」

　御み嶽たけ原ばら水葉は、夢見るままに待ち至る。
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「──正直、何年前だったのかも怪しいな」

　わずかな思い出を語り終えた紅ぐ蓮れんは、眩まぶしいスポットライトが降り注ぐ天井を仰いだ。

「あの頃の俺は砕さい城じようの管理下で、たちの悪い狂戦士バーサーカーだった。気に入らないものは、片っ端からぶち壊していたよ」

「お兄様としては砕城への反抗のつもりだったのでしょうか」

「いや、あの手の研究が気に食わなかっただけだ。砕城としても結果の出せない伊邪那美機関への投資をそろそろ打ち切ろうかというタイミングだったしな。たとえ俺が行かなくても、一軍の誰かがロールアウト・テストで実験体グールたちを全滅させ、体ていよく機関を終わらせただろうさ」

　伊い邪ざ那な美み機き関かんはもはや過去の産物で、そこで起きた出来事も記憶の彼方かなただ。

　こんな再会がなければ永遠に思い出すこともなかっただろう。

　自身の最強を微み塵じんも疑うたがわなかったあの頃。

　最強でありながら自由なき籠かごの鳥でしかない自分に苛いら立だっていた頃。

「でも、今になって思えば、あのときの水みず葉はは凄すごかったな。世界を見渡しても九分もの間、完全に恐怖をシャットアウトできる奴はなかなかいない」

「……お兄様の目から見ても、評価に値する……と？」

　そう尋ねる可か憐れんに、紅ぐ蓮れんはさも当然の如ごとく。

「ああ。あの頃の俺は自分を制御できていなかった。３６５日24時間、常に世界を読んでいた。そんな全盛期の頃の俺の『眼』でさえ、水葉の感情だけは視みえなかった」

　紅蓮のもつ異才──『共感覚シナスタジア』モード。

　血のように朱あかい、獣の眼光を閃ひらめかせたとき、砕さい城じよう紅蓮が視る世界は一変する。

　あらゆる人間の感情が、思考が、色や形の如く認識できる異常感覚。

　テレパシーのように人の心を読むような万能の力ではない、しかしあらゆるブラフやイカサマを看かん破ぱし、相手の思考を超精密にトレースする模も倣ほう者としての能力。

　伊邪那美機関の研究の『失敗』によって偶然発現してしまった異能。

　それに砕城家の英才教育によって得たゲームセンスが加われば、まさに最強。無敗。

　かつての紅蓮は裏世界の頂点に君くん臨りんし続けた。

　だが過ぎた栄光には過ぎた代償が伴うもので。

　それは、脳の酷使による人格の歪ゆがみ。サディスティックなもうひとりの自分の萌ほう芽が。

　今は、ある程度抑えることができている。

　遊戯の気配を感じない環境で、のんべんだらりとした『日常』を過ごしている間は。

　だが当時の紅蓮は歪みこそが正常だった。

　日常が闘争だったがゆえに。血の香りが漂う暗い世界にどっぷりと浸つかっていたために。

　己という存在を忘れそうになるほどに。

　故に、砕城紅蓮は最強だった。

「あの頃の俺でも視えなかったんだ。そりゃあ、今の俺に視えるわけがないな。まんまと騙だまされたよ、水葉」

「うそ」

　紅蓮の言葉を、水葉は即座に否定した。

「あなたは『眼』をふさがれたくらいで、ごまかせない。わたしのこと、怪しんでた」

「……ずっと何かを感じてはいたさ。お前が同じ部屋にいることがあたりまえだと、自然にそう感じてしまう不自然さをな」

　愛する家族である可か憐れんに対し、紅ぐ蓮れんはその思考や行動を『読む』ことを自制している。

　それは無意識の縛りであり、意図的に自ら定めたルールによるものだ。

　だが、水みず葉はに対してはそんな決まりはない。それなのに──。

「あんたの行動は、読めなかった。まるで空っぽの器の底を覗のぞいているような感覚がした」

　そして、前にもそれを味わった記憶があって。

「ようやく思い出したよ。──久しぶりだな、水葉」

「うん。久しぶり、紅蓮さま。でも……ヘンなの。そこまで疑うたがってたのに、どうしてわたしのこと、そばに置いてたの？」

「人間のひたむきな気持ちってやつを大事にしたかったんだ。だからすこしの違和感ぐらいはスルーしてやった。静しず火かの隣に立ちたいっていうあんたの願いが、本物なんだと信じたかった」

「ヘンな紅蓮さま。こんなに甘い、人だった？」

「ああ。だだ甘だ。甘くてお花畑で人間の善意だけを信じていられる、普通の人間様ってやつになりたかったからな」

「ふうん……紅蓮さまの言ってること、よくわからない。会えなかった間に、なんだか、すごく変わっちゃった」

「そういう水葉は何も変わってないんだな。伊い邪ざ那な美み機き関かんから解放されたっていうのに、まったく社会復帰できてない」

「うん。だって、したくなかったもの」

　社会に。外に。光の世界に。

「あなたはいないから。わたしは、あなたに会える場所に行きたかった」

「……あれくらいじゃ甘すぎたってことか、まったく」

　過去の自分の不手際を、紅蓮は呪のろう。

「お前は遊戯者として充分に強かった。資質があり、才能があり、伸びていた。だけど、まだ引き返す余地があると思った。まだ帰る家があり、悪夢から抜け出せると思った」

　それは彼女の意志を考えない、独りよがりの希望。

　籠かごの鳥である自分自身の夢を押し付けた、極めて勝手なわがままかもしれない。

　だが、それでも──少女に幸せになってほしいと願っての、幼い少年の希望だった。

「人間らしい恐怖を教え、何ひとつ俺に勝るところはないと教えてやれば折れると思っていた。だけどお前はまだあのときのまま──悪夢を見続けてるんだな、水葉」

「悪夢じゃないよ。わたしは、しあわせな夢をみていたの」

　彼女の口元に静かな狂気が刻きざまれる。

　それこそ、意思もなく人肉を喰くらう食屍鬼グールのように。

「ずっとずっと、あなたを想おもっていたの。あなたを待っていたの。あなたと、戦いたかった。あの日みたいに。あなたに蹂じゆう躙りんされるだけじゃなくて、わたしもあなたを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてあげたかった。だから──」

　頰ほおを火ほ照てらせて、水みず葉ははデバイスを愛あい撫ぶする。

　タッチパネルを操あやつり、画面を見もせずにウィンドウを呼び出す。生徒間で特別に結んだ契約によるＧＰの委い譲じよう。ランキングの変動。

『──権限委譲を承認します』

『Ｓランク、序列４位、御み嶽たけ原ばら静しず火か。──全ＧＰを委譲、序列外、隷徒へ降格します』

『序列外、御嶽原水葉。Ｓランク、序列４位へ昇格します』

　学園統括ＡＩの裁定が下り。

　獅し子し王おう学園遊戯者序列、最高ランクに突如躍り出た隷徒、御嶽原水葉は。

「──気持ちいいこと、しよ？　紅ぐ蓮れんさま」

　はあはあと、興奮した犬のように息を荒らげながら。

「あなたとなら……きっと、まだ感じたことのない絶頂の向こう側に行ける」

　静せい謐ひつと欲情がない交ぜになった声とともに学園統括ＡＩがふたたび宣告する。

『遊戯が申請されました』

『勝負は【フェイクポーカー】。参加者は御嶽原水葉、砕さい城じよう可か憐れんの二名』

『勝敗によるＧＰ委譲はありません──』

　突如響くアナウンスに、講堂がざわめく。

　状況を理解できないままに呆ぼう然ぜんとする生徒たちの視線を一身に集めて──。

「……これはどういうことですか？　選せん賭きよは私の勝ちで終わりなのでは？」

「そうだな。砕城可憐、貴様はすでに静火に勝利し、生徒会に連なる資格を得た」

　が、しかし。

　そうつなげて、生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やはさも愉快そうに嗤わらう。

「この水葉は貴様に個人的に遊戯を仕掛けたいようだ」

「狙ねらいはお兄様ではないのですか。何な故ぜ、私に」

「不快、だから」

「……！」

　ぽつりとつぶやかれた水葉の言葉に可憐の表情が変わる。

「弱いくせに、妹だからって、紅蓮さまの傍そばにいる。まずはあなたに消えてもらわないと、紅蓮さまと愛し合えない」

「言ってくれますね。私の存在にかかわらず、お兄様が貴女あなたのような人間になびくとは思えませんが」

「ううん。紅蓮さまはわたしを選んでくれるよ。だって……わたしを同類だって、認めてくれてるもの。だから部屋で一緒に暮らしていても嫌がらなかった」

（こいつ……!?）

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はのここ数日の行動。その本当の狙ねらいに思い至り紅ぐ蓮れんは心の中で呻うめいた。

　ハニートラップにかけて紅蓮を脱だつ落らくさせることでもなければ、遊戯に備えて紅蓮や可か憐れんの情報を集めることでもない。水葉が紅蓮の部屋に潜り込んできた最大の理由は、静しず火かが敗北した際、可憐を挑発し第二の遊戯を実現するため！

「ダメだ。耳を貸すな、可憐！」

「才能と才能がぶつかる裏の舞台、そこに立てるほどの資格は……可憐ちゃんには、ないよ。紅蓮さまの隣に、あなたは相応ふさわしくない」

　紅蓮の大声は水葉の台詞せりふにさえぎられる。

　けっして声を張っているわけではないのに、水葉の言葉はずしりと重く空間に響いた。

　そして、可憐は。

「…………」

　強く、強く唇を嚙かみしめ。前髪の隙すき間まから覗のぞいた瞳に激情の炎ほのおを灯ともしている。

　嫉しつ妬と、羨せん望ぼう、自尊心、憎悪、悔かい恨こん、あらゆる感情が複雑に絡み合っていた。

「……お断りします。私には何の益にもならない遊戯。受ける理由がありません」

「利のない勝負はイヤ？　……じゃあ、賭かければ、いいのかな？」

「何を賭けると？」

「わたしが負けたら、わたしは退学。二度と紅蓮さまの前に、現れない」

「話になりません。害虫駆く除じよの手間が省けていいですが、利益とは呼べないです」

「もちろん、それだけじゃない。もうひとつ、わたしが負けたら──」

　つんと澄ました可憐の冷静な顔は、次の瞬間、困惑に歪ゆがむことになる。

　いや、可憐だけではない。この場にいた全員が驚きよう愕がくさせられたのだ。

　くすりと微笑ほほえんだ水葉の口から飛び出した、その衝撃発言に。




「白王子透夜生徒会長が、紅蓮さまの隷徒になる」




「はっ……!?」

　さすがの可憐もこれには声をあげざるを得なかった。

「何を勝手な。そんなことが認められるとでも？」

「本人の合意が取れれば、問題ない。……いいよね、会長？」

　傍らに立つ白髪長身の男に小首をかしげて訊たずねる水葉。

　邪気のない瞳に見つめられ、透とう夜やはクックッと肩を震わせた。

「なかなかおもしろいことを言う」

　獅し子しに匹敵する迫力を備えた重低音じみた声を聞いた瞬間、水みず葉はの足元に這はいつくばっていた静しず火かが顔面蒼そう白はくとなって声をあげる。

「お姉様！　すぐに取り消けしてください！　いくらお姉様でも会長の逆げき鱗りんに触れては──」

「犬は黙れ。貴様如ごときが俺の意思を代弁するな」

「……！」

　短い言葉で静火を黙らせると、透とう夜やは凶悪な笑みを浮かべ。

「愉たのしませてくれた褒美をくれてやるぞ、水葉。この遊戯、俺は貴様の賭かけ代となろう」

　……──オオオオオオオオ──……！

　講堂内を津波のようなざわめきが支配した。

　可か憐れんが勝てば生徒会長である透夜が紅ぐ蓮れんの隷徒となる。当然、透夜が所持していたＧＰも財産もすべてが紅蓮に委い譲じようされる。すなわち名実ともに紅蓮がこの獅し子し王おう学園の頂点に君くん臨りんすることになるのだ。

「心配せずとも己が賭け代になったからと言って生徒会側を優遇する気はない。むしろ、俺が隷徒に堕おとされるような展開は大歓迎だ。是ぜ非ひ、この退屈を打ち壊してくれ」

　ディーラーの中立を保つという透夜の宣言に噓うそはないと、紅蓮の『眼』は看かん破ぱした。

　異常な感性だが、それこそが白しろ王おう子じ透夜を最強たらしめている所以ゆえんなのだろう。

「どうする、可憐ちゃん？　……紅蓮さまを頂点に押し上げなければならないあなたには、またとない条件……だよね？」

「……水葉さん。あなた、どこまで知っているんですか」

「さあ？」

　睨にらみつけながらの可憐の問いに、水葉はとぼけたように肩をすくめる。

（……何の話だ？）

　紅蓮が頭に浮かんだ疑問を口にする時間はなかった。

　確かな決意を瞳に宿して、可憐が一歩前に出る。

「そちらの意思はわかりました。……ですが、私は何を賭ければいいでしょうか？　ＧＰをすべて賭けても、Ｓランク１位には見合わないと思いますが」

「いらない。ＧＰなんて、そんなのに、興味ない」

「では、何を賭けよと？」

「『紅蓮さまと接触する権利』」

「……えっ」

　水葉の提案は可憐を凍りつかせるのに充分な威力を秘めていた。

　傍らで聞いていた紅蓮も眉まゆをひそめる。

「どういうことですか。お兄様と私を引き離して、どうするおつもりです？」

「だって、紅蓮さまに本気を出してもらうには……わたしをいじめてもらうためには、眠りから覚めてもらわないと。可愛かわいい妹をたたきつぶして、その絆きずなを断たち切れば、あの人は絶対に、すべてを破壊せずにはいられなくなる」

「……おい、可か憐れん。そんなバカげた勝負を受ける必要はないぞ」

　うんざりとした顔で紅ぐ蓮れんが言い、可憐の肩にそっと手を乗せた。

「得るものに対して、失うものが大きすぎる。序列もＧＰも地位も俺にはいらない。が、お前を失えるはずがない。だから、やめておけ。──挑発に乗るな」

「……お兄様……！」

　優しい言葉に、可憐はそっと兄の温かい手に触れながら振り返る。

　しかしその笑顔は、すぐに強こわ張ばり鋭するどい刃やいばの如ごとく引き締まった。

「ありがとうございます、お兄様。ですが、この勝負──受けます」

「なっ……なんでそうなるんだ!?　そんな無む茶ちやをする必要はないはずだろ!?」

「ごめんなさいお兄様。私はお兄様を愛しています。だからこそ、お兄様には頂点に君くん臨りんしてもらわなければならないんです」

「俺はそんなもの求めてない！　俺のことを想おもってくれるなら、どうしてそれがわからないんだ!?」

「理由は……言えません。でも、必要なことなんです」

　頑かたくなな態度の可憐はこぶしを強く握りしめ、水みず葉はの虚うつろな瞳を見返した。

「それに私がお兄様の隣に立つためにも、お兄様に認められたこの女を超えなければなりません。ここで引き下がるようでは、お兄様に置いて行かれたあの時と何も変わりませんから」

　ただの妹ではなく。

「強くなった私を……お兄様の傍そばに立てる存在なのだと、認めて頂くために」

「……よせ、可憐！」

　紅蓮が止めるより早く、可憐の指がデバイスに触れていた。

『遊戯承認。『フェイクポーカー』特別戦──

　御み嶽たけ原ばら水葉　対　砕さい城じよう可憐。開始いたします』

　学園統括ＡＩが瞬時に申請を受理し。

「私はあなたを超えます。そしてお兄様に、学園の頂点に立って頂きます！」

「えへへ……♪」

　ぺろりと、セクシーな仕草で桃色の唇を舐なめて、水葉は答える。

　カナリアを食べたばかりの猫のような貌かおで。

「ああ……すごく、愉たのしみ……♪　どうせやるなら、愉しい勝負にしようね……♪」

　そして、新たな勝負の幕が開き。

　大観衆の面前で、はじめて──怪物が、その牙きばを剝むいた。






●砕さい城じようの産んだ怪物






「……！　水みず葉はさん、それは……」

　遊戯卓につくと同時に可か憐れんは水葉の肩にくっついた「それ」を見み咎とがめる。

　すると水葉は、ん？　と首をかしげ、

「ああ……この子？　わたしの、ペット。紅ぐ蓮れんさまとわたしを結びつけてくれた、恩人みたいなもの、かな」

　そう言って、肩を這はう一匹の人のこぶしほどの大きさもある毒どく蜘ぐ蛛もを撫なでてみせる。

　紅蓮の記憶の中にもある。命さえ危険に晒さらす遊戯に用いた、あのクロドクシボグモだ。

「管理にはせいぜい気をつけてもらいたいものですね」

　平静を装った可憐だが制服の下では鳥肌が立っているのを自覚している。

　人を死に至らしめん虫も、その虫を平気で肩に載せる水葉も、可憐には不気味に見えて仕方がなかった。

　とはいえこんなことで集中を乱すわけにはいかない。

　ぱちんと頰ほおをたたいて気合いを入れ直し、可憐は遊戯卓へと向かった。




　砕城可憐と御み嶽たけ原ばら水葉、『姉』と『妹』の遊戯。その幕開けは異様に静かだった。

「──レイズ。これだけ」

「……チップ、20枚ですね。コールします」

　大観衆が水を打ったように静まり返る。突如として始まった新たな勝負、それも生徒会長の進退を賭かけた勝負に誰もが息を吞のむしかなかった。

（……20枚、ひとまず受けましたが、これは？）

　可憐は冷静に手札を開き──♦５♠８♠Ｑ♥Ｋ♦Ｋ、５枚のカードを確認する。

（Ｋのワンペア……これは？）

　白しろ王おう子じ透とう夜やのシャッフルの癖を思い出す。

　これまでの六人分の遊戯において繰り返された偏かたより──意図したものか、事故か。

　奇妙に固まって配られたカードは、それを暗示している気がした。

「交換ドロー、２枚お願いします」

　♦５と♠８、２枚をディーラーに差し出して交換を促す。

　ディーラーを務つとめる白王子透夜はポーカーフェイスを維持したまま、それを返し。

　もたらされた新たな手札をめくった瞬間、可憐に電流が奔はしった。

（──来ていますね。流れが……）

　それは確率の偏り、幸運の偏差。

　あらゆる不確定要素を排はい除じよした結果それでも残る乱数の気まぐれ。

　♥８♠Ｑ♣Ｋ♥Ｋ♦Ｋ──結集した三人の王、スリー・オブ・ア・カインド。

　♠Ｑではなく♠８を残していればフルハウスだったとはいえ、充分な勝負手。

　シンプルに作れる役としては極上、大きく張るに足る価値がある。

（ならば、ここは大きく張るべき……！）

　瞬時の計算に基づき、可か憐れんは手元のチップを確かめてから手番を待つ。

　手を入れ替えた水みず葉はは、勝負前の異様な高揚感、狂気のような表情もどこへやら──

「うーん……それじゃあ、レイズ。これだけ」

　ざらっ!!

「……正確に宣言して頂けませんか？　それでは遊戯が成り立ちません」

「……めんどくさい……」

　水葉が押し出したチップの山は、整理されていないただの山だ。

　しかしその枚数がわからない者はこの場にいない。なぜなら──。

「レイズ……これだけ残して、全部ね？」

　先ほどベットした30枚に加え、最初に配られたチップのほぼすべて。

　手元に残したのはわずか５枚。

　水葉は、命そのものとも言えるチップ、うち95枚をこの勝負に賭かけていた。

（初回、初手での大勝負──並の相手なら、自殺行為としか思えませんが）

　可憐は無言で場を、水葉という人間を観察する。

　ここ数日生活を共にしながら、まったくといっていいほど理解できていない。

　その行動原理は秩ちつ序じよではなく混こん沌とん。ランダムに選択されているかの如ごとき無造作。

　故に論理の剣は抜けず、行動を読む術すべはない──が、人間である以上、そこには思考が介在するはず。

（おそらく日頃の行動すべてがフェイク。そう判断するべきでしょう）

　虚無的な言動、愚おろかとも思えるしぐさで自分さえも騙だまし、油断を誘う演技の仮面。

　だとすれば、この強気な全賭けに手札の裏付けがないはずはなく。

（確率的に考えるなら、Ｋのスリー・オブ・ア・カインド以上の手役はそう簡単にはできません。が……場の偏かたよりが私だけではなく、あちらにも流れていたとしたら）

　スリー・オブ・ア・カインド以上の手役があちらにある可能性は、否定できない。

（……フォールド……）

　降りるという選択肢が頭に浮かぶ。

　それは95枚を失うリスクを恐れ、30枚で済ませるベターな誘惑。

　だが──。




「受けましょう。コールです」




　ざわっ……!!




　会場が揺らぎ、熱が高まる。

「おいおい、まじかよ……!!」

「どっちも勝負手が入ってるにしたって、滅め茶ちや苦く茶ちやだろ!?」

「オリるね、俺だったら絶対オリるよ、あんなの!!」

　我がことのように観衆が囀さえずる中で、可か憐れんは表情を変えることなく深呼吸した。

（──こちらの手役はスリー・オブ・ア・カインドの中でも最上位の強さ。故に警戒すべきはそれ以上の手役のみ）

　初手でストレートが成立する確率は０・３９％。

　フラッシュなら０・２０％、フルハウスなら０・１４％、フォー・オブ・ア・カインドは０・０２４％。

　ストレート・フラッシュなら０・００１３％。

　ロイヤル・ストレート・フラッシュなら０・０００１５％──。

（初手、ドローなしの状態ですでにチップ30枚を賭かけていた以上、次のドローで手役が強くなった可能性は捨てきれません。なればこそ、ここはオリてもいいのですが──）

　だが、可憐はその考えを捨てる。

「ただのポーカーならばともかく──」

　これは、『フェイクポーカー』なのだから。

「手札開示シヨウ・ダウン」

　感情を排した透とう夜やの宣告と共に、二人は手札をさらけ出す。




「スリー・オブ・ア・カインド。キングです」




　♠Ｑと♦Ｋだけを公開。残りは伏せる──あえてキング２枚を伏せた手役は、審判ジヤツジを誘う狡こう猾かつな罠わな。

　ペアの不成立を疑うたがい審判を宣言すれば真実が顔を出し、鋭するどい刃やいばが敵を貫つらぬくギミック。

　残り少ない水みず葉はの命チツプをすべて刈り取る大おお鎌がま！




「すりー……おぶ・あ・かいんど。８、の」




　水葉は♣７と♦８だけを公開、残りは伏せている──宣言したのは、可憐に劣る勝負手。審判なしなら敗着の一手となる役。




「おおおおお……!?」

「95枚負けって……おいおい、いきなり決着かよ？」

「滅め茶ちや苦く茶ちやだよ、あの水みず葉はっての。ド素人か？」

　会場がふたたび揺れ、あまりにも無様な勝負のゆくえに悲鳴があがる。

（……あっけない。こんなもの、なのでしょうか？）

　あまりにも平凡な成り行きに、可か憐れんは内心で眉まゆをひそめた。

　全盛期の紅ぐ蓮れんにすら食い下がったという強者。それだけに充分な警戒をし、挑んだ勝負で何の策もなく、ただ正面からの力技で勝てるなどとは思っていなかった。

　何かがあることは前提。だからこそ、審判ジヤツジの罠わなを仕掛けたのに。

「審判の宣告がないなら、清算に移るが？」

「こっちは、なし。……はずれたら、ぜんぶ、なくなっちゃうから」

　透とう夜やがうながすと、たった５枚のチップを無邪気に弄もてあそびながら、水葉は言う。

（不発、ですね。読まれた……いえ、壊れているのでしょうか？）

　その赤ん坊のようなあどけないしぐさに、演技の匂いはまったくしない。

　まったくの自然体──発汗、体温上昇、心拍、呼吸の乱れすべて正常。

　ありえないほどの完かん璧ぺきな『無心』に、可憐はわずかに警戒するが──。

「──審判。手札を公開してください」

　ここで仕留める。そう考え、可憐は審判を宣告した。

（８のスリー・オブ・ア・カインド？　……ありえません。８はすでに、２枚出ていますから）

　フルハウス、ないしツーペアを目標に入れてＱを手札に残すことを選択し、可憐が交換に消費した♠８、そしてその後引いた♥８は、伏せカードとして今も眠っている。

　残る８は、♦と♣の２枚のみ。

　万能のカード、ジョーカーが存在しない以上──スリー・オブ・ア・カインドだけは、ありえない。

　１００％成立する審判。

　この審判で罰則のチップ10枚を奪い取れば──。

　勝利は、可憐のものとなる。

「さあ、さらけ出しなさい。その醜みにくい偽いつわりの手を」

「あーあ……バレちゃった」

　水葉は人形のような平へい坦たんな声でそう言って肩を落とした。噓うそを見破られ敗北が決したにしてはいささか大人しすぎるが、水葉はもともと覇気のあるタイプではない。可憐も特に気にすることなく噓が暴かれる瞬間を待った。

「とっても、残念」

　水みず葉はは小首をかしげながら伏せたカードをめくっていく。

　──♥９。

「とってもとっても残念」

　──♣10。

「ホントのホントに……残念だよ。可か憐れんちゃん」

　そして最後の一枚は。

　──♥Ｊ。




「ああ、残念──こんなんじゃ、全然痛くない」

　茫ぼう洋ようとした赤い『眼』をぼんやりと輝かせ、水葉の口が不気味な笑みを刻きざんだ。

「え……？」

　可憐の口から困惑の声が漏もれる。

　そして同時にぞくりと背筋に氷を放ほうり込まれたような悪寒が走る。

　８は３枚存在しない。スリー・オブ・ア・カインド不成立。よって《審判ジヤツジ》は成功。

　しかし、しかしだ！

　……なんだその手は？

　可憐は何度も何度も水葉の手を確認し、そしてぶわりと額ひたいに大粒の汗を浮かべた。

　水葉の公開した伏せカード、♥９、♣10、♥Ｊ。

　これらに、最初から開示されていた２枚──♣７と♦８が加わると。

　──♣７♦８♥９♣10♥Ｊ。

　７から11までの数が揃そろったこの時、新たに成立する役は──

「──ストレート。審判成立、御み嶽たけ原ばら水葉は、砕さい城じよう可憐に10枚を支払う」

　透夜デイーラーが勝敗の処理をあらためて口にする。

「そして、審判によって開示された役に従い、ゲームそのものの勝敗を変更。砕城可憐は、御嶽原水葉に95枚を支払う」

　一瞬、透夜デイーラーの言葉の意味が理解できず、可憐は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　大量のチップが一気に移動する、じゃらりという音でようやく我に返れた。

「そんな馬鹿なことが……こんな不合理が、あるというのですか……？」

　──わざわざ手が弱くなるように噓うそをつく。

　そんなことには何の意味もない。ただただ勝率を下げる愚ぐ行こう。

「正気の沙さ汰たとは思えません……私がもし『審判』を宣告しなかったら、どうするつもりだったんですか？」

「もし？　……遊戯に『もしも』なんて、ないよ？」

　水みず葉はは嗤わらう。

「わたしが、仕掛けて。あなたが、罠わなにかかった。ただ、それだけ」

「……っ。それは結果論でしょう。何な故ぜ、どんな根拠があってそのような無謀な賭かけに出たのかと、そう訊きいているんです！」

　自然と声を荒らげる自分を可か憐れんは止められなかった。当然だ。あまりにも理が通らない。

　深い考えなど何もなくいたずらに蛮行に走るド素人ならばいざ知らず。Ｓランク４位。生徒会上位の実力を持つ遊戯者がすることではない。

「……否定ネガテイブ。前提が、まちがってる」

　水葉は首を振り、チェシャ猫じみた妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「わたし……もともと、成功しなくてもいいと思ってた。そうしたら、残り５枚。死の際。そこまで追い詰められれば、すこしはどきどきできるかも、だから」

「なっ……95枚を捨てるつもりで臨んだのですか!?」

「うん♪」

　にっこり、と。

　無邪気な童女のように御み嶽たけ原ばら水葉は微笑ほほえんで、彼女は肩の毒どく蜘ぐ蛛もにキスをした。

　その笑顔が、可憐にはとてつもなく邪悪な魔物の笑みに見える。

　常人の思考ではない。

　誰もが１枚、２枚のチップを大切に抱え、１枚でも手持ちを増やそうと苦心するものだ。

　だというのに、95枚もの大量のチップを己のスリルのためだけに乱暴に扱あつかうなんて！

　なんなんだ、この相手は。まったくもって、計り知れない。




　可憐、95枚を失い、10枚を得て、残りチップは15枚。

　水葉、95枚を得て、10枚を失い、残りチップ１８５枚。




（おかしい……どうしてこんなことに……）

　自分の残りチップ数を見て可憐は震える。

　ただの敗北ではない。

　常軌を逸した一手。凡人にはけっして選べぬ狂った戦術。

　常識の積み重ねで強くなってきた可憐にとって、それは格の違いを思い知らされる一撃でもある。

（お兄様の前でこんな醜しゆう態たい……くっ）

　──このまま負けるわけにはいかない。

　可憐は血が滲にじむほど唇を嚙かんだ。己の甘さを痛みで打ち消けそうとせんばかりに。

　もはや冷静に戦況を見通すようなポーカーフェイスはない。そこにあるのは、ただただ相手を食い殺さんとする鬼の眼光であり、牙きばをあらわにした遊戯者の姿であった。

　闘気あふれる眼まな差ざしを向けられ水みず葉はが歓喜を含んだ笑みとともに小首をかしげる。

「次、やろうか。死なないように……頑張ってね？」

　華麗なる透とう夜やのシャッフルが断頭台へ向かう途中の足音のように鳴る。




　そんな、張りつめた空気の中で。

　可か憐れんの背後から戦況を見守る紅ぐ蓮れんは。

「…………」

　闇に潜ひそむ獣のように『眼』を光らせながら、デバイスのタッチパネルに指を滑らせた。





　＊






『最低ベットはチップ５枚、毎回必ずそれ以上のチップを賭かけねばなりません。

　ベット、レイズ後にフォールドした場合賭けたチップはすべて相手側に移り、

　手持ちのチップが５枚以下となった場合敗北となります──』




　提示されたルールの末尾にあった、何気ないこの取り決め。

　いわゆる場代、アンティ──。

　これがじわりじわりと可憐に出血を強い、嬲なぶるように追い詰めていた。

「……コール、５枚です」

　何の役もない惨さん澹たんたる手札をポーカーフェイスで確認し、可憐は賭ける。

　最低枚数の５枚、だが可憐にとっては手持ちの３分の１だ。

「レイズ。……これだけ」

　じゃらりと場に出されたチップを、透夜の手が素早く積み替えて整理する。

　５枚の山が三つ、15枚──。

　可憐の残る命すべてと等しいそれは、まさに死の弾丸だった。

「……ドロー」

　恐怖をおくびにも出さず、可憐は手札交換に移る。

　だが奇跡は起こらず、カードの偏かたよりもなく、手札はあまりにも無残なまま──

（♦８♣５♦５♠２♥Ｊ、ワンペア……）

　とても勝負できる手札ではない。

「これと、これ」

　続いて水葉が捨てたカードに、可憐はほんの一瞬、心臓が停とまった気がした。

（──Ａのペアを捨てた？）

　♥のＡと♦のＡ、単純にペアとして最強の組み合わせ。それをあっさりと捨て、水みず葉はは新たに得たカードを加えて、一いち瞥べつしたきりデスクに乱雑に並べる。

　ぼーっとした無表情。幼稚園児のような無む垢くさと俊敏な獣の迫力。それらがひとりの少女の中に矛盾なく同居している。

　可か憐れんの常識外の存在。あまりにも不気味で不可解なその思考をまったく理解できない。

（解析不能……揃そろっているペアを捨てる利点とは？　何かのブラフ、私を勝負に乗せるための手段。そうとしか考えられませんが……）

　あえて有力な手札を捨ててみせることで、可憐を勝負の場に引きずり出す策略か。

　……それにしてはあからさますぎるような気もする。

（理解の外の存在がこれほど恐ろしいとは。未発見の猛獣が闊かつ歩ぽする孤島にたったひとり放ほうり込まれてしまったかのように、心細い……）

　可憐は手札をデスクに伏せ、長い息を吐き出した。

「フォールド……です」

　宣言とともに可憐は無言で５枚のチップを水葉に差し出す。

　その声の抑よく揚ようはかろうじて平へい坦たんを装えている。

　しかし彼女は人知れずギリっと音が鳴るほどに歯を食いしばっていた。

　余裕などとうに消きえ失うせている。

　まだ毅き然ぜんと遊戯の場に立ち続けていられているのは、遊戯に対するプライドと、紅ぐ蓮れんに失望されたくないという焦燥感ゆえのことだ。

（耐えなければ。すこしでも回数を稼ぎ、敵の情報を増やす。そして勝負すべき手がきたときに備える！）

　可憐は残り10枚。水葉は１９０枚──。

　そして次のゲームが始まる。

「……っ!!」

　配られた手札を一いち瞥べつした可憐の目が吊つり上あがる。

　──またしても無ブ役タ！

「フォールド……です……」

「そう」

　手を入れ替えても有力な手札にならず、またしても勝負を避けた可憐に対して、水葉は興味もなさげにそう言った。

　ついに可憐のチップは残り５枚。勝負に降りてもアンティを取られたら敗北。ゆえに、逃げ場なし。絶対に勝負を仕掛けなければならない窮きゆう地ち。

　対する水葉は１９５枚。ほぼすべてのチップを手元に集めた彼女は退屈そうにコインを指で弄もてあそんでいた。

　遊戯開始前にはわずかながら覗のぞかせていた好奇心の色も、その瞳から完全に消きえ失うせている。

「……期待外れ」

　水みず葉ははさもつまらなそうにそうつぶやいた。

「あなたみたいなニセモノが妹なんて……紅ぐ蓮れんさま、かわいそう」

「黙りなさい」

　可か憐れんの口から聞く者をぞっとさせるほどの絶対零度の声が漏もれた。

　美しいゆえに見る者に恐怖を与える雪女のような迫力をまとった可憐に、しかし水葉は一切物もの怖おじした様子を見せずにくすりと微笑ほほえむ。

「おこったの？　冷静に見えて、意外ともろいんだね」

　あくまで無邪気に。悪魔のように邪悪に。水葉はくすくすと笑った。

「それにあなたは『眼』がわるい」

「……どういう意味です？」

「『理屈で勝負してない変わり者』『計算の通じないケダモノ』……可憐ちゃんの、わたしの印象はそんなところ……。でも、そんな浅い分析をしてるうちは、わたしに勝てない」

「その分析に大きな間違いがあるとは思えませんが」

「あるよ」

　水葉は静かに断言した。

「あなたは、わたしを恐れすぎた。何度も分析を重ねなければ理解できないバケモノだと思い込み、チップが残り５枚に追い込まれるまで『見ケン』に回ってしまった」

「勝負手でなければ無理をせずに『見』に回り、あなたの情報をすこしでも増やす。それは最善の一手……間違いといわれる戦略ではありません」

「うーん」

　水葉は唇に指をあてて首をかしげる。

　まるで可憐の戦略が理解できないとでも言わんばかりに。

　そして、こう言った。




「どうしてわたしが毎回、きちんと考えてる前提なの？」




「えっ……？」

「あなたの解析能力はすごい。短時間でデータを集積して分析して結論を出す、その過程を高速でこなすなんてなかなかできることじゃない。でも、あなたの分析には穴がある」

「……！」

　たった今、指摘されて思い至った。そうか、自分の分析は──

「可か憐れんちゃんは、毎回、相手が必ず意味のある行動を取ることを前提に分析している」

「まさか……まさか貴女あなたは!?」

　その事実に気づいた可憐は顔面蒼そう白はくとなって。

「あの手札交換は……Ａのペアを捨てた行為は、何の意味もなくやったというのですか！」

「そうだよ。頭をからっぽにして。ただなんとなく捨ててみた」

　分析を是ぜとする可憐の遊戯を嘲あざ笑わらう悪魔の手法。

　勝利をたぐり寄せようと必死で集めていた情報がノイズだらけのダミーだった。それは灼しやく熱ねつの砂漠の中でやっと見つけたオアシスが蜃しん気き楼ろうだと知った旅人が味わうのと似た絶望だろう。

　水を求めるように可憐の喉のどが鳴る。

「意味がわかりません……理解できません。何も考えずに、遊戯に臨むなど！」

「わからない？　そう。じゃあ、教えてあげる」

　静かにそう告げた水みず葉はは肩の毒どく蜘ぐ蛛もを指でつまみ、顔の前に差し出した。わしゃわしゃと多足を動かすそれをたっぷりと見せつけた後。

「これは……毒。情報を貪むさぼることでしか勝ちを拾えない、卑いやしい凡人にだけ効く、毒」

　ぐしゃり、と。

　言葉とともに水葉は、毒蜘蛛の体を容よう赦しやなく握りつぶした。

　紅ぐ蓮れんと自分を結びつけた恩人だなどと言いながら。慈悲も容赦もなく。一切のためらいを覗のぞかせず。

「わたしね、毒に蝕むしばまれて、苦しみながら死んでいく姿を見るのが……大好きなの」

　ペットの死し骸がいから滴したたり落ちる青い液体をうっとりと眺めて。

「もうすぐ死ぬところまできて、毒を盛られたことに気づいた人の……絶望的な表情。それを見るためだったら、たとえ目先の勝負に負けてもいい。ねえ、可憐ちゃん。あなた、今……とってもステキな顔、してる……♥」

「あ……あ……ぁあ……」

　情報を貪ることでしか勝ちを拾えない、卑しい凡人。

　水葉の発したそのひとことは可憐の胸の深い部分をえぐっていった。

　……見抜かれてる。自分のすべてを。

　これまでの人生を。遊戯にかける信念を。覆い隠してきた偽いつわりの礼装を。

　砕城可憐が砕城家に生まれた天才などではなく、砕城の家に生まれたにもかかわらず、遊戯の才能を持たない落ちこぼれであると、見抜かれている。

　その絶望に顔面蒼そう白はくとなり、腕と唇を震わせる可憐に、水葉はずいと顔を寄せた。

「あなたは、ただの平凡な秀才」

　毒蜘蛛の血が口紅のように塗られた唇が薄くひらき、悪魔がささやく。

「ただ少し、人より知能が優れているだけ。お勉強ができるだけのいい子ちゃん。わたしや紅ぐ蓮れんさまのような正真正銘ホンモノの遊戯者の隣にいていい存在じゃない。……だから、ね？」




　──紅蓮さまを、ちょうだい？




「紅蓮さまを、わたしにちょうだい。あの人とゴリゴリガリガリ音を立てて命を削けずる時間を、あのキモチイイ時間をもう一度味わわせて。あなたみたいな凡人と絡むことで失われていく貴重な時間を、宝石より美しいものを、全部全部──ちょうだい!!」

「……ぃ……嫌……」

　可か憐れんは強くかぶりを振った。

「絶対に……嫌……!!」

　水みず葉はの体を押し返し、可憐はきっと睨にらみつける。

「お兄様を貴女あなたなんかに渡さない。絶対に渡してやるもんかっ！」

　普段の冷静な丁寧語ではなく。

　五年前の、ただの『妹』でしかなかった頃の口調で可憐は悪魔を拒絶した。

　絶望したまま指をくわえて敗北を迎えるような弱い自分はもういない。

　どれだけ強大な相手だろうと、全力で食らいついてみせる……！

　可憐は目を閉じ、今回の遊戯における自分の失敗を反はん芻すうした。

　すべては前提条件の不備。御み嶽たけ原ばら水葉という遊戯者を理解できなかったがゆえの失態。

　水葉の遊戯は目の前の点数を取りに行くたぐいのものではない。

　リスクを負ってでも相手の心を痛めつけていく精神的インファイター。

　それが、御嶽原水葉！

　相手の心を痛めつけ、殺した方が勝つ。彼女はそんな遊戯を愉たのしんでいるのだ。

　可憐が静しず火かに勝てたのは、同じ戦略、同じ情報、同じ尺度でより高度なスキルを持っていた、ただそれだけの話。

　遊戯の捉とらえ方そのものが違う相手には、対応していない。

　事前情報も何もなく、ただひたすらに真正面から敵をたたき潰つぶさんと挑んでくる怪物に対抗するには、ちまちまと情報を集めていてはいけなかった。

「……まだ、です」

　だが、可憐は諦あきらめない。

　失敗した原因がわかっているなら、対処はできるはずなのだから！




　そして遊戯は再開される。

　透とう夜やがシャッフルして、可憐と水葉には５枚のカードが配られる。

「貴女あなたなんかには……絶対に負けない!!」

　血を吐くような叫びとともに可か憐れんはカードを手にする。

「お兄様に近づくために。お兄様の隣に立てる可憐になるために。あの日、私を置いて、いなくなってしまったお兄様を、今度は絶対にひとりにしないために──」

　可憐の時間は、ほぼすべてがそのためだけに費やされていた。

　血のにじむような訓練、努力、勉強、ありとあらゆる困難をひたすら越える日々。

「才能を否定されようと、過ちを犯そうとも、どうしようもなく及ばずとも──」

　だからといって。

「諦あきらめる理由には、ならないのですから!!」

「──あはっ♪」

　はじめて、嘲あざけりではない笑みを水みず葉はは浮かべた。

「それでこそ遊戯だよ。命を賭かけた、死と隣り合わせのスリル……一緒に楽しもうよ♪」

　死。それを大げさな表現だと可憐は笑い飛ばせない。

　何な故ぜならこの遊戯に負ければ、紅ぐ蓮れんとの接触の一切を禁じられるのだから。

（お兄様を失うということは、太陽を失うのと同じこと。絶対に、負けられない！）

　そして、決着の第４回。

　交換を終え、可憐の手札は──♣３♦５♦６♠６♠10、ワンペア。

（……強いとは言いがたい手札）

　可憐の命、場にベットしたチップは５枚きり。

　手札を換えてなおこれでは、相手がワンペア以上の役ならば【審判ジヤツジ】は必須。

　噓うそならチップ10枚を得て首の皮一枚生き残れる。真なら敗北が確定するが──どの道負ける勝負では、ほんの何秒か敗北が早まるだけに過ぎない。

（逆に、こちらの役偽装が通れば──審判ジヤツジコールをさせなければ！）

　まだ生き残れるはずだ。

　必要なのは説得力のあるブラフ、あの野獣の直観を超える何らかの罠わな。

（フォー・オブ・ア・カインドの偽装はリスクが高い。相手の手札に６が１枚でもあれば終わり。ならば）

　偽装が可能な範囲で最も強い手。最も説得力のある手。

　それは──６のスリー・オブ・ア・カインド。２枚の６を見せ、伏せた３枚の中に６が１枚でもあれば真という非常にありえそうな迷彩を施ほどこした手。

　水葉の手札に偶然６が１枚存在する確率はけっして低くないが、６が２枚きてしまい、噓が確定する確率は高くない。十二分に騙だまし得る。

「手札開示シヨウダウン」

　ディーラーの言葉と共に、可憐は動く。

　パラリ、と扇のように広げたカードを可か憐れんは巧たくみにテーブルに並べる。

「スリー・オブ・──」

　だが、最後の希望を込めた可憐の声は。




「審判ジヤツジ」




　あっけない一言によって、貫つらぬかれた。

「えっ……？」

　何を言われたのか理解できず、目を見開いたまま硬直する可憐の前で、水みず葉ははその場にカードをまったく伏せないままに並べていく。

　♠Ａ♠３♣５♣Ｊ♠Ｊ──ごくごく平凡な、役。

「ワン、ペア」

　けれど可憐を殺すには充分な役。

　素っ気ないそのひとことと共に。

　可憐の敗北は、確定した。




（……敗……けた……？）




　どうして？　何な故ぜ、水葉は『審判』を宣告した？

　だって、このスリー・オブ・ア・カインドは高確率で成立し得る役なのに。

　噓うそだと断定できる理由はどこにもないのに。

　──何故？　何故何故どうしてなんで何を根拠にどうして何故──




「なぜ、わかったのですか……？」

　顔面蒼そう白はくとなった可憐は、かすれた声を絞り出して訊たずねた。

　敗因を知ることなど無意味だ。すべてを賭かけた遊戯では反省を生かす機会など訪れない。

　すこしでも己を慰なぐさめたいがゆえの敗者の醜みにくい足あ搔がきに過ぎない。

　だがそうとわかっていても、可憐は訊ねずにはいられなかった。

「あなたの手には６は１枚もない。私の手が噓だと断言できる理由は何もないはずです。それなのに、何故……。一瞬もためらうことなく……審判を、宣告できたのですか……？　時とき任とうミミのように、何らかの超能力があるとでも？」

　幽鬼のような蒙もう昧まいとした可憐の問いかけに、水葉はあたりまえのような顔で。

「論理的に考えればわかるもの」

「え……？」

　論理。論理。論理。慣れ親しんだその単語も、目の前の怪物から発せられると途端に何か怪しい黒魔術の呪文に聞こえて、可か憐れんはしばし呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「一番できる確率が高い役、ワンペア、ツーペアができている時、フォーカードの偽装はリスクが高い……相手の手札に６が１枚でもあれば終わり。偽装が可能な範囲で最も強い手。最も説得力のある手。それは──スリー・オブ・ア・カインド」

　まるで己の脳のう味み噌そを覗のぞかれたかのように。数十秒前に可憐が考えたことが水みず葉はによって丁寧に紐ひも解とかれていく。

「あの状況、噓うそを仕掛けるならスリー・オブ・ア・カインドでくることはわかっていた。もしも他の役を申告していたなら、万が一の可能性が芽生えるから、審判ジヤツジは宣告しなかった。けれど──」

　最も合理的で、最も説得力があり、最も高確率な手役。

「それを選んだ時点で、ブラフ、確定」

　己が審判に至った経緯を説明する水葉の表情に先ほどまでの狂戦士じみた狂気はない。

　むしろ氷のように冷たく、冷静だ。

　理路整然と、ハキハキと話すさまは妹の静しず火かとよく似ている。そうしていると、二人が双子の姉妹なのだとまざまざと思い知らされる。

「あ……」

　可憐の表情が凍りつく。

　時が停とまったように強こわ張ばり、動きを止め、呼吸も心臓も静止したかのように──。

　普段通りなら決して犯すはずのない、あまりにもシンプルな落とし穴。

　自分が最も得意としていたはずの相手の情報を解析し、行動を読む手法をそっくりそのまま返されたことに気がついて、可憐は愕がく然ぜんと水葉を見上げた。

「どうして……。貴女あなたは、確率や、論理には、頼らない。はずなのに……」

「頼らないけど……確率を理解できないとは言ってない」

　水葉は断罪する。

「確率とか、直感とか、そんなのどっちでもいい。どっちも同じ、ただの手段だもの」

　ぼんやりと。興味なさげに。しかしその無表情に鬼き面めんじみた嘲ちよう笑しようを刻きざんで。

「わたしは……選んでるだけ」

　膝ひざをつき、愕然と目を見開く可憐にその顔を近づけて。




「──あなたが一番傷つくやり方を、ね？」




　そう。可憐は致命的な思い違いをしていた。

　理屈の通じない怪物モンスター。直感だけで殴りかかってくる狂戦士バーサーカー。

　それが御み嶽たけ原ばら水みず葉はという遊戯者の本質だと思い込んだ。

　いや、思い込まされた。

　だが、そうではない。

　千変万化。あるいは、有う為い転てん変ぺん。

　一瞬たりとも同じ形に留とどまることなく、混こん沌とんと秩ちつ序じよの両端を行き来する──。

　それこそが御嶽原水葉が伊い邪ざ那な美み機き関かんの実験によって得た力。人格の破壊と引き換えに手に入れた、明鏡止水の先にある、己の脳をいかようにでも創つくりかえる異能──




『陰陽相克ダブルフエイス』




　……負けた。完全に敗北した。それもこんなにもあっさりと。

　その事実を脳が認めるまでにかなりの時間を要した。

　紅ぐ蓮れん以外の人間にはけっして負けないと誓い、ここまで有う象ぞう無む象ぞうを相手に無敗を誇ほこってきたのだ。大切なものを賭かけた勝負で敗北したのは人生で初めてだった。

　人生初の大敗に可か憐れんはうつむき、その細い肩は小刻きざみに震える。悔しさ。怒り。哀しみ。いろいろなものがないまぜになって、遊戯卓には、ぽつりと一滴の涙がこぼれる。

　大切な妹が。たったひとり、世界で何の打算もなく愛すべき相手が。

　敗北し、己の大切なものを失う瞬間──。

　それは、紅蓮にとって、もっとも見たくなかった光景だった。




　こうして──。

　砕さい城じように生まれた才能なき娘が努力で取り繕ってきた礼装ツギハギは。

　砕城に造られた本物の怪物に食い破られ、無残に散らされた。





　＊






「…………っ!!」

　大声で泣き叫びたいのをこらえるかのように、可憐は静かに身を震わせる。

　遊戯卓に沈んだその背中に、紅蓮は手を伸ばせない。

　手を触れることは許されていないから。

　慰なぐさめひとつ、かけることはできない。

　勝負の終了と共に学園統括ＡＩから下された指令、一切の接触を禁じる至上命令。

　それに縛られた今、紅蓮も可憐も、ただ挨あい拶さつを交わすことすら二度とできないのだ。

「すこしは、きたいしてたのに」

　涙をこらえる可か憐れんを見下すように、どこか無関心な茫ぼう洋ようとした目で水みず葉はがつぶやく。

「砕さい城じようの娘なのに──あたりまえ、ふつう、常識的。『教育』は受けてるのに、何も『開発』されてないみたいな──アンバランスで、いびつな感じ」

　それは、可憐も知っている事実だ。

　紅ぐ蓮れんがそうされているように。砕城の遊戯者に必ず施ほどこされる異能開発の施術。

　可憐はそれを受けていない。どれほど頼み込もうとも受け入れられなかった。

　なぜ、と砕城の家の者に理由を尋ねたとき、返ってきた答えは──。

（お兄様が、そう望まれたから）

　妹には遊戯者になってほしくないと、凄せい惨さんな勝負の場から遠ざけようとした兄の想おもい。

　紅蓮と砕城家との間で結ばれた契約。

　紅蓮との約束を反ほ故ごにし、砕城が可憐を数ある能力開発施設のひとつに送ろうとしたことが知れたときなど、紅蓮は遊戯でもってその施設を潰つぶし見せしめとしたという。

　多大な投資をした施設をそれ以上潰されてはかなわないと、砕城家はそれ以上、紅蓮に逆らおうとはしなかった。約束通りに可憐は箱入り娘として大切に育てられた。

　そんな兄の無償の愛を知りながら。

　可憐は、あえて逆らった。

　遊戯者としての教養を独学で学び、兄が解放されるまでの五年間、ただひたすらに己を鍛え続けた。異能などなくとも強き遊戯者となれるように。

　なぜなら、すべては。

（お兄様の傍そばに、いたかったから──）

　二度と離れたくなかったから。

　最強遊戯者の離脱を、世界が永遠に許すはずなどない。

　紅蓮は砕城家との《黒の採決ブラツクバウト》に勝ち、紅蓮と可憐を二度と巻き込まないことを吞のませ、自由を勝ち取ったが──

　裏では今、紅蓮を闇の世界に引きずり戻すための動きが活発化している。

　もって数年──いつか兄は遊戯の場に引き戻される。

　そのとき、ふたたび離れ離れになるのは嫌だ。

　だから可憐は砕城家と契約した。




　獅し子し王おう学園にて、砕城紅蓮を頂点に。自分が次席に君くん臨りんすることをもって、《黒の採決》の舞台でも常に紅蓮の隣に置かせてほしい……と。




　兄の隣に立つために、ただひたすらに学び続けた五年間。

　そして秘めた望みを叶かなえるために積み重ねてきた学園生活。

　そのすべてが今、否定され、崩壊した。

「……ごめんなさい……申し訳ありません、お兄様……可か憐れんは、妹、失格です……」

　真っ赤になった頰ほおを涙がつたう。

　ぽたぽたと遊戯卓に清い雨が降り、絶望の表情で可憐は泣き続ける。

　それは怒りであり、悲しみであり、絶望であり──しかし、憎しみではなかった。

　対戦相手、水みず葉はへの怒りより、遥はるかに可憐を深く傷つけているのは、自責。

「ずっとずっと……お兄様のお傍そばに、いたかった……なのに、それなのに、負けては……こんなところで躓つまずいていては、叶かなうはずが、ない、のにっ……！」

　自分自身の愚おろかさを責めながら、ただ泣き続ける可憐を。

　ただ眺めていられる紅ぐ蓮れんではない。

「──触れるなよ？」

　からかうように、カードを弄もてあそんでいた白しろ王おう子じ透とう夜やが紅蓮に言う。

「触れれば即、学園統括ＡＩの裁定により退学となる。遊戯の結果は、絶対だ」

「ああ、そうか。くだらない。……本気でくだらないな、この学校の法ってやつは」

　泣き続ける妹に触れることも、声をかけることも許されぬと解わかった紅蓮は。

「あんたの勝ちだよ、若白髪。全部あんたの思惑通りだ。クソが」

　熱い。じんじんと紅蓮の『眼』が熱を発する。可憐の敗北を見通した瞬間から、じわじわと蝕むしばんできた熱は、今や『眼』だけでなく、全身へと広がっていた。

　思考が真っ白に塗りつぶされ、己の奥深くに眠る『獣』の、憤ふん怒どの咆ほう哮こうを紅蓮は聞いた。

「水葉の正体も全部わかった上で、この舞台を整えた。そうなんだろ、白王子透夜」

「クク。今更、ごまかす理由もないな？」

「そんなに殺し合いたいのかよ。本気の俺と」

　紅蓮と透夜。今やその距離は零に限りなく近い。数十、数百という人間の血で汚れた『眼』が、獅し子しの頂点に君くん臨りんせし王を貫つらぬかんばかりに睨ねめ上げる。

　殺気のこもった視線を向けられて、透夜は、むしろ愉ゆ悦えつの笑みを浮かべた。

「……待ちわびたぞ、砕さい城じよう紅蓮！　退屈な日々を打ち壊す異物、この平穏に過ぎる世界で、敵を喰くいちぎらずにはいられぬ獅子の眷けん属ぞくよ！　愛いとしい妹との日常を望むならば、この俺と、血湧わき肉躍る遊戯を演じてみせろ！」

　興奮、歓喜、情愛。激しい興奮の坩る堝つぼと化した透夜の眼光が、紅蓮のそれと交こう錯さくする。

　常人であれば、誰も二人の間には入り込めない。それほどの迫力。

　だが、常人でなければ。

「会長……だめに、決まってる。わたしが、先」

　恐れ知らずにも透夜と紅蓮の間に割り込み水葉は、じとっと生徒会の王を睨にらみつける。

　常であれば死刑に処しよされても文句は言えない行動だが──

　賢き王は有能な者には寛大だ。紅ぐ蓮れんの覚かく醒せいを成し遂げた英雄に対して鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「よかろう。前菜オードブルの栄えい誉よは与えてやる」

「あはっ。ありがとー」

　水みず葉ははくるりと紅蓮を振り返る。そして彼の朱あかい『眼』を見て、満面の笑みを浮かべる。

「あぁ……♥　それ、その顔……懐なつかしい……なつかしいね……。あの頃のあなた。最高の痛みをわたしにくれた、王子様の顔……♥」

　夢心地のように少女は語る。

　白しら露つゆの肌を真っ赤に染めて。

　得も言われぬ快感に身を震わせて。

「ずっと、こうするのが夢だった。あなたと、気持ちいいことがしたかった」

　積年の想おもい。歪ゆがんだ片恋の告白。

　慌ただしくデバイスをタップして、送り届けた遊戯申請ラブレター。

　それを、紅蓮は。




『申請が拒否されました』




　跳ね除のけた。

「え……？」

　きょとん、と水葉が瞬まばたきする。

「どうして……？　まだ、目覚めてないの？　ここまでしても……？」

　どこか落胆した様子で水葉が紅蓮の顔をうかがう。

　しかし次の瞬間、彼女は理解したはずだ。

　砕さい城じよう紅蓮が、妹との絆きずなを断たたれても尚なお、牙きばを剝むかないような不能者では断じてないと。

「……!?」

　その変化は些さ細さいだが明確だった。

　そして、圧倒的だった。

　この場の全員を驚きよう愕がくさせた怪物でさえ、命の危険にぶるりと背筋を震わせるほどに。

　砕城紅蓮は、笑っていた。

　愚おろかな人間に裁定を下す瞬間の死神のように。

「何を勘かん違ちがいしてるんだ？　ただの遊戯で済ませてやるわけがないだろう？」

　日常を愛する気の抜けた男の貌かおはそこにはなく。

「前菜？　そんなものは存在しない。これから始まるのは──戦争だ」

　紅蓮は遊戯卓に手を伸ばし、つかんだ７枚のチップを同時に指で弾はじいてみせた。

　７枚のコインは高々と宙を舞い、それぞれが放物線を描いて落下する。

　キン、キン、と。大講堂の檀上で甲高い音とともにコインが跳ねる。

　１枚は透とう夜やの足元に。１枚は水みず葉はの足元に。

　そして残りの５枚は、ステージ袖そでのカーテン前に。

「コソコソと隠れていないで出てくればいい。万が一に可か憐れんが水葉をも倒したとき、透夜の望みを叶かなえるために、二の矢三の矢として控えていた。そうだろう？」

「あらあら。『眼』が良いというのは本当のようですね」

　たおやかな女性の声。

　カーテンを分けて金髪の修道女めいた女子が現れ、その後ろから数人の男女が続く。




　生徒会副会長、Ｓランク２位、フラヴィア・デル・テスタ。

　生徒会監査、Ｓランク３位、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。

　生徒会書記、Ｓランク５位、佐さ賀か臣とみ仁じん。

　生徒会第二書記、Ｓランク６位、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら。

　生徒会庶務、Ｓランク８位、大おお星ほし大たい成せい。




　獅し子し王おう学園という遊び場を与えられ、その頂点に座ざしている獅し子しの群れ。

　財力、知力、人脈、運動能力、あらゆるものに長たけ将来を有望視された選良の中の選良。

　いや、学生である現在でさえ実社会に多大な影響を与えかねない人材。

　そんな彼らに対して紅ぐ蓮れんは。

　まるでそんな事実など取るに足らないことであるかのように。

「俺は獅子王学園生徒会に対して遊戯を申請する。七人全員、まとめて相手になろう」

　不ふ遜そん極まる挑戦状をたたきつけた。

「教えてやる。あんたらが遊び半分で望んでいた──戦争ゲームの怖おそろしさをな」













●兄なる者






　獅し子し王おう学園大講堂の扉が開くと、生徒たちが堰せきを切ったように飛び出してゆく。

「急げ、クオリアネストだ!!」

「ワケわかんないんだけど。選せん賭きよ、いったいどうなったの!?」

「うるせーよ、気にしてる場合か！　とにかく、『遊戯』だろ!?」

　彼らの興味も関心も、すべてはただ遊戯とその結着にのみあった。

　それに至る事情や賭かけられたものも重要だ、されど才人たちが覇はを競うこの学園では、最も関心を集めるものこそ序列と順位──即すなわち、『誰が一番強いのか？』だ。

　学園カースト最低位に属しながら時とき任とうミミを破り、生徒会選賭を巻き起こした砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。

　渦中の男が今度は生徒会全体を相手に遊戯を仕掛けるというのだ。

　その対決は学園最高の関心事となり、クオリアネストの見学席をめざして生徒達たちは雪崩なだれを打った。

　そんな中、流れに逆らい、必死に違う方向を目指す二人の女子の姿があった。

「紅蓮さま、可か憐れんさま～っ!?　ど、どうなっちゃったんですかあ!?　きゃうっ！　うう、人がたくさんいて邪魔です～！」

「やっておしまいなさい桃もも花かさん。非常時です、わたくしが許可しますわ！」

「いいんですか？　なら……どりゃっ!!」

　女の子らしからぬ気合と共に、ダンプカーの勢いで桃花は走る。

　群衆を蹴け散ちらし、細腕に似合わぬ剛力で人波をかきわける力強い背中を追いかけ、その後ろに楓かえでが続く。

　可憐が敗れ、耐えがたいペナルティを受けた。楓にとって可憐はいけ好かない同級生、目の上のたんこぶではあるが、同じ釜かまの飯を食べた得がたい友人でもある。

　そんな彼女の失意を、絶望を、紅蓮が受け止められない以上、その役割は友人である楓と桃花が担うべきだ。

「紅蓮さま、無事ですか!?」

「……桃もも貝がいか。それに、楠くすの木き。ちょうどいい、可憐を頼む」

　壇だん上じよう近くまでようやくたどり着いた二人が目にしたものは、紅蓮と可憐。

　いつもならベタベタと必要以上に仲良くしていた兄妹きようだいが互いに顔を背け、言葉を交わすこともできずに、泣きそうな顔で背中を向けている──そんな場面だった。

「わ、わかりましたわ。わたくしどもにお任せくださいまし」

　あまりにも痛ましい光景に困惑しつつも楓は努つとめて明るく振る舞い、胸をたたいた。

　桃花はうなだれる可憐に駆け寄って。

「だ、だいじょーぶですよ、可憐さま！　紅蓮さまなら絶対勝ってくれます！　水みず葉はさんも生徒会の人たちも、なんだか怖い雰囲気ですけど、ぜったい、ぜった……」

「……やめておきなさい、桃もも花かさん。今は、慰なぐさめなど届きませんわ」

「ふぇ？」

　うつむいたまま動かない可か憐れんに声をかけていた桃花を止めて、楓かえではその顔を覗のぞき込こむ。

　完全に消えた目の光──茫ぼう然ぜん自じ失しつ、暴漢に身も心も穢けがされた乙女よりなお深い絶望をたたえたその顔は、痛ましいというほかなくて。

　能天気に定評のある桃花すらも、それ以上の励ましは無意味とわかり。

「可憐、さま……」

「桃花さんはそちらを。わたくしはこちらを支えますわ。お連れしましょう」

「は、はい！」

　テキパキと言い、楓は可憐を支えて立ち上がらせる。

　反対側を桃花がしっかりと持ち上げると、両方の肩を貸してゆっくりと歩き出す。

「あの、どこまで行けばいいんですか、楓さん？」

「決まっています──クオリアネストですわ。たとえ今おかしくなっていようとも、可憐さんが正気に戻ったなら、必ずそこへ向かうはず。遊戯を、運命を見届けるために」

「わ、わかりました！　行きましょうっ！」

　よたよたと、三人がクオリアネストへ向かう姿を見送ったあと──。

「……行くか」

　紅ぐ蓮れんもまた壇だん上じようを降り、人のいなくなった大講堂からクオリアネストへ向かう。





　＊






「桃花さん。何か可憐さんに飲み物を買ってきましょう？」

「ふぇ？　で、でも、楓さん。いいんですか？」

「いいのです。……ひとりになりたい時も、あるでしょうから」

　そんな会話を残し、クオリアネストを見下ろす観客席に座った可憐はひとりになった。

　イタリアのコロッセオ、あるいは野球場を思わせる円形のドーム──それこそスポーツの試合も充分にこなせそうな広大なスペースに、複数の作業員が働いている。

　３Ｄ映像と物理演算、ＶＲとＡＲを駆く使しして『ありえない現実』すら創造する仮想戦争装置、クオリアシステム。その調整に要する時間が、遊戯開始までの待ち時間だ。

「お兄様……」

　闘技場に設置されたＶＲ筐きよう体たいの横に立つ兄の姿に、可憐はただ強く唇を嚙かみしめて頭を下げたまま、それ以上何も言えずにいた。

　五年前──兄を喪うしなったあの日の想おもいが、その胸に蘇よみがえる。

『必ず、帰ってくるから』

　そう言って微笑ほほえんでくれた、兄の面おも影かげ。

　砕さい城じよう──家族肉親すら全幅の信頼を置くことなどできない遊戯者の家。

　そこでただひとり無条件に愛し、また、愛されることのできるただひとりの兄。

『……どうしてお兄様が《黒の採決ブラツクバウト》に!?　あんなにも争いを嫌っていらしたのに！』

　もともと、兄は闘争を望まなかった。

　一族の誰よりも砕城の資質を継ぎ、英才教育と伊い邪ざ那な美み機き関かんの施術によって究極とさえいわれる力を得てもなお、その力を振るうことを望まず、拒絶し続けていた。

　そんな兄が自分の前から姿を消けし、遊戯の舞台へと。

　それも闇の世界、国家間戦争から大企業の経済戦争に至るまでを調停する《黒の採決》に飛び込んだ理由を知った時、可か憐れんは今と同じように──深く深く、絶望した。

『私を、遊戯の世界から遠ざけるために。普通の幸せを、送らせるために……』

　他でもない、自分を守るために、自分を置いて、自分を捨てて行った──。

『……私が、弱かったから』

　力ないが故に、守られねばならないから、置いていかれたのだと、そう思った。

　だからこそ可憐は抗あらがった。紅ぐ蓮れんが稼いだ五年間、その時間をフルに使った。

　押しつけられた『普通』──あたりまえの日常生活の裏をかき、砕城の家に伝わる遊戯者としての教育、カリキュラムを独学で学び、あらゆる遊戯を研究し続けた。

　契約の五年間を終え、紅蓮が引退を決意して逃走するときも──

　紅蓮は可憐が普通の生活を送っていること、砕城の家にはいないことを確認し、砕城家に《黒の採決》を仕掛けてまで今後可憐を無理に裏の舞台に立たせないことを約束させた。

　そうした兄が自分と同じ学園に入学したのはまったくの偶然だ。

　運命だった、と今でも思う。

　そのわずかな接触のチャンスをとらえ、兄と強引に再会して、決して逃がすまいときつくきつく抱きしめて。

（もう、二度と離れない。そう、思ったのに──）

　思い知った。

　可憐は弱い。どうしようもなく弱い。

　あれほど罵ののしり格の違いを思い知らせた静しず火かと同じ──才能なき秀才にすぎない。

「だから、私は見逃された……砕城の家にとって、私には何の価値もないからこそ」

　それは否定しがたい事実だ。

　しかし、紅蓮は違う。砕城の家は最強を、五年間無敗の伝説を今も欲している。

　決して逃がすまい。

　必ず追いかけてくる。

　だからこそ砕さい城じよう家と裏で契約を結んだ。

　いつか兄は連れ戻される。

　あれほど焦がれた『平和』とも『日常』とも無縁の地獄へふたたび戻される。

　だからこそ、可か憐れんは強くありたかった。いつか終わる日常を一日でも長く延ばしつつ、砕城の家がもたらす甘かん言げんに乗り、遊戯の世界に自ら触れて、自らを鍛えた。

　いつか終わる『日常』の先にあるもの──

　新たに始まる遊戯者としての人生を受け入れ、兄と共に幸せを求める。

「それだけが、それしか……私達たちにはないのだと、そう思ったから……」

　だが、こんなところでつまずいていて、その夢が叶かなうはずもない。

　兄の隣に立ち、温かいご飯を食べさせ、孤独を癒いやし、苦しみを分け合うことなど。

　文字通り、夢のまた夢でしかない。

　──こんな無様な妹など、お兄様は嫌いになってしまうかもしれない。

　その瞬間を、彼がふたたび去っていく光景を想像しただけで、可憐は死にたくなる。

　真っ白になった頭を何とか奮ふるい立たせようと、可憐は救いを求めてデバイスを開いた。内部の画像フォルダに保存された兄の写真を眺めようとしたとき──。

『やあ。可憐さん、ちょっといいかな？』

「……白しろ王おう子じ、朝あさ人と？」

『クオリアネスト観客席から少し離れたトイレの横に自動販売機があるよね。そこに落とし物があるのを見つけて拾ったんだ。君のだと思うから、受け取ってくれるかい？』

「落とし物……？」

　まったく身に覚えがない。

　そもそも自分はここに楓かえでや桃もも花かに連れてこられたばかりだ。

　返事を書き込もうかと思ったとき。

『中身は動画ファイルだよ。プライベートなものだから、ネットには上げたくなくてね』

「……!!」

　可憐はその場で立ち上がり、生徒でごった返す観客席を抜ける。

　指定されたトイレ横の自動販売機コーナーには人影はなく、朝人の姿もなかったが。

『つり銭出口の中』

　短い示し唆さを受け、中を探り──データカードを手にして、デバイスに接続する。

　中に格納されていた動画ファイルがただちに再生され──。




『聞こえているか？　──可憐。これはお前の遊戯中に録音したものだ』

「やはり、お兄様……!!」

　遠く、背景のように自分と水みず葉はのやりとりが聞こえる。

　それは可か憐れんが敗北する以前、第一回戦の最中に録音された、兄のメッセージだった。

『残念だが結果は視みえている。可憐、お前は、あいつには──水みず葉はには、勝てない』

「……やはり。お兄様には、すべてが視えていたのですね……」

『だが、それでいい。それが正しい。それはまだお前が人間でいられている証明だ』

「え……？」

　意外な言葉に、可憐は我が耳を疑うたがい、メッセージに耳を傾ける。

『俺や、あいつのような怪物になるな。お前はそれでいい。人間離れした力に踊らされる必要はない。大丈夫だ。──お前は、俺が、必ず守るから』

「……!!」

『化け物になるのは、俺ひとりでいい。お前が負けてくれて、お前が人のままでいてくれて──正直、ほっとしている。だから、うまい飯でも作って待っていてくれ』

　優しい言葉に、こらえていた熱いものが瞼まぶたを濡ぬらす。

　押し殺していた嗚咽おえつが出てしまいそうになり、可憐は自動販売機に背中を預けて。




『──お前に、強さを求めたことなんかない。お前はお前、俺の大事な妹なんだから』

『あるがままに、そのままに、俺はお前を愛している。最高の妹を──愛している』

『だから。──あとは俺に、任せておけ』




　最後の言葉に、心臓を貫つらぬかれた。




「お兄様……ありがとうございます、お兄様……！」

　ただひたすらに深い愛をつぶやき、兄の声が響くデバイスを抱きしめながら。

　可憐は今まさに遊戯が始まらんとする会場、それが中継されつつあるモニタを見上げ、涙でにじんだ視界の中で、そこに映し出された紅ぐ蓮れんの面おも影かげを目に焼きつけようとした。




　兄なる者の生き様を体現するかのような大きな背中と。

　悪の巣クオリアネストに群れる七人の生徒会役員たち。

　妹との日常を守らんと日常を捨て、闇の貌かおを露あらわにした紅蓮の戦争が、今、はじまりを告げようとしていた──。






あとがき






『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』第２巻を読んでいただき、ありがとうございました。

　作家の三み河かわごーすとです。




　このシリーズは１巻が大変評判が良く、ありがたいことに重版までさせていただきました。読者の皆様の感想も拝見していますが、どれも素直に楽しんでいただけたことが伝わる感想でして、作者冥みよう利りに尽きるというものです。

　もう５年ほど作家をやってきていますが、発売週の初動以外にもじわじわと売れ続け、発売一ヶ月後の重版となったのは初めての経験でした。だいたいのライトノベルは、初動で爆発的に売れて即重版か、売れずにそのままかのどちらかでして。じんわりと売れ続けるのはあまりないことだったりします。

　これはひとえに読者の皆様の応援のおかげかな、と思っています。本当に感謝の言葉しかありません。

　現在３巻も準備中。これからお話をどんどん盛り上げていければと。こちらも遠からずお届けできると思いますので、今しばらくお待ちいただけますと幸いです。




　謝辞です。

　イラストレーターのねこめたる様。１巻から引き続き最高にカッコ可愛かわいいイラストをありがとうございました！　今回は透とう夜やをはじめ紅ぐ蓮れんや朝あさ人と、生徒会の新キャラたちなど、男キャラにも気合いを入れてくださり、そのキャラデザのバリエーションの豊富さに唸らされました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

　ＭＦ文庫Ｊ担当編集のＯ様。「話が膨らみすぎました。尺が足りないです……」という私の情けない相談にも快く応じていただき、しかもわりと無茶な解決策・アイデアを提案いただき大変ありがとうございます（この巻のラストがああなっているのは、担当さんのアイデアですよ、読者の皆様！）。これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　そしてこの本の出版・販売にかかわってくれたすべての方々。本当にありがとうございました。

　最後に。読んでくれた読者の皆さまに最大限の感謝の気持ちを！

　三河ごーすとでした。
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